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角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天使や悪あく魔まは、空想の産物だ。


　信じられない事に、七〇年前まではそう思われていたらしい。


　あれほど多くの書物に記されていたのに、どうして誰だれも信じなかったのだろう。





　七〇年前に突とつ如じよとして大量発生した「幻げん獣じゆう種しゆ」。


　彼らは人類に訴うつたえたかったのかもしれない。


　──自分たちは空想の産物なんかじゃない。ちゃんとここにいるぞ、と。





　だから、今度は人類が世界に訴える番だ。


　半分以下に減った大地で。


　三分の一以下に減った人口で。


　それでも、武器を持って叫さけぶんだ。


　──自分たちはここにいるぞ、と。




　プロローグ







　大きく息を吸い込み、吐はく。


　緊きん張ちようを和やわらげるために、手順を再さい確かく認にんしよう。


　講堂の床ゆかに描えがかれた授業用の真円に、魔ま法ほう陣じんを描く。基本式は一年生の時にやったＡ降こう霊れい法だが、今日使おうと思っている応用式は少々厄やつ介かいだ。


　これから呼び出す天使はプロの降霊士でも難しいとされている。僕の技術と魔ま力りよくを一年間見てくれた担任の先生も、確率は五分だと言っていた。両親が遺のこしてくれたメモがなければ挫ざ折せつしていたに違ちがいない。


　もう一度、深呼吸をする。


　磨みがかれた講堂の床に映る、僕の顔。


　我ながら、情けないなぁ。


　妹に似て、中性的な顔立ちだと言われている。クラスの男子からは「女にモテる顔」だと言われるのだけれど、だったらどうして僕には一度も彼女ができないんだろう。


　褒ほめられても嬉うれしくない顔を床に近づけ、魔法陣を描こうとした時だった。


「花はな村むら。花村月げつ斗と。さっきから呼んでるだろ」


「あ、すみません」


　真円の向こうにいた教師が苦く笑しようしていた。


　いけない。緊張して、まったく聞こえていなかった。


「名前と召しよう喚かん天使の報告。一応、義務だからな」


　謝罪と同時に沸わき起こる、クラスメイトの笑い声。


　笑っているほとんどの生徒は、自分の降霊を終えた者たちばかり。それもきちんと自分の思い通りの天使を召喚できた人だけが笑う資格を持つ。


　二年生からのクラス分けに影えい響きようする、この召喚試験。この一回で残りの学園生活が決まってしまうのだ。緊張しない方がおかしいだろう。


　七星ナナセ降霊学園。


　プロの降霊士を育成するための「降霊科」がある、日本でも数少ない高校。


　そこに入学する生徒たちは、全員が「降霊士」への進路を決めている。また、その中でも悪魔を退治する事を専門とした「退たい魔ま士」になる者も少なくない。


　だからこそ生徒も学校もプロ意識が強く、生半可な技術では生き残れない。


　──僕だって。


　三回目の深呼吸をして、僕は教師を見た。


「すみません。花村月斗、降霊を始めます。召喚対象は『権天使アブティエル』」


「下一級天使だからと言っても、高校生でギリギリ召喚できるランクだからね。油断はせず、召喚時間は短めに」


「はい」


　召喚の際に持っていかれる体内魔力と相談して、召喚時間を決める。呼び出す天使、形態、時間などを図形に変へん換かんし、魔法陣に式として描く。チョークで丁てい寧ねいに魔法陣を描くと、僕は何度もチェックをする。


　多分、問題はない、はずだ。


「それじゃ……！」


　四度目の深呼吸。


　今度こそ──！


　息を吐いた瞬しゆん間かん、


「花村雪せつ伽か、降霊を開始します！　対象は『大天使カシエル』です！」


　隣となりの人だかりから澄すんだ声が届いた。


　緊張してうわずった妹の声。


　隣の真円では、ちょうど妹が魔法陣を描き終えたところだった。男子と女子で二つの真円を使い分けているので、出席番号からいっても僕と雪伽は同じくらいの順番になるわけだ。


　などと考えていたら、雪伽と目が合った。


　僕の双ふた子ごの妹。


　二に卵らん性せいだけど、外見はよく似ていると言われる。むしろ大きく違うのは性格や能力で、いまいちパッとしない僕とは違い、雪伽は何をやらせてもソツなくこなす。明るく前向きな性格のおかげで男子にもモテるのだけど、いまだに彼氏はいないようだ。


「え、えへへ……」


　そんな雪伽も試験では緊張するらしく、引きつった笑いを浮うかべている。ガッチガチに固まっているのが数メートル先からでも丸わかりだ。


　声をかけてやりたいが、僕だって自分の召喚がある。緊張しているのは同じだ。


「花村。花村！」


「あ、はいっ！」


　ぼーっとしていたら、先生に怒おこられた。


「妹が可愛かわいいのは分かるけど、見とれてないで召喚をしようね」


　さっきは苦笑だったクラスメイトが、今度は大だい爆ばく笑しよう。


「花村！　このシスコン野や郎ろう！」


「まさか実の兄まで雪伽ちゃんを狙ねらっていたとはな！」


　うるさい、と怒ど鳴なってやりたいが、ぐっと堪こらえる。なぜなら羞しゆう恥ち心しんのせいで緊張が少し和らいだからだ。


　自分が元げん凶きようのくせに、雪伽も女子に混じって僕を笑っている。こうなったら好きなだけ笑うといいさ。


　最後の深呼吸をする。もう緊張はなくなった。


「ブリアーの４段階、イエツィラーの２段階を注入、その後にアツィルトの４段階、アッシャーの１段階を注入、降霊規則第一条二に項こうに基もとづき、七星降霊学園一年クラスＡの花村月斗が召喚詠えい唱しようシステムを使用します。其そは敬けい虔けんなる者の先せん駆く者しやにして国家の礎いしずえ、我が呼び声に応じ偉い大だいなる姿を顕けん現げんさせよ」


　権天使クラスの天使は、下級と銘めい打うっていても失敗のリスクは大きい。


　それでも持てる才能の全すべてを使って成功させなければならない。プロの退魔士になるには、リスクを恐おそれない強きよう靭じんな心が必要だと思っている。


　僕の声に合わせて、魔法陣の周囲に置かれたスピーカーから高速言語が流れる。独力での詠唱が物理的に困難な場合、学校のシステムを利用した多重詠唱で手伝ってくれるのだ。


　スピーカーから流れる機械音声に合わせて、僕の声は増ぞう幅ふくされる。


　野や次じを飛ばしていたクラスメイトも、召喚の最中は黙だまってくれる。自分の声が詠唱に混じり、邪じや魔まをするかもしれないからだ。


「略式召しよう喚かん呪じゆ第一、人霊刻呪法に基づき、その姿を示せ……！」


　言葉を口にするだけなのに、体内から何かが抜ぬかれている感覚。僕の内臓が全て液体になって流れているようだ。


　気持ち悪いが、授業でさんざんやった召喚だ。もうとっくに慣れた。


　あとは召喚の成功まで気を抜かなければいい。


　とはいえ、これだけの量の魔力を消費したのは、生まれて初めてだ。


　頭の中がからっぽになりそうで、クラクラする。


　けど、これを乗り越こえれば、僕も使し役えきできる。


　天使。


　悪魔を殺す事のできる、唯ゆい一いつの手段。


　滅ほろびの道を歩みかけた人類に残された、最強の武器。


　心の奥底に暗い炎ほのおが灯ともるのを実感する。


「イエツィラーの２段階、その後にアツィルトの３段階、アッシャーとブリアーは省略」


　隣から聞こえる、讃さん美び歌かのような呪じゆ文もん──雪伽の声が僕のそれと混ざり合う。


「降霊規則第一条二項に基づき、七星降霊学園一年クラスＡの花村雪伽が召喚詠唱システムを使用します。其は竈かまどと箒ほうきの担にない手、清せい浄じようなる生活を助ける我らが友」


　あの日以来、僕と雪伽は同じ道を歩むと決めた。


　両親の仇かたきを討うつと、二人で誓ちかった。


　今日は、その第一歩。


　これから呼ぶ天使は、その象しよう徴ちようとして──





「略式召喚呪第一、人れ、霊こ、刻呪法とっ」





　──嚙かんだ！


　何やってるんだ雪伽！


「あ、ああっ、すみません、もう一度っ」


　──そう、落ちついてもう一回呪文を唱えればいいんだ。


　スピーカーから流れる呪文も止めて、やり直せばいいのだけれど。


「あ、あれっ、止まらない！　どうしよう、止まらない！」


　雪伽の近くに置かれたスピーカーから流れる呪文。スピーカーを用いた多重詠唱の操作は生徒が行う事になっている。学校支給のケータイやＰＣを使って操作をするわけだが、雪伽は先ほどからケータイのボタンを連打して焦あせっている。


「ど、どうしよう！　なんで止まらないの!?　なんで!?」


　先ほどから同じ言葉を連呼している雪伽だが、それは僕が訊ききたい。


「にぃちゃん！　こういう時ってどうすればいいの!?」


「ええっ!?」


　なんで隣の魔法陣で今まさに召喚している僕に訊くの!?


　そうこうしている間に、雪伽の魔法陣が怪あやしい光を放ち始める。召喚が成功すれば光と共に天使が降臨してくれるのだが、今の雪伽の魔法陣からは赤黒い光が明めい滅めつしている。


「助けて、にぃちゃん！」


　動転した雪伽、ケータイを握にぎりしめて僕の方へ走って来る。


「はぶっ！」


　そして、僕の目の前で顔面からスッ転んだ。


　彼女の手からケータイが転がり落ち──


　僕の魔ま法ほう陣じんの真上まで滑すべっていった。


「わぁっ!?」


　ケータイから流れる呪文が、僕の魔法陣をも赤黒く染めていく。


　呪文そのものは正しい書式に基づいた詠唱だ。しかし僕の魔法陣には適合しない。カレー鍋なべに味み噌そ汁しるを入れるような、やってはいけない侵しん食しよくなのだ。


「召喚を止めなさい！　ケータイを拾って！」


　先生が真しん剣けんな声で叫さけぶ。


　一番ケータイに近かったのは、僕だ。


　高速で呪文を詠唱する器械。


　手を伸のばすが、遅おそかった。


　僕の魔法陣と、雪伽の魔法陣。


　その二つが赤黒い光を増し、そして同時に強く弾はじけた。


　眩まぶしくて、目を閉じる。


　黒い光──


　その光に晒さらされながら、僕は雪伽の身の安全を考えていた。


「雪伽！」


「にぃちゃん！」


　僕の腕うでにしがみつく雪伽。見えなくても、彼女の手は分かる。


　目が開けられない。強すぎて、どのくらいの規模の光なのかも分からない。だけど、周囲の教師やクラスメイトも叫んでいるのだから、想像以上に強い光である事は間ま違ちがいない。


　失敗した。


　召しよう喚かんに失敗した場合、様々な現象が起きる。一番安全な状じよう況きようは、何も召喚されない事。最も危険な状況は、形が崩くずれた天使が暴走する事。


　けど、今回は──


「みなさん、落ち着いて！　大だい丈じよう夫ぶです！」


　雪伽を監かん督とくしていた女教師の声に、ゆっくりと目を開ける。目の痛みも引いてきた。


　もしも召喚に失敗していたのであれば、魔法陣の上にはアブティエルとカシエル以外の天使が呼び出されているはずだ。


「あれ？」


　だけど、魔法陣には何もなかった。


「んん？」


「あれぇ？」


　教師も生徒も、僕たちの魔法陣を見て首を傾かしげている。


　では、僕たちが呼び出した天使はどこへ行ったのか。同じ疑問を抱いだいたのか、雪伽も周囲をキョロキョロ捜さがしている。双子だからか、考える事も同じだ。


　その時、足に何かザラッとしたものが触ふれた。


「ひゃっ！」


　白い脛すねにすり寄ってくる、毛の生えた何か。


　ビックリして後ろに下がると、そこには小動物がいる。





　金色の目をした、黒ネコだ。





　ちょっと可愛い。だけど今ここにいるのは不自然だ。


「何、なんで、ネコ……？」


　雪伽が誰だれにともなく呟つぶやくと、


「愚おろか者めが！」


　突とつ然ぜん、ネコが雪伽の顔面に向かってダイブしてきた。四本の足で顔に張り付かれて、バランスを崩して尻しり餅もちをつく雪伽。


「ふぇぇぇぇぇっ！　見えないよっ！」


「ちょっと、何するんだよ！」


　僕は雪伽の顔面からネコをひき剝はがし、空中にブン投げた。雪伽が心配だったので、手加減せずに放ほうり投げたのだが、


　──喋しやべった？


　僕がそう気付いた時には、ネコは講堂の床ゆかに綺き麗れいなフォームで着地していた。


「喋る、ネコさん……？」


　あっけにとられて言葉も出ない僕や周囲の生徒を差し置き、雪伽がもう一度呟く。


　すると黒ネコは講堂中に響ひびき渡わたるような大だい音おん声じようで、こう叫ぶのだった。


「吾わが輩はいはネコではない！　悪あく魔まだ！」
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　Page1　基礎降霊術Ａ

　多重音声召喚術／召喚事故が起きた場合の対処法








　召喚事故が起きてから、僕たちは蚊帳かやの外だった。


　そういう時のために監督しているとは言え、先生がすぐに動いてくれたおかげだ。講堂に六つある真円の一つに集合し、今後の対策を練ってくれる。他ほかの生徒は残った五つの真円を使って順に試験を続ける運びになった。


　で、事故を起こした張本人である（らしい）僕と雪せつ伽かは、その魔法陣の前に体育座りをして沙さ汰たを待っている。


　何が起きたのか、先生たちが何を話しているのか、さっぱり分からないのだ。とんでもない事をしてしまった自覚はあるけど、それがどのレベルでマズいのかは分からない。


「にぃちゃん、どうしよう」


　さっきから雪伽は僕の制服の裾すそを摑つかんでいる。


「大丈夫だよ」


　僕は何度もその言葉を繰り返すのだが、自信はない。


「でも、私たち悪あく魔ま召しよう喚かんしちゃったんだよ？　天使じゃなくて悪魔なんだよ？」


　どうして雪伽が悪魔召喚に敏びん感かんなのかというと、単純に違い法ほうだからだ。


　国で認められた手続きに則のつとった召喚は、原則として天使のみ。無む免めん許きよもしくは正規の手続きを踏ふんでいない悪魔召喚は、最悪死し刑けいもありうる重犯罪なのだ。


「問題ないですよ、そのあたりは」


　近くにいたローブを着て白い髭ひげを生やした彼は、まさに魔ま法ほう使つかいと呼べる出いで立ちをしている。現げん役えき時代はかなりの使い手だったと聞くが、僕たちにとっては優やさしいおじいちゃん先生だ。


「故意ではなく、事故によるものですからね。召喚というより、悪魔が自発的に出現した状態に近いです。それに私たち教師の監督下による事故ですから、花はな村むらさんたちが責任を取る事はありませんよ」


「よかったぁ……よかったね、にぃちゃん」


　雪伽に笑え顔がおが戻もどるが、当面の問題はまったく解決していない。


「仲が良いのは結構だが」


　と、別の声が魔法陣から聞こえる。


「貴様ら吾輩をいつまでここにこうしておくつもりだ？」


　黒ネコだ。


　正体不明のこの悪魔、処しよ遇ぐうが決まるまで魔法陣の中に閉じ込められているのだ。ドーム型の結界をツメでガリガリと搔かいていたが、あきらめたのか床に寝ね転ころんでしまった。その仕草は小動物っぽくて微笑ほほえましい。


「呼び出しに応じたのに、これか。最近の若者は礼れい儀ぎを知らぬな。吾輩のような紳しん士しでなければ即そく座ざに食い殺されておるぞ」


「ち、違ちがうもん！　私たちが呼んだんじゃないもん！」


　雪伽が怒ど鳴なるが、僕は否定しにくい。結果的にこの黒ネコを呼び出したのは僕たちだ。


「貴様！　悪魔に向かってその態度はなんだ!?」


　そう、この黒ネコは悪魔と名乗っている。


　僕たちが行ったのは、天使召喚だ。けして悪魔召喚ではない。


　そりゃ大きな目で見れば、天使も悪魔も「幻げん獣じゆう種しゆ」の一部だ。星の数ほどいると言われている幻獣種の中でも、天使は数少ない人類の味方。その姿は無機質だったり象しよう徴ちよう的だったりするが、そうじて美しい。


　しかしこの黒ネコは、誰がどう見ても悪魔だ。


　天使のように静かではないし、何より悪魔用の結界から出られない。


「分ぶん析せきが終わりました」


　レポート用紙を持って小走りにやってくる太ったおじさん。校長先生だ。彼の他にも数人の教師がいる。これだけ大勢の教師が調べなければならない事件になっているとは。


「どうやら召喚失敗した時に、ゲートにバグができたみたいですね。天使を召喚するためのゲートの位相がズレて、手近にいた悪魔が入り込んでしまったのですよ」


「この子が？」


　雪伽が見る、結界の中の黒ネコ。


「あなた、名前は？」


「吾輩はアバドンにしてカシエル！　その両方だ！」


　カシエルとは、雪伽が召喚した大天使の名前。


　そして──アバドン。


　僕の記き憶おくが正しければ、魔ま王おうクラスの強大な悪魔だったはずだ。


「よく分からぬな！」


　僕が言いたかった事を代弁してくれたのは、黒ネコ。


「さっぱり分からぬが、どうも吾輩は被ひ害がい者しやのように思えてきたぞ！　むむ？　そもそも吾輩はアバドンなのかカシエルなのか？　どういう事だ！　きちんと説明せよ！」


「そうですね、悪魔も混乱しているのでしょう」


　と、校長先生はスケッチブックを取り出した。


「ええと、まず最初に、これが花村くんたちが使用した魔法陣です」


　スケッチブックに二つのマルを書く。


「で、この魔法陣が壊こわれました」


　片方の魔法陣にバツ印を書く。


「さらに二つの魔法陣が融ゆう合ごうしちゃいました」


　二つのマルからそれぞれ線を引き、一つの線に繫つながる。


「以上です」


「うーむ、分かったような分からぬような」


　黒ネコは器用に顎あごのあたりを前足で触れて考え込んでいる。


「つまり吾輩は事故のせいで呼び出された上、融合までしてしまったのか。間違い電話でピザの宅配をさせられた上に、持ってきたピザをうどんの汁しるの中にブチこまれたようなものだな……不快極きわまるのも当然だ！」


　言われてみれば、この黒ネコが一番の被害者だ。


　勝手に呼ばれて合体させられたのだから、失礼にも程ほどがある。


「ピザではなく、ピザ屋さんだったら、お金を払はらって帰ってもらえば済むんですけどね」


　先生も困った顔をしている。


　天使を強制的に異界へ送そう還かんする術はある。


　ところがこの黒ネコ、どうやっても帰ってくれない。


　召喚時間はとっくに終わっているし、先生が送還術もかけた。それでも帰らずに人間界に留とどまっているのだ。


　だから僕たちは座って見ている事しかできなかったのだ。


「吾輩とて自分の身に起きた事態をやっと把は握あくしたのだ。少しはこちらの身にもなって考えて欲しいものであるな」


　ダラーッと寝転がったまま、黒ネコがぼやく。


「なにそれ……どういう事？」


　雪伽が黒ネコの顔を覗のぞき込む。


「送還に成功した場合、吾輩はこのまま帰るのか？　魔ま界かいに戻ってもこの姿のままなのであろうか？」


「わかんないよ、そんなの！」


　僕の制服にしがみついたまま反はん攻こうする雪伽。こんな至近距きよ離りで悪魔と会話する事などそうそう経験できない。普ふ通つうの女子なら怖こわがって当然なのだ。


「誰だれのせいでこんな姿になったと思っておるのだ！　吾輩は自分が誰なのかもあやふやなのだぞ！　責任を取れ、小こ娘むすめ！」


「アナタのせいじゃないの！　アバドンの方！」


　結界をガリガリ引っ搔きながら抗こう議ぎする黒ネコ。彼だか彼女だか知らないが、その抗議はもっともだと言える。


「……ごめん」


　座ったまま、僕は黒ネコに頭を下げた。


「僕の未熟さが招いた事態だと思う。申し訳ない」


　腹立たしい事だが、失敗は認めなければ。


「違うよ！　にぃちゃんは悪くないよ！　私がドジったからいけないんだよ！」


「雪伽より、僕が召しよう喚かんしようとしていた天使の方が難易度が高かったんだ。その分リスクも大きくなるって、先生も言ってたし」


「でも、私のせいで……」


　最初にミスをしたのは、確かに雪伽だ。


　けど、僕はそれをフォローしなければならなかった。


　妹を支える立場なのだから、それを全まつとうすべきだったのだ。


「ふーむ」


　すると、結界の中の黒ネコが目を見開いた。


「愚おろかなる人間ども、吾輩は閃ひらめいたぞ！　といっても解決法ではなく、原因だがな！」


　黒ネコの物言いに、僕たちは耳を傾かたむける。


「そこのバラバラな双ふた子ごを見て思ったのだが、おそらく吾輩に関する全すべてが合体したのだろう。契けい約やく内容も、魔ま法ほう陣じんも、呪じゆ文もんも、吾輩を構成する物質も、全てだ」


　黒ネコは校長先生の持っているスケッチブックを前足で示す。


「そのスケッチブックに、二つの文章が同時に印刷されたようなものだ。そこに文字は書かれているが、重なって読めないというわけだ」


　黒ネコの言葉に、教師たちが納なつ得とくする。僕もおぼろげながら理解した。


「つまり君は、普通の悪あく魔まですらないって事？」


「いかにも。吾わが輩はいは悪魔と天使が融合する事により、存在を超ちよう越えつした悪魔。愚かなる人間どもが七〇年前から使っている召喚の枠わくには収まらないということだな、フハハハハ！」


　なにがおかしいのか、邪じや悪あくな笑い方をする黒ネコ。


「では普通の悪魔や天使の対処法では無理という事ですか……」


　教師たちは互たがいに顔を見合わせる。


　原因が分かったので、次の段階の話になったわけだ。


「で、この黒ネコをどうしましょうか？」


　送還する事もできないのであれば、残った手段は少ない。


「……殺すの？」


　怯おびえた目で尋たずねる雪伽。


　悪魔を殺すための勉強をしている僕たちだが、自分で召喚しておいて用もなく殺すというのは、優しい雪伽なら耐たえられないだろう。


「フフン、それはやめておけ」


　対する黒ネコも度胸が据すわっていた。


「吾輩を殺した後どうなるかは、吾輩でも分からぬ。最悪、召喚者の魔ま力りよくを全て持っていくかもしれぬぞ。そうなれば、待っているのは死だ！」


「そんなぁ……」


　肩かたを落とす雪伽。


「花村くんはどう思います？」


　担任の先生に訊きかれて、僕は咄とつ嗟さに言葉に詰つまる。


　殺すという選せん択たく肢しは、僕の中にもあった。


　そもそも目の前にいるのは、悪魔だ。人類の味方をしてくれる天使ではない、正しよう真しん正しよう銘めいの悪魔。天使カシエルと融合しているとはいえ、その精神は悪魔アバドンのもの。


　本来ならば倒たおすべき人類の敵。


　殺す事にためらいは、ない。


　だが黒ネコが言っていたリスクは気になる。もしも僕たちが一いつ緒しよに死ぬ事があれば、単純に困る。


　何より雪伽が死ぬのは絶対に避さけたい。


　そうなると、導き出される答えは一つしかないじゃないか。


「もう少し、この悪魔について調べたいです。送還方法が分かれば帰しますし、殺しても問題がなければ殺します」


「うん」


　担任も同意見だったのか、強く頷うなずいてくれた。


　よかった。僕たちが見殺しにされる事はなさそうだ。


「花村くんは冷静に考える力を持っていますね」


「……そんな事ありません」


　僕は首を横に振ふる。


　謙けん遜そんではなく、事実だから。


　ただ雪伽を死なせない方法しか考えていないだけなんだ。発想の豊かさや、いざという時の冷静さは雪伽の方が上だ。


　そんな雪伽に、僕はいつも助けられている。


「では吾輩の処しよ遇ぐうは『保留』という事だな？」


　黒ネコが結界から出てきた。特に誰だれも結界を解いた形けい跡せきがないのに、スルリと抜ぬけてきたのだ。


　僕があんぐりと口を開けていたのを見られたようだ。黒ネコはニヤリと笑い、


「この程度の結界、シャボン玉のようなものだ。吾輩を誰だと思っている？」


「誰なの？」


「吾輩は──」


　アバドンでもカシエルでもない、まったく別の存在。


　しばらく考えてから、こう答える。


「吾輩は悪魔だ！」


　どうやら本人も思いつかなかったらしい。





　　　　＊





「はぁー……疲つかれたー……」


　帰宅するなり、雪伽はソファに転がった。カバンも放ほうり出して、白い足を投げ出している。なるべくそちらを見ないように、僕もテーブルに自分のカバンを置いた。


　あの後、僕たちは帰宅させられた。


　今日の日程は召喚試験だけだ。その試験であんな事故が起きたため、先生方も判断に困っている。そんな状じよう況きようで僕らにできる事などなく、下校許可が下りたというわけだ。


「まぁそう落ち込むな。吾輩は別に貴様らを取って食おうとは考えておらぬ」


　僕たちが召喚した手前、黒ネコは自宅に連れ帰る事になった。先生の許可が下りなくても、黒ネコは無む理り矢や理りついてきただろうけど。


「……っ！」


　雪伽はその黒ネコをキッと睨にらむ。


　かと思うと、


「うわ～ん、にぃちゃん怖いよ～」


　僕に抱だきついてきた。震ふるえながら黒ネコを指さしているが、僕に退治して欲しいのだろうか。まるで部屋の中に虫が入ってきた時のような反応だ。


「何もせぬと言っておるのに」


　僕だって平常心ではない。不満がないと言えばウソになる。


　けど、雪伽の方が心配でそれどころではない。


「とりあえず、テストおつかれ。雪伽、少し落ち着きなよ」


「にぃちゃんは少し慌あわてなよ。悪魔が家に入り込んでるんだよ？」


　ソファに座り直し、また黒ネコを見る雪伽。


「でも、黒ネコさんの言う通り、危害を加えるつもりならもうやってるだろうし」


「その通りだ雪伽よ。さらに付け加えるならば、貴様ら召喚者に何かあれば吾輩にも影えい響きようが及およぶ可能性があるのだ。うかつな真ま似ねはできぬ」


　僕と黒ネコの説得のせいか、雪伽はむくれたまま何も言わなくなった。怒おこるのはいいけど、恐きよう怖ふ心しんが和やわらげばありがたい。


「ほほう、なかなか良い眺ながめではないか！」


　窓から外を見ている黒ネコ。


「貴様ら、いつからここに住んでいるのだ？」


「小学校に入学した時からかな？」


　僕らが住んでいるマンションから学校まで、バスで一〇分ほどの距離だ。


　国立七星ナナセ降こう霊れい学園は、千葉県習なら志し野の市にある広大な敷しき地ちに立っている。もとは自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちだったが、二〇〇〇年になって陸上自衛隊の縮小に伴ともない設立された学校だ。要は外国の人間と争うより、国内に出しゆつ没ぼつする悪魔をなんとかして欲しいのだろう。


　また、広大な土地は召喚に適している。高層ビル並みの大きさを持つ天使や、危険なウィルスを撒まき散らす悪魔などを捕ほ獲かく、研究しているため、広さはあった方が良いらしい。


　大きな学校なので、付近には学生用のマンションも多い。学生寮りようがないのは、過去にイタズラで悪あく魔ま召しよう喚かんをした生徒が、夜中に寮を全ぜん壊かいさせたからだそうな。


　ちなみに僕たちの家は３ＬＤＫで、家賃は月八万円。僕ら二人で暮らすには充じゆう分ぶんすぎる空間だった。


「ふむ」


　黒ネコは窓から降りると、今度は台所へ歩いて行く。


「……あの子のせいで忘れかけてたけど」


　何かを思い出し、そして困った顔をする雪伽。


「私たちのテストって、どうなったんだろ」


「召喚失敗プラス悪魔のおまけ付きだからねぇ……」


　試験の結果と、本人の希望によって二年以降のクラスが決定する。アルファベットが若いほど優ゆう秀しゆうというわけではなく、兵科別に分けられているのだ。


「私、クラスＡいけるかなぁ」


　雪伽が希望していたクラスＡは、純じゆん粋すいな戦せん闘とうクラス。将来、降霊士の中でも悪魔退治を専門とする退たい魔ま士になりたい者が集まるクラスだ。


　臆おく病びような雪伽だが、戦闘スキルはとても好成績だ。動体視力と武器の扱あつかいがとても良いと先生に褒ほめられていたっけ。


　ちなみに僕は支し援えん職のクラスＢを希望していた。降霊士に関する法律や、降霊備品の管理、それらの運用を学ぶクラスである。雪伽が前に出て戦うなら、僕はその手助けをしたいとずっと思っていた。


「あのバグは偶ぐう発はつ的なものだって先生も言ってたし……仕方ないよ」


　召しよう喚かん失敗による副作用ではなく、あくまで事故だと教師が念押ししてくれたのが印象に残っている。今さら蒸むし返したくはないけど、僕の召喚だって確かに成功していた。学校側もそれを理解してくれると信じているのだが。


「月げつ斗との言うとおりだ。悩なやんでも仕方あるまい」


　コト、という音がした。


　何かと思えば、テーブルの上にコップが置かれてあった。いつも雪伽が使っているマグカップで、中には牛乳が入っていた。


「……なにこれ？　にぃちゃんが入れたの？」


「吾輩だ」


　コップの側そばに、黒ネコが座っていた。


「交感神経に作用するカルシウムが摂せつ取しゆできるぞ。落ち着くと良い」


「むー……」


　まだ恨うらめしい目で黒ネコを見る雪伽。


「まだ疑っているのか。吾わが輩はいはこれでも契けい約やくは果たすのだぞ？　悪あく魔まは天使以上に契約にうるさいのだからな」


「契約？」


　そう言えば、降こう霊れい術じゆつには契約というものがあった。


　簡単に説明するなら、天使の用よう途とだ。ただ漫まん然ぜんと召喚する事はできない。敵を倒したり、誰だれかを助けたりといった明確な目的がないと天使は動かない。


「先ほど雪伽はカシエルを召喚する際に、こう契約したろう？　『その力で召喚者を助けるように』、と」


　カシエルは家を象しよう徴ちようする天使だ。主に生活全ぜん般ぱんを司つかさどる天使で、その力は暮らしの安全を確保する事。召しよう喚かん呪じゆ文もんにも「生活を助ける我らが友」とある。


　つまり──





「吾輩が貴様らの生活を面めん倒どう見てやる！」





　言っている事は理解できたけど、


「納なつ得とくいかないっ！」


　雪伽の反論に、僕も頷く。


「面倒なんて見なくていいって！　僕たち、悪魔に助けられるほど困ってないから！」


「仕方なかろう！　そういう契約なのだから！」


「契約でもなんでも、悪魔が生活の面倒なんてできるわけないじゃないか！」


　ありったけの感情を込めて僕が叫さけぶ。


　ただ側にいるだけなら、まだマシだと思っていた。


　だけど生活の世話なんて必要ない。


「なんだと貴様！　吾輩の腕うでを信用していないのか!?」


「そうじゃないよ！」


「よかろう！　ならば吾輩の力、とくと味わわせてやる！」


　と、黒ネコは話も聞かずにテーブルから降りて台所へ走っていく。


「あっ、ちょっと！」


　僕が立ち上がる前に、もう冷蔵庫を開ける音がする。


「良い冷蔵庫だな！　ふむふむ、ハムとネギがあるな！　ならばこれに吾輩が魔ま界かいから持ってきた食材を加えて──」


「だから勝手に決めないでっ！　ていうか魔界の食材って何だよ！」


　台所まで荒あらされてなるものかと、僕も台所へ行くと──


　黒ネコがいない。


「あれっ？」


　黒ネコを捜さがそうと、下を見る。


　そこにあるのは、小さな足。


　足から視線を上げると──





　知らない女の子がいた。





「誰だれッ!?」


「なに、どしたのにぃちゃん──誰ッ!?」


　驚おどろいて様子を見に来た雪伽も、僕と同じように固まっている。


　だって、僕たちはこんな女の子知らない。


　全身黒ずくめの、ゴスロリ、って言うの？　そんな服を着た一〇代前半の女の子がネギを切っているのだ。


「貴様ら、本当に双ふた子ごなのだな。驚く時の顔と姿勢がまるっきり同じだ」


　その声でようやく分かった。あの黒ネコだ。


「何を驚いておるか。吾輩は悪魔なのだぞ？　悪魔が化けるのは当然であろうが」


「そ、そうだね……そうだよね」


　悪魔は姿を変える。これは常識だ。


　退魔士だって、召喚した天使を武器に変化させるのがオーソドックスな戦法だ。古来から悪魔は人の姿になって甘言を囁ささやく者と相場が決まっているし。


　けど、この姿は人間の少女と変わらない。


　悪魔らしい雰ふん囲い気きもあるんだけれど、僕が知っている悪魔とは違ちがう。


「どうもカシエルの属性が混ざっているようだな。おかげでこんな弱々しい娘むすめの姿にしか化けられぬ」


　天使と悪魔が混ざると、ゴスロリ少女になるのか。


　納得はした──けど。


「いいってば、まだきちんと契約したかも分からないし、僕が作るよ」


　悪魔にやらせるのはともかく、まだ中学生くらいにしか見えない女の子に料理をさせるのも別の意味で気が引ける。無理に働かせているように見えるのだ。


「構わぬ！　吾輩がやる！　むしろ吾輩にやらせろ！」


　ところが黒ネコは包丁をひったくるようにして顔を背そむける。


「な、なんでそこまで!?」


「自分でもよく分からないが、家事がしたくて仕方がない！　吾輩の身体からだの半分は家事を司る天使カシエルなのだからな！」


　頼たのみながらも、黒ネコはハムを切り始める。この様子だと、何を言っても引いてくれそうにない。


「……いいよ、にぃちゃん。作らせてみようよ」


　意外な雪伽の発言。


「私たちだって今日テストだったんだし、この悪魔にもテストさせようよ」


「えー……でも」


「それでおいしいごはんが作れたら合格ってのは、どうかな？」


　反論しようとして、雪伽の意図に気づく。


　この黒ネコがしばらく送そう還かんできないのは覆くつがえしようのない事実だ。だったら少しでも黒ネコの事を知り、ひいては友好的な関係を築くのが正しいやり方。


　雪伽は雪伽なりに、恐怖以外の感情も克こく服ふくしようとしているのだ。


「それにさ」


　雪伽は僕に微笑ほほえむ。


「にぃちゃん、いつもごはん作ってくれてるでしょ。たまには休みなよ」


「雪伽……」


「あ、でもね、にぃちゃんのごはんが一番だからね！　こんな黒ネコに負けるはずがないんだからね！」


　料理人を一番喜ばせるものは、お客さんの笑え顔がおだという。僕は今、とても幸せな気分だ。できれば今すぐに雪伽の大好きなコロッケを作ってやりたいが、今日はダメだ。


「フハハハハハハ！　それは吾輩に対する試験というわけだな！　良かろう雪伽、貴様を満足させる夕ゆう餉げを喰らわせてやるわ！　魔界のチャーハンをとくと味わうが良い！」


　火がついたのか、黒ネコも腕まくりをしてネギを刻み始める。


「おっと、ここには調味料が少ないな」


　それと同時に、黒ネコの正面に黒いもやのようなものが出現する。彼女はその中に手を入れ、何かをまさぐっている。


「おっ、あった。魔界の狂きよう乱らんゴキブリの羽をすり潰つぶしたものと、血みどろイカの目玉の塩しお漬づけに──」


「待って、なにその材料!?　やめてよ！」


　黒いもやから引っ張り出そうとする黒ネコの手を、反射的に摑つかんでしまった。


　彼女の手からビクビクとした感かん触しよくが伝わってくる。


「フン、素人しろうとはこれだから困る。人間界には存在しない食材だからといって、人間にとって益となるか害となるかくらい把は握あくしているわ」


「だからって、ヘンなもの使わないでよ！」


「ええい、やかましい！」


　包丁を持った手で暴れられ、思わず僕は身を引いてしまう。


「出されたものは黙だまって食べろ！　それが礼れい儀ぎだろう！」


　そう言われたら、僕だって引き下がるほかない。


「にぃちゃん……私、早まったかな？」


「……早まったね、完全に」


　今日は試験が終わったご褒ほう美びに、二人で外食する予定だったのに。


　まさか悪魔の手料理を食べるハメになるなんて。








　午後九時を回ろうとしているが、僕も雪伽も部屋に戻もどらずダラダラとリビングでテレビを見ていた。雪伽はテーブルに頭を載のせて呻うめいている。


「見た目はともかく、美味おいしかったね……黒いチャーハン」


　生まれて初めて、漆しつ黒こくのチャーハンを食べた。


　時折、米の中から呻き声のような音が聞こえる気がしたが、我が慢まんして食べた。


　すると一口食べた瞬しゆん間かん、僕と雪伽の表情が激変したのだ。


　金を取れるどころのレベルではない。今まで僕が食べてきたどのチャーハンよりも美味で、しかもそれをサッと作ってしまう手て際ぎわの良さ。まさに悪魔的な所業であった。正直、悔くやしさよりも嬉うれしさが勝まさる味だ。


　その黒ネコはというと、お風ふ呂ろの掃そう除じが終わり、今は部屋の掃除をしてくれている。こんな時間に掃そう除じ機きを使うのは良くないと止めたのだけれど、なんでも悪魔の力で掃除機いらずなのだそうな。どんな技わざなのか見てみたかったが、満腹で動けなかった。


「でも、これで認めざるを得ないかなー……」


　提案をした手前、悔しそうに受け入れる雪伽。


「もともと選せん択たく肢しなんてなかったし。ていうか、私たちこれからどうしよう。もう降こう霊れい士になれないのかな？」


　彼女の気持ちは分かる。あの黒ネコを呼んだ事で、試験以外にも不都合が生じているのだ。召しよう喚かんには魔ま力りよくを使う。魔力とは体内に蓄ちく積せきされている力の源で、言ってみれば呼び出した天使をつなぎ止めるロープだ。


　現在、僕たちは黒ネコのために魔力のほとんどを使っている。そのため、他ほかの天使を召喚するための魔力がないのだ。


　つまり黒ネコを無事に送還しないかぎり、二度と召喚ができない。


　様々な天使を使いこなす事が求められる降霊士において、それは致ち命めい的てきだ。


「にぃちゃん、さっきから冷静だね」


　雪伽は鼻を鳴らす。


「そんな事ないよ」


「ウソだっ」


　険しい目で、雪伽が僕を指さす。





「本当はにぃちゃんの方がイヤなんでしょ、悪あく魔ま」





　反論しようとして、やめる。


　だけど、自分でもよく分からない感情なんだ。


　アバドンは天使ではない。


　僕が殺したいほど憎にくんでいる、悪魔だ。


　姿形は似ていても、天使と悪魔の間には埋うめようがない溝みぞがある。


「お父さんやお母さんの仇かたきを討うちたいって気持ちは、にぃちゃんの方が強いもんね」


「……やっぱり、雪伽には隠かくせないね」


「にぃちゃんの事なら、なんでも分かるんだから」


　両親は、降霊士の中でも悪魔退治を専門とする職業、「退たい魔ま士」だった。


　しかも退魔士の中でもエリート集団である「ＸＸｉｓｔエクソシスト部隊」の一員だった。一〇年前の「第七聖戦セブンス・クルセード」で命を落とすまで、両親は様々な天使を操あやつって数々の悪魔を倒たおした英えい雄ゆうだと言われていた。僕が召喚しようとしていた権天使アブティエルも、その時に何度か召喚した天使だ。


　僕も雪伽も、テレビで両親の活かつ躍やくは観みた。


　あの当時から、両親は憧あこがれのヒーローだった。


　だけど、その両親が死んでから、ぷっつりと話題は消えた。メディアだけでなく、退魔省の人たちも腫はれ物に触さわるような扱あつかいになった。


　どんなに活躍しても、死ねばそこで終わり。お払はらい箱ばこという事か。


　そんな不ふ遇ぐうの両親の仇を討つために、僕たちは退魔士を目指した。


　時々、悪魔に対するどす黒い感情を抑おさえられなくなる。


　そんな時、雪伽が側そばにいてくれるだけで癒いやされる。


　明るくて元気な妹だ。僕は雪伽にいつも助けられている。


　そんな雪伽も悪魔を倒したいと願っている。僕はその手助けがしたい。だけど、彼女に危険な目に遭あって欲しくないという矛む盾じゆんした欲よつ求きゆうもある。


「けどさ、悲観する事ないかも」


　ポジティブな要因がないわけではないのだ。


「材料はともかく、チャーハンすごく美味しかったでしょ。あれはカシエルが持ってた『生活を助ける力』だよね。だとすると悪魔よりも天使の力が勝る事だってあるんだ」


「……そうかも」


　混ざってしまった事でどのくらい力が変化しているのかは不明だ。しかし綺き麗れいに融ゆう合ごうしたならば、邪じや悪あくな悪魔から改心する可能性だってある。


　わずかな希望に胸を膨ふくらませていると、


「おい貴様ら！　とっとと風呂に入ってしまえ！」


　僕の部屋から邪悪な笑い声と共に、ぞうきんで武装した少女が出てきた。あの黒ネコだ。


「あ、ありがとう」


　僕の口から、素す直なおにお礼が出る。


　憎い悪魔でも、良い事をされれば礼を言う。これは両親の教育の賜たまものかもしれない。


「フフン。何度も言うが、吾わが輩はいの半分は大天使カシエルだからな。生活の面めん倒どうなら何でも見てやるぞ！　炊すい事じに洗せん濯たく、掃除から買い出し──望めば夜よ伽とぎもしてやろう」


「よ、夜伽はいらないよっ！」


「ほう？　健全な男子高校生のくせに拒こばむのか？　吾輩にかかれば、聖人ですら堕だ落らくさせる快楽を見せてやれると言うのに」


　女の子の姿のまま、細い指が僕の顎あごを撫なでる。上うわ目め遣づかいに僕を見る少女は、怖こわいくらいに色っぽい目つきをしていた。


「う……！」


　背筋に冷たい感覚が走る。それは黒ネコの指が気持ち良かったのもあるが……もう一つ、僕の後ろに立っている雪伽の怒ど気きが届いているのだ。


「にぃちゃんにはそんなモノいらないのっ！　離はなれてよ！」


　女の子の襟えりを摑んで引き剝はがし、


「まったく、やっぱり悪魔は油断ならないよ！」


　ドスドスと音を立てて歩き、掃除したばかりの浴室のドアを開ける。今日は疲つかれたので、僕もさっさと風呂に入りたかった。


「じゃあ、私先に入るねー」


　手を振ふって風呂場に入る雪伽。


「よし、では吾輩は月斗の部屋の続きだな」


　彼女がいなくなって会話が途と切ぎれると、物音がよく聞こえる。掃除をしているはずの僕の部屋でギコギコとかグチョグチョだの奇き妙みような擬ぎ音おんが聞こえるのは気のせいだろうか。そんな事を考えていると、


「きゃあああああああああっ！」


　雪伽の悲鳴。


「どうしたの雪伽!?　お風呂で──」


　そちらへ行こうとするが、逆に雪伽が出てきた。あまりに慌あわてていたのだろう、バスタオルが僕の顔面に飛んできた。それを取ろうとする前に、柔やわらかい感触が僕をぎゅっと抱だきしめる。


「にぃちゃああああん！　怖いよぉぉぉぉ！」


「な、何!?　何があったの!?」


　バスタオルをどけると、一糸纏まとわぬ姿で雪伽が泣いていた。


　ただし全身が真っ赤な液体で汚よごされているではないか。それはまるで血のように赤く、ドロリとした粘ねん性せいを帯びている。瑞みず々みずしい雪伽の肌はだがべっとりと汚されており、返り血のようだ。


「おっ、吾輩が設置したシャワーを使ったのだな」
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　僕の部屋からひょっこりと黒ネコが顔を出す。


　嫌いやな予感がして、僕は浴室に飛び込んだ。


「うわあっ！」


　完かん璧ぺきだった。


　完璧に間ま違ちがった掃除だった。


「フハハハハハ！　あまりの嬉しさに声も出ないか！」


　なんというか、全体的に黒い風呂になっていた。


「せっかくなので吾輩が風呂の模様替がえしておいた！　まず浴よく槽そうはゴーレムの口を使い、中には処女の生血に限りなく近い血けつ栓せん線せん虫ちゆうのエキスを満たした！　さらにシャワーノズルは黒くろ虎とらの顔面に変え、シャンプーは魔ま界かいが嫉しつ妬とするというキバミミズの粘ねん液えきを──」


　自信満々に語る黒ネコ。


「……元に戻もどして」


　僕はきっぱりと告げる。


「気に入らぬと言うのか？　魔界では流りゆう行こうの色を取り入れたのだぞ？」


「人間の好みには合わないの！」


「入浴中に、いつでも黒ミサができるのだぞ!?」


「しないよ黒ミサなんて！」


　そこでふと気づく。


「まさか僕の部屋も!?」


「絶賛改造中だが……まさか戻せと言うのか!?」


「言うよ！　魔界のインテリアはいらないからね！」


「むぅ……だとすると、困ったな」


　黒ネコは深刻な表情で悩なやむ。


「吾輩、月斗の部屋で寝ねるつもりだったのだが、これでは闇やみが少なくて寝られぬ」


「ていうか、なんでにぃちゃんの部屋で寝るのよ！」


「それはもちろん、夜伽を──」


「いらないって言ってるじゃない！」


　僕の意見を無視して熱弁する雪伽。真っ赤に塗ぬれたバスタオルを巻いている。


「では雪伽の部屋を改造するとしよう。女子の部屋であるから、ここはファンシーにハメツクロヒョウの毛皮をカーペットにして──」


「改造しないでってば！　クロヒョウのカーペットはファンシーじゃないし！」


「ならば吾輩のスペースはどこに作れと言うのだ！」


「勝手に住み着こうとしてるんだから、そのくらい──」


　怒おこっていた雪伽が、ふと何かを思い出したように止まる。


「ねぇ悪魔さん。あなた寝る時、その格好？　ネコの姿じゃないの？」


「吾輩、一人で寝る時はいつも獣けものの姿だぞ」


「だったら、いいこと思いついたよ！」


　さっきまでと打って変わって明るくなった雪伽、物置用の部屋に駆かけ込み、すぐに何かを持って戻ってきた。鼻を啜すすってるけど、早く着き替がえればいいのに。


「これなんかどうかな!?」


　その手にはダンボール箱。


　カグラ農園と書かれた箱の中に、大量のタオルが敷しき詰つめられている。去年、親しん戚せきのおばさんから桃ももを送ってもらった時の箱だ。中に使わないタオルを入れていたんだっけ。


「ふむ」


　今度は少女の姿が消えたと思うと、黒ネコの姿に戻っている。文句を言うわけでもなく、小さな身体からだで雪伽の箱に飛び込んだ。


「おおっ！　こ、これは！」


「やっぱり布ふ団とんじゃなきゃダメ？」


「この寝ね床どこ、見た目とは裏腹にかなりフワフワで気持ちが良いぞ！　このダンボールの厚み！　箱の大きさ！　穴を塞ふさげば遮しや光こうもできる！　絶品だ！」


　人間サイズならともかく、ネコが寝る場所としては良いのだろうか。ネコの寝床など作った事がないから、基準が分からない。


「感謝するぞ雪伽よ！」


「うん！」


　黒ネコも雪伽も嬉うれしそうに笑っている。もう打ち解けたのだろうか。いつも尊大な黒ネコはともかく、雪伽はすでに黒ネコと対等に会話をしている。そもそも雪伽がこうやってケンカ腰ごしで会話をする相手は、僕以外ではほとんどいない。


　むしろ僕だけが蚊帳かやの外に置かれた気分だ。


「フハハハハ！　これでこの家を支配する準備は整った！」


　短い時間だけど、僕にも分かり始めた。


　少なくともこの黒ネコは、口調ほど悪い悪あく魔まではない。


　天使が混じっているせいか。


　それとも──僕たちが、そういう家系だからか。





　　　　＊





　六日が過ぎた。


　召しよう喚かん試験は春休み中に行われ、新学期までに採点が行われる。つまり今日は採点が終わり、新しい年度が始まる最初の日。


　あの事故がどう扱あつかわれたのか知る日だ。


　春休み中は平和だった。雪伽は最初のうちは文句を言っていたが、彼女なりに距きよ離りを測っていたのだろう。美味おいしい食事に綺麗な部屋を与あたえられると、次し第だいに文句は減っていった。ただ、それでも試験の結果が気になって、時々僕に不満をこぼしてくる。


　だけど、それも今日で終わりだ。


　いつものようにバスに乗って校門前で降りる。


　無む駄だに広大な正門から見える校舎には、新しい学校生活に期待と不安が入り交じった顔の生徒たちが歩いていく。新入生も新二年生も、それは同じ。


「ほう、これはたいしたものだ」


　僕の頭の上で、カグラが呟つぶやいた。


　あ、カグラっていうのは黒ネコの事だ。カグラ農園のダンボールで寝ね泊とまりしているから、カグラ。本人も気に入っている様子だ。


「大きい学校だよね」


　僕が相あい槌づちを打つと、


「そうではない。この学校に張り巡めぐらされた結界だ。低級悪魔なら近づいただけで蒸発するぞ」


　学校には対悪魔用の仕し掛かけが数多く設置されている。人間は普ふ段だん気にしないが、悪魔にとっては敏びん感かんにならざるを得ない。カグラが結界を通っても平気なのは、やはり普ふ通つうの悪魔と違ちがうからか。それとも結界など意に介かいさないほど強力な悪魔だからか。


「にぃちゃん。ほらあそこ」


　雪伽が指さす先に、人が集まっている。


　昇しよう降こう口ぐち前の掲けい示じ板ばん前にクラス分けのプリントを配っている先生がいるようだ。掲示板にも貼はられているようだが、混雑を回かい避ひするためだろう。


「ちょっともらってくるね」


　カグラを雪伽に預け、僕はそちらへ走ろうとするのだが、


「おう花村。オマエなんか大変だな」


　一年の時のクラスメイトに呼び止められた。


「え？」


「プリントもらってない？　なら俺のやるよ」


「あ、ありがと」


　ラッキーだった。僕がクラスメイトに礼を言う間に、雪伽たちも近寄ってくる。今の短い会話を聞いていたようだ。


「大変って何の事だろ……？」


　クラス分けのプリントに目を通す。僕たちの名字は「花村」なので、出席番号の真ん中より少し後ろを注視するクセがある。


　ところが、今回に限っては意識する必要がなかった。


　用紙の端はしっこに、ぽつんと数名の名前が書かれてある。


　そこに、僕たち兄妹きようだいの名前があった。


　二年生の基本クラスは、ＡからＥまでの五つ。


　ところが僕たちのクラスは、六つ目にあった。





「クラスＸ？」





　そんなクラス知らない。少なくとも去年まではなかった。


　雪伽を見ると、口を開けて首を傾かしげている。僕も今、同じ顔とポーズを取っている。


　ちょうどその時、プリントを配っている先生と目が合った。あちらも僕たちの視線に気づいたようで、こちらに走ってくる。


「おう花村兄妹。おはよう」


　四〇代くらいの男の先生だ。降こう霊れい術じゆつの中でも、魔ま法ほう陣じんの描かき方を教えてくれる。元は美術の教師だったそうだが、その手しゆ腕わんを買われたらしい。


「先生、このクラスＸって何ですか？」


　雪伽がズバリ訊きくと、先生も簡単に答えてくれる。


「ぶっちゃけ、お前たちのクラスが決められなかったんだ」


「え？」


「今年の二年生は、そういうのが多くてな。どこに配属すればいいのか分からない、言ってしまえば『その他』の生徒向けのクラスってわけだ」


「その他……」


　それってつまり、はぐれ者という事ではないのか。


　僕たちは、どこにも当てはまらないというのか。


「ああ、待て待てそんな顔するな二人とも！」


　慌あわてて取り繕つくろう先生。


「これはあくまで適性だから！　別に成績が悪いとか、素行が悪いとかじゃないんだ！　もしも出来が悪ければ、そもそも進級なんてできないんだから！　お前たちが召喚したその黒ネコも、魔ま力りよくのポテンシャルは非常に高くてだな！　そこは評価すべきなんだ！」


　こういう時、どういう感情を見せればいいのだろう。


　戦せん闘とう職のクラスＡでも、支し援えん職のクラスＢでもない。


　その他。


「つまり吾わが輩はいはどこにも属さない、特別な存在であるという事だな！　吾輩にふさわしいクラスではないかフハハハハハハハハ！」


「バカッ！　バカバカバカ！　カグラのせいでこうなったんだから！」


　半泣きになりながら雪伽がカグラの尻しつ尾ぽを摑つかんで振ふり回す。


「おい待て雪伽！　さんざん言ったが、召喚事故は貴様らのせいで──」


「カグラなんて大だい嫌きらいっ！」


「ニャアッ！」


　ハンマー投げのように回転を加えてカグラを放ほうり投げる。雪伽の手から離はなれたカグラは放物線を描えがいて遠くへ飛んでいった。


　しかしさすがネコ、綺麗に着地して尻尾を立てて威い嚇かくしている。


「おい月斗！　吾輩は校内を散歩してくる！　あとは適当にやるがよい！」


「う、うん……」


　そそくさと逃にげていくカグラ。


　この六日間で分かったのだが、雪伽がカグラを嫌きらいなように、カグラも雪伽のヒステリーが大嫌いなようだ。まぁ、これは僕も手に負えない。いくら悪魔だろうと、本気で怒った雪伽は誰だれにも止められないのだ。








　指定された教室は、二年生校舎の二階にごく当たり前のようにあった。階段を上ってクラスＡからＥ、そのクラスＥの隣となりにきちんと存在している。


　表札に書かれた「クラスＸ」の文字。


「けっこう普通だね」


　ぼーっと立っていた僕を追い越こして、雪伽が扉とびらを開いた。


　教室の内装は、他の学校と変わらないと思う。たまにネットなどで学校の評判を見るのだが、どうも教室内にヤギの首やらしゃれこうべなどが置かれているオカルト学校をイメージしている人がいるらしい。


　降霊術を学ぶ場所といっても、座学は教室で行う。だから机とイスとロッカーさえあればいいわけで、そこらへんは公立高校の規則で決められている。


　しかしクラスＸの教室は、他のクラスとは明らかに違う点があった。


　机が少ない。パッと見で数えられる。六つだ。


　ウチのクラス、六人しかいないのか。


「おー！　花村兄妹じゃん！」


　教室に入ってまず最初に現れたのは、筋肉の塊かたまり。


　最初、教師かと思った。それくらい身体が大きかった。身長は一八〇を余よ裕ゆうで超こえるだろう。ただ高いだけでなく、全身に鎧よろいのような筋肉を纏まとっている。ボディビルダーか、さもなくばプロレスラーだ。


「あっ、ボブ！」


「ボブ!?」


　思わず雪伽に聞き返してしまった。


「うん。彼のアダ名だよ。私は一年の時、美術の授業で一いつ緒しよだったの」


「そうなんだ」


　美術は選せん択たく制の授業だ。僕は書道を選択していたから会う機会がなかった。


　雪伽の表情を見ればすぐ分かるが、悪い人ではないようだ。


「よろしくな、兄の方！　このクラス男子少ないみてーだから、仲良くしようぜ！」


「うん、よろしくね」


　ボブは光りそうな歯を見せながら握あく手しゆしてくる。一いつ瞬しゆん怖こわかったけど、慣れれば平気だ。ていうか筋肉がなければ爽さわやかな好青年に見える。


「でも、どうしてボブ？」


「それはなぁ、俺が小学生ん時に、誰かが『お前、ボブっぽいな』って言ったのが始まりでよぉ。なぜか知らないけど今まで定着しちまったんだよなー」


　本人もよく分かっていないようだ。うん、だけど僕はなんとなく分かる。米軍の特とく殊しゆ部隊にいてもおかしくなさそうだし。


「で、そっちはなんて名前だっけ？」


「月斗だよ。花村月斗」


「そっかそっか！　よろしくな月斗！」


　もう一度握手を求められる。名前で呼ばれるのは慣れている。そうでないと区別が付かなくなるからだ。


　少ない人数のクラスだけれど、なんだ、いい人もいるじゃないか。


　これなら楽しい学校生活が送れそうだ。


　……でも、待てよ。


　見た感じ、ボブは変わった所はない。


　なら、どうして「その他」のクラスＸにいるのだろう。


　それと、他のクラスメイトはどこだろう。


「ねぇボブ、君ひとり？」


「ん、いや。そこにホラ──」


　ボブの指の先を見ると、イスが動いていた。


　女子がカバンを持っている。


　折れそうなほど華きや奢しやな身体からだだ。短くフワフワとカールした髪かみ型がたとは対照的に、目つきは鋭するどい。もしかして怒おこっているのか。雪伽のように怒ど鳴なり散らすのではなく、ピンと張りつめた冷気のようなものを纏っていた。


「…………はぁ」


[image: ]


　彼女は僕たちを見て、聞こえよがしに大きなため息をついた。


　そしてカバンを持ったまま教室を出ようとする。


「おい、どこ行くんだ？」


　ボブが呼び止めると、


「……帰る」


「はぁ？」


　具合でも悪いのだろうか。だったら雪伽に頼たのんで保健室へ連れていってもらおう。そう思っていたのだけれど、


「……うるさいの嫌いなの。バカみたい」


　吐はき捨てるように呟つぶやく彼女。


　誰の目も見ずに、最初から会話を拒きよ絶ぜつしている態度だ。


「えっ、うるさかった？　ごめんね？」


　雪伽が申し訳なさそうに謝る。おそらく皮肉で言われたのだろうが、雪伽は素す直なおに受け取ってしまったようだ。


　僕たちは反応もできずに、黙だまっている。彼女が望んだ通り、やかましい雰ふん囲い気きは完全になくなった。


「……じゃあね。もう学校も来ないから」


　彼女がドアノブに手をかける。


　なんだか、雰囲気が悪い──


　と思ったのも束つかの間、


「……？」


　教室の扉がガタガタと鳴るだけで、動かない。


　彼女が何度も力を込めて引っ張っているのに、開かない。僕たちが入った時も開きにくい扉だと思ったんだ。


「ふん……っ」


　全体重をかけて引っ張っても、扉が開かない。


「なんだなんだ、また開かなくなってるのか？」


　ボブが彼女を助けようと、扉の前に立つ。別に早退しようとする彼女を追い出したいわけではないが、ドアが開かないと僕たちも困る。


「……邪じや魔ま……しないでっ……！」


　彼女が恥はずかしそうに、だけど精せい一いつ杯ぱいの怒ど気きを込めてボブを睨にらみ付ける。


　彼女としては何も残さずに颯さつ爽そうと教室から出たかったのだろう。まるでコントみたいな状じよう況きように、笑いがこみ上げてくる。だけど笑ったらきっと彼女は怒る。


「そうは言っても、開けないと俺たちも出られないだろ」


「うるさい……筋肉ダルマ……！」


「へいへい、いいから手離はなせ。俺が開けてやっから」


　まるで子供をあしらうように、ボブが彼女の手を引きはがす。彼女は何も言わず、恥ずかしそうに立ち尽つくすだけだった。


　こういう事は、学園では日常茶さ飯はん事じだ。天使召しよう喚かんや戦闘実習などで頻ひん繁ぱんに校舎にダメージがいくため、窓やドアの建てつけが悪くなるのだ。


「ふんっ……！」


　丸太のような腕うでを膨ふくらませて、ボブがドアを開こうとする。しかしこのドアは頑がん固こなのか、それでもガタガタ鳴るだけで開かない。


　僕も手伝おうと立ち上がった、まさにその時だった。





「全員起立！」





　スパーンと扉が開き、猛もう獣じゆうでも凍こおり付きそうな声が教室に轟とどろいた。ドアを開け放った衝しよう撃げきが伝わり、廊ろう下か側の窓ガラスが全部割れた。さらに教室内の額がく縁ぶちが外れ、掃そう除じ用具のロッカーが倒たおれた。


　特にドアに触ふれていたボブと彼女は、ビックリして身動きが取れないほど。僕たちだって、考える間もなく直立不動の体勢を取っていた。


　大だい破は壊かいの後の静せい寂じやくに、革かわ靴ぐつの音を響ひびかせながら入ってきたのは、女性の教師。


　教師で、いいんだよね？　一応、出しゆつ席せき簿ぼを持ってるし。


　だけど、座学専門の教師のようにスーツ姿でもなく、かと言って降こう霊れい術じゆつの教師のようにローブ姿でもない。


　頭にはキャップ、上は黒のタンクトップ、下は迷めい彩さい服のズボン。


　これって──


「召喚コール！」


　凛りんとした声が響くと、また僕たちは身体をすくませる。同時に彼女の出席簿の裏面に描えがかれた魔ま法ほう陣じんから、Ｔ字形のブロックのような天使が出現した。


　略式召喚による、降霊術。僕たちならきちんとした術式を使って、最低でも一分はかかる。それをこの人は一言で済ませたのだ。


「扉を直せ！」


　無機質なブロック形の天使は命令通りに壊こわれたドアの蝶ちよう番つがいを直し始めた。家に取り憑つく類たぐいの天使を使し役えきしているようだ。


「では出席を取る！」


　今さらだけど、この人、ボブでも開けられなかったドアを軽々と開けたんだよね。


「出席番号一、大おお河内こうち銀ぎん河が！　……は、入院中か」


　呼んだ天使に見向きもせず、出欠確かく認にんをする先生。呼ばれた生徒の名前には聞き覚えがない。入院しているくらいなのだから、きっと身体の弱い生徒なのだろう。一年の時も会った事がない。


「出席番号二、瀬せ川がわ渚なぎさ……も別件か」


　どれだけ人がいないんだ、ウチのクラス。六人中二人がいないって。


「次、高たか遠とお柚ゆ子ず！」


「……はい」


　返事をしたのは、ドアから動けない彼女。


「声が小さい！　高遠柚子！」


「……はい」


「なんだその小さな声は！　タマ落としたか！　高遠柚子！」


「は、はい！」


　もはや半泣きになっている柚子。冷たい瞳ひとみもどこかへ消えてしまっている。


「よし、次！　花村雪伽！」


「はいっ！」


「花村月斗！」


「はい！」


　僕たちも反射的に大声で返事をしてしまう。怖こわいとか、そういう感情ではない。逆らう気が起きない態度なのだ。


「次！　山やま田だ健けん一いち！」


「ウッス！」


　やまだけんいち、って誰だれだ？　と思ったらボブだった。本名はそう言うんだ……。


　出欠確認が終わると、先生は出席簿を置いて両手を後ろで組む。


「私がお前たちの担任を務める、牧まき原はらこころだ！　お前たちのようなクズを矯きよう正せいするために、退魔省から派は遣けんされてきた！　階級は三等霊れい曹そうだ！　以後、お前たちには私の命令を聞いてもらうぞ！」


　三等霊曹って、つまり軍ぐん曹そうじゃないか。


　顔立ちや雰囲気から見て、まだ二〇代前半だろう。その若さで三さん曹そうって、かなりデキる人だ。両親が退魔士だから、そういう話はよく聞かされていたのだ。


「では授業を始める！　各員ジャージに着き替がえて校庭に集合！　一〇分以内だ！」


　それだけ言って、牧原先生は颯爽と教室を出て行ってしまった。カツカツと革靴──ではなく安あん全ぜん靴ぐつの音が遠ざかっていく。


「はっ」


　足音が完全に聞こえなくなると、柚子が我に返る。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　えっと、高遠さん」


「……なによ、今の」


　僕が駆かけ寄ると、柚子は震ふるえながら息を吐いていた。心底怯おびえているようだ。それは僕たちも同じなんだけど。


「オイ早く着替えようぜ！　あの分だと、遅ち刻こくしたらとんでもねーペナルティ喰らいそうだしよ！」


　ボブの意見に全員が頷うなずく。


「高遠さんはどうする？」


　雪伽が尋たずねると、


「……帰れる雰囲気じゃないわね」


　柚子はもう一度盛大なため息をついた。


　一〇分後、彼女はその選せん択たくを大いに後こう悔かいするのだが、この時の僕たちがそんな未来を知っているはずがなかった。


　ちなみに先生が強ごう引いんに開いたドアは、今度は閉まらなくなっていた。








　僕たちは校庭で牧原先生を取り囲む形になっていた。


「では、最初の授業を始める」


　牧原先生が手にしているタブレットＰＣを操作すると、画面が光り輝かがやいた。そして大きな魔法陣が映し出される。


　クラス分けの召喚試験では床ゆかに直接魔法陣を描いていたが、実際の悪あく魔まとの戦せん闘とうでは迅じん速そくな対応が求められる。科学と降霊術の発展に伴ともない、よりシステマティックに簡略化されていった。


　中でも革命的な技術は、コンピュータによる天使召喚の補助だ。


　本来ならば生いけ贄にえを用意したり、複数人で同時に呪じゆ文もんを発声しなければならなかったりと、天使召喚には複雑なプロセスが存在する。が、それらをコンピュータにやらせる事で、驚おどろくほど簡単に天使を召喚できるようになった。


　もちろん誰でも簡単に呼べるわけではない。


　いくらコンピュータの力を借りても最終的には人間の魔ま力りよくが必要になるし、コンピュータも許可された端たん末まつでしか呪文や魔法陣を扱あつかえない。一いつ般ぱんの端末では、それらはバグとしてＯＳがはじくようになっている。


　しかし違い法ほうコンピュータを使った召喚犯罪は絶えないのが現状。それを取り締しまるのも降霊士の仕事の一つだ。


「刻こく呪じゆ法第四条に基もとづき、牧原こころ三等霊曹の名において、格かく闘とう訓練用教材天使をここに呼び出す。召喚コール」


　淡たん々たんと呟つぶやいたのは、呪文と言うよりパスワードに近い。彼女の言葉はタブレットＰＣのマイクを通じて記録され、同時にハードディスク内のファイルにアクセスされる。数十人が数時間かけて唱える呪文の音声ファイルが起動され、自動的に魔法陣に伝わる。


　牧原先生のタブレットＰＣが輝くと、まるで魔ま法ほうの箱のように複数の物体が飛び出してきた。


　それらは白く輝き、様々な形状をしている。


　球形、棒状、三さん角かく錐すい、凸でこ凹ぼこ──


　まるで陶とう器きで作られたように滑なめらかな表面は、どんな現代兵器でも傷ひとつつかない。また、それぞれ最低でも五〇センチ以上の長さを持つのに、中身のないペットボトルよりも軽い。


　この奇き妙みような物体こそ、我ら人類の最後の砦とりで。


　別世界からやってきた「幻げん獣じゆう種しゆ」の中で、唯ゆい一いつ人間に味方してくれる種族。


　天使だ。


　それ自体は何の意志も持たないが、人間が力を望めば与あたえてくれる。その体内に多くの魔力を宿し、悪魔にそれを直接流し込む事ができるのだ。


「好きな武器を取れ」


　牧原先生に促うながされるが、僕たちは全員躊ちゆう躇ちよする。


「あの……何するんスか？」


　ボブが手を挙げる。


「見れば分かるだろう。戦闘訓練だ」


「いきなり!?」


　初日でやらされるなんて思わなかった。


　ていうか、トレーニングも無視して最初から実戦形式の訓練なんて。


「お前たちの成績なら通知表を見れば分かる。だが戦闘スキルは実際に触れないと分からない。お前たちがどれほど矮わい小しようなゴミ虫か、私もお前たち自身も知る必要がある」


「おーっ！　言ったなこの野や郎ろう！」


　簡単に挑ちよう発はつに乗り、ボブが天使を手に取る。それは丸太のように大きく太い、円えん柱ちゆう状の天使。柱のようにも見える。


　ボブがそれを持つと、天使の形状が変化した。ボブの手になじむように持ち手が出現し、その先せん端たんも鋭えい利りに尖とがってゆく。長ちよう剣けん──いや、力任せに敵を叩たたき斬きる両手剣クレイモアだ。


　そう、天使とはあくまでも武器。人間の道具の延長に過ぎない。


　昔は聖書などに描かれていた、翼つばさを持つ人間というイメージがあったが、あれは飛行モジュール型天使を召しよう喚かんした術者ではないかというのが、現代での解かい釈しやくだ。


「おっしゃあ！　魔力はセンセー持ちだから、気楽にやらせてもらうぜ！」


　ボブが大きく両手剣を振ふり上げる。


　やっぱりボブは大きくて筋肉質だから、ああいう大きな武器が似合うのかな。


　と、思ったんだけど、


「っとと」


　足あし下もとがフラついている。慣れていないのかな？


　でも、だったらどうして得意な武器を使わないんだろう。


「来い。一いち撃げきでも当てられたら、土下座して謝ってやる」


　対する牧原先生は、素す手で。


　いくら訓練用天使に殺傷能力がないといっても、丸まる腰ごしは危険だ。まともにぶつかれば、ケガくらいはするのだ。


「おらぁぁぁぁぁぁっ！」


　それが先生の余よ裕ゆうである事を知ってか知らずか、ボブが両手剣を持って突とつ撃げきする。


　巨きよ体たいが牧原先生にぶつかりそうになって──


「あっ!?」


　僕も雪伽も柚子も、上を向いた。


　ボブが飛んでいた。


　ネットなどで合気道の動画は見た事があったけど、ここまで綺麗に人が投げられる様子を見るのは初めてだった。


　放物線を描えがく級友を見送ると、僕はまた牧原先生を見る。


「女子だからといって手加減はしないぞ。面めん倒どうだから三人まとめて来い」


「……っ！」


　柚子が一歩下がる。


　見た目で判断するのも悪いけど、彼女はどう見ても戦闘向きではない。


　雪伽は強いけど、ボブのような体格は持ち合わせていない。


　だったら、僕が出るしかない。


　僕は校庭に転がってる三角形の天使を手にした。まるで数学教師が持つ三角定規のようだが、それは僕が手にするとさらに形を広げ、身体からだを覆おおう形になった。


「ほう、盾たてか」


　僕が一年の頃ころから使っていた天使。


　天使の盾は対悪魔用だが、拳けん銃じゆうの弾だん丸がんも弾はじくという。天使の防ぼう御ぎよが完かん璧ぺきならば理論上は核かくミサイルでも防げるらしい。機動隊も天使の盾を使っているくらいだ。


　人を傷つけるのには慣れないけれど、これなら。


「だが盾で私を攻こう撃げきできるのか？」


　嘲ちよう笑しようする牧原先生。


　そう、巨きよ大だいな盾を持っていては攻撃できない。


「わ、私もいますっ！」


　そこで雪伽が、十字形の天使を手に取った。


　天使の形状が変化し、十字の一部が長くなってゆく。やがてその先端に穴が生まれ、一丁の銃の形になった。


　雪伽の銃の腕うで前まえは、僕が保証する。彼女ならどんな敵でも撃うち抜ぬける。


「ふむ。兄が守り、妹が攻撃する形か。発想はアリだな。しかし──」


　牧原先生が首を傾かしげた。


「そのフォーメーションは動きにくくないか？」


　さっきから僕の腕うでに雪伽がしがみついている。片手で僕に抱だきつき、もう片方の手で銃を持っている形だ。雪伽の体温と恐きよう怖ふが間近で感じられる。


「雪伽、少し離はなれて」


「うー……にぃちゃんと一いつ緒しよが良かったよ」


　渋しぶ々しぶ僕から離れる雪伽。結局、盾を構える僕の真後ろで銃を構える事になった。


「兄妹きようだい仲がいいのは結構だが」


　牧原先生は地面に転がった球形天使を手にした。


「これにはどう対処する？」


　球形天使を振りかぶり、思い切り投とう擲てきしたではないか。


　僕たちではなく、離れて立っていた柚子に向かって。


「えっ!?」


　すぐに雪伽の銃が球形天使を向き、躊躇ためらわずに発射した。


　実際の銃よりも小さな破は裂れつ音。天使の魔力を具現化した銃弾が、魔力の爆ばく発はつを推すい進しん力にして飛ぶのだ。


　銃弾は球形天使に命中し、弾き飛ばす。


　やはり雪伽の銃の腕はたいしたものだ。


　そんな事を考えていた、一秒にも満たない時間。


「甘い！　敵を前にしてよそ見をする盾役がいるかっ！」


　その一いつ瞬しゆんで、牧原先生が僕に肉にく薄はくしていた。腕を摑つかまれたと思った時には、僕の視界が逆さまになっていた。


「にぃちゃん！」


　僕に続いて、雪伽も投げられた。


　二人揃そろって飛んでいき、同時に背中を打った。


「いっ……!?」


　声が出せないほど痛かった。


　けど、僕よりも雪伽だ。大だい丈じよう夫ぶかな。


「いたぁ……っ！」


　転がりながら呻うめいている雪伽。あの分だと、大きなケガはしていない。良かった。


　などと考えているうちに、


「いぎっ！」


　僕たちの隣となりに柚子が降ってきた。彼女も投げられたのだ。


　悶もん絶ぜつしている彼女の先には、余裕の体ていで立っている牧原先生。


「たいしたコンビプレイだな。仲間も守れず、私も攻撃できない」


「っ……！」


　一年の頃は、このスタイルで好成績を収めていたのに。


　本当の実戦ではまるで役に立たないと言うのか。


「全員立て。もう一度だ」


　牧原先生の冷れい酷こくな言葉は、午前の授業が終わるまで何十回も繰くり返された。
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「おーっ、みんな悪い！　間に合わなかった！」


　ビニール袋ぶくろを持って、傷だらけのボブが教室に入ってきた。


「もう購こう買ばいもほとんど売り切れでよぉ！　飲み物しか調達できなかった！　悪い！」


　ボブはペットボトルと余ったお金を机の上に並べる。


　お礼を言うべきなのだろう。


「…………！」


　だけど僕の口は動かない。


　机が少ないせいで無む駄だに広い教室に倒たおれたまま、口すら動かせないからだ。


　雪せつ伽かも柚ゆ子ずも同じ。三人で教室の床ゆかの冷たさを確かめている。指一本動かせないとはこのことで、まともに機能しているのは内臓だけだ。思考すらおぼつかない。


「おいお前ら、倒れてばっかじゃメシ食えねーぞ？　午後も授業あるんだぜ？」


　呆あきれた声のボブだが、あの実戦形式の訓練でまともに動ける方がどうかしている。その筋肉が伊だ達てではない証明だが、普ふ段だんは何をやっているのだろう。


「くっ……！」


　ムリをして身体を起こすと、身体中がギシギシと痛む。傷はないが、打ち身がひどい。そして疲ひ労ろうで意識が朦もう朧ろうとしてきた。


　これは食事を入れないとガス欠で死んでしまう。


「ほら雪伽。起きて」


「ん……」


　僕の手を摑み、雪伽が起き上がる。


　かと思ったら、僕の身体をぎゅっと抱だきしめた。


「ちょっ、やめて雪伽！　汗あせ臭くさいよ！」


「えへへ……にぃちゃんの身体あったかい。充じゆう電でんしようっと」


　僕を抱きしめてエネルギー的なものを補給しているらしい。雪伽の顔がどんどん元気になっていく。


「お前ら、兄妹で何やってんだ……」


　どうしてボブは呆れているんだろう。一いつ般ぱん的てきな兄妹のスキンシップなのに。


「そういえばにぃちゃん、私たちのお弁当は？」


　雪伽に訊きかれて、ようやく思い出す。


「……そう言えば、任せたままだった」


「誰だれにだよ？」


　ボブが尋たずねると、





「フハハハハハ！　話は全すべて聞かせてもらった！」





　教室の窓から、カグラが飛び込んできた。


　口には大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみ。


「貴様ら驚おどろけ！　吾わが輩はいが弁当を持ってきてやったぞ！」


「わーっ！　悪魔だっ！」


　ボブが驚き、すぐにカグラに向かって走り出す。


「てめぇ悪魔め！　なんで校内に！」


「黙だまれ！　吾輩が話をしているのだ！」


「オブッ！」


　持っていた包みを振ふり回し、ボブの顔面に叩たたき付ける。カグラは首を軽く振っただけなのに、包まれていた弁当箱のカドがボブの眉み間けんにクリーンヒットしていた。


「ってぇ！　この野や郎ろう！」


　ボブが素す手ででカグラを殴なぐろうとしているが、ムチャだ。


「待って待って！　ボブ！　カグラは違ちがうんだ！」


　痛む身体を動かし、なんとかボブのズボンの裾すそを摑む。


「この悪魔、僕と雪伽が召しよう喚かんしたんだ！　だけど敵じゃないから安心して！」


　悪魔を見た人間の反応は、大たい抵てい同じだ。嫌きらうか逃にげるか戦うか。


　これからカグラが送そう還かんされるまで、ずっとこういう視線と戦わなければならない。憂ゆう鬱うつの原因の一つである。


「それは違うぞ月げつ斗とよ。敵ではないと誰が言った？」


　そして僕のフォローを台無しにするカグラ。


「吾輩は人間どもを支配するのが夢だからな。手始めに貴様らから始めよう」


　口で器用に包みを解くと、弁当の重箱が現れた。正月のおせちに使うヤツだ。家の押し入れにしまっていたはずなのに。


「さぁ、とくと味わうがいい！」


　重箱の中には、これでもかというほどマズそうな料理が詰つまっていた。


「うわぁ……」


「相変わらず、ひどい見た目だね……」


　六日間で慣れた僕と雪伽ですら、この反応。


　おにぎりに始まり、ウィンナーや肉巻きアスパラのような定番メニューから、チキンの照り焼きや黒豆の煮に物ものなど調理が面めん倒どうなものまで。


　その全てが、暗い紫むらさき色いろに染まっている。シソや紫むらさきキャベツなどで作れる色とは思えない。


「貴様らのために作ってやったぞ！　黒は避さけろと言っていたので、全てにマッチする紫で統一してみた！　今年はパープルオリーブが豊作らしいので、その油で調理した！」


「え、なにこれ、毒？」


　弁当箱を覗のぞき込んだボブが素す直なおな感想を漏もらす。


　僕も見た目だけならそうとしか言えないのだが──


「い、いただきます！」


　おにぎりを一口食べる。


　口から全身に塩味が広がっていく感覚。嚙かめば嚙むほどお米と塩の味がじんわりと染みて、脳がフル回転する。


　そこからは手と口が止まらなかった。急いで食べているのに、しっかりと味わえる。おにぎりだけでなく、このウィンナーのパリッとした食感と香こうばしい香かおりが絶品だ。乾かわいた植うえ木き鉢ばちに水をやるように、僕の身体からだの底から元気が湧わいてくる。


　口に入れてしまえば、色など関係ない。


「おいしーい！　カグラ、本当に料理上手だねー！」


　隣で雪伽もチキンの照り焼き（紫色）を食べて感動している。疲労で動けなかった雪伽も、一口食べればこの通り。まさに悪魔的な旨うまさだ。見た目も含ふくめて。


「おいしいよ、カグラ」


「当然だ！」


　と、カグラは言いつつ嬉うれしそうな表情。


「……なんだ、そんなにうまいのか？」


　僕たちの反応を見て、ボブも唾つばを飲みこむ。


「フン！　気になるなら貴様らも喰らってみるがいい！」


「お、おう……南な無む三さん！」


　カグラの許可を得て、ボブが片手で拝みながら弁当をつまむ。もとよりそのために用意したのだろう。この重箱は僕と雪伽だけでは多すぎる。


「うわっ！　なんだこれウメェ！　キモい色だけど、ウメェ！」


　ついばむように少しだけおにぎりを食べたボブの顔色も変わった。あとはもう言葉は必要ない。弁当に伸のびる手が三人分になった。


「…………」


　みんなの輪から外れて、柚子が一人ペットボトルのお茶を飲んでいた。朝は背筋をピンと伸ばしていたのに、今は机に突つっ伏ぷしている。よほど応こたえたのだろう。


「あ、あの、高たか遠とおさんもよかったら」


　僕は卵焼きの入った重箱を差し出す。


「……いらない」


「けど、食べないと午後も保もたないよ？　それにすごく美味おいしいんだ」


「…………」


　そのまま五秒ほどの沈ちん黙もく。


　やっぱり食べてくれないのかな。


　僕たちの事が気に入らないのは別にして、あの運動量で昼食がお茶だけだと絶対にまた倒れると思うんだ。


「……そんな目で見ないでよ」


　はぁ、とため息をついて、柚子は重箱に手を伸ばす。そこまで同情を引くなんて、僕はいったいどんな顔をしていたのだろう。


「……こんな気持ち悪い色の……食べ物……」


　つまようじを取り、小さく巻かれた卵焼き（もちろん紫色）を刺さす。


「……紫色の卵焼きなんて……っ！」


　口にした瞬しゆん間かん、柚子の表情が変わった。


　それはもう、目に見えて違っていた。目を見開き、口を押さえ、頰ほおも少し赤くなっている。動どう揺ようを隠かくすためにプルプルと震ふるえているが、それすら隠しきれていない。


「……！」


「高遠さん？」


「……もっと……食べてもいい？」


「フハハハハハ！　喰らうがいいわ！」


　いつから聞いていたのか、カグラがおにぎりの入った重箱を差し出してくる。今度は柚子も抵てい抗こうせず、素す早ばやく手を伸ばしておにぎりを食べ始めた。


「……なんで、こんなに美味しいの」


「空腹は最高の調味料と言うからな！　それに吾輩が最高の食事を合わせただけだ！」


　疲つかれて空腹ならどんなものでも美味しいけど、だからと言ってマズいものが食べたいわけではない。


「……そっか」


　柚子は頷うなずくと、またおにぎりを食べ始める。


　無口な人だが、表情を見ればどれくらい幸せなのか分かった。


「フハハハハハ！　貴様らは吾輩の支配下に入った！　もう逃のがれられんぞ！」


　教きよう卓たくの上でカグラが笑っている。


「オイ待てよ！　確かにうまかったけどよぉ！　なんでメシ食っただけで支配されなきゃならねーんだよ！」


　ボブが抵抗するが、


「良いのか？　我が軍門に降くだれば、明日から貴様らの弁当も作ってやるのだぞ？」


「なにぃっ!?」


　教室に緊きん張ちようが走はしる。目には見えないが、僕にははっきりと感じられた。


　悪あく魔まを退治する退たい魔ま士を育成する学校の生徒が、悪魔の軍門に降るなんて。


「うーん……」


　真しん剣けんに考え込むボブ。


「味はともかく、見た目がなぁ……」


　本当にそれは切実な問題だ。食しよく欲よくを減退させる見た目の料理はイヤなのだが、口に入れさえすれば美味しいのだ。


「……あの」


　手を挙げたのは柚子。


「……これ、ヘンな薬とか魔ま法ほうとか入ってない？」


「当然だ！　添てん加か物ぶつを入れたら、健康に悪いだろうが！」


　傲ごう慢まんな悪魔だが、半分は生活を司つかさどる天使。召喚者の健康的な生活を第一に考えてくれるのである。それに調べると、悪魔の味覚は様々で、中には人間と同じ食事をするタイプもあるらしい。そう考えると、見た目はともかく味が合うのは納なつ得とくできる。


「……私、明日も食べたい」


　小さな声だが、柚子は確かにそう言った。


「……毎日の楽しみに、したい」


「フハハハハ！　よかろう！　アレルギー等があれば今のうちに申すが良いわ！」


　さっそく現れた裏切り者。


　ボブは苦く渋じゆうの選せん択たくを強しいられているように見えたが──


「よろしくお願いしまっす！」


　やっぱり頭を下げた。


　こうしてクラスＸはたった一〇分ほどの食事で悪魔の支配下に堕おちたのである。


「ねぇにぃちゃん。知ってる？　男の人のおとし方」


「なにそれ雪伽」


「胃い袋ぶくろを摑つかむんだって。顔や身体より、まずごはんなのよ！」


　大して恋れん愛あい経験もない妹だが、その言葉には実感がこもっていた。


　なにしろたった今、実例を目にしたばかりなのだから。





　　　　＊





　昼食も終わると、クラスＸの人たちについて少しずつ分かってきた。


　ボブは身体も声も大きいけど、自ら率そつ先せんして飲み物を買ってきてくれたり、とても気を遣つかってくれる人だ。優やさしくて頼たよりになる、アニキのような男。


　柚子も無口で、いつもイライラしているように見えるけど、感情をまったく出さないわけではない。むしろ雪伽より喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしている方だ。


　だからこそ、どうして二人ともクラスＸにいるのか気になるのだが。


「にぃちゃん、ぼーっとしてたら遅おくれちゃうよ？」


　背中を押されて、僕の身体は少し前進する。


　午後の授業も校庭で訓練だという。昼食で和なごやかな雰ふん囲い気きになったのに、一気に地じ獄ごくへ叩たたき落とされる気分だ。僕ら四人とも、廊ろう下かを死し刑けい囚しゆうのような気持ちで歩いている。


「高遠、無理すんなよ？　マジで厳しいからな？」


「……死なない程度には」


　柚子を気き遣づかうボブだけど、牧まき原はら先生もそのへんは理解しているだろう。いくらなんでも授業の範はん囲いなのだから、死ぬような訓練は課さないはず。午前中、柚子が倒たおれた時も休ませてくれたし。


「……？」


　その柚子が足を止めていた。


　顔を上げると、渡わたり廊下の向こうから生徒の集団が歩いてくる。僕たちと同じ学年の、五、六人くらいの男子だ。


　みんなと同じ制服を着ているのに、誰だれだかすぐに分かった。


　この学校で最も優ゆう秀しゆうなエリート集団、クラスＳだ。


　学業、運動はもちろん、降こう霊れい術じゆつ、退たい魔ま術じゆつ、法具の知識など、ありとあらゆる面で最高の成績をとったエリートたち。その能力はプロ退魔士でも舌を巻くほどだという。


　どうして分かったのかと言うと、態度だ。


　胸を張り、堂々としている。


　加えて僕たちはこれから待つ午後の授業へのプレッシャーか、全員背中を丸めて歩いていた。そうして見ると、身長は同じくらいなのに相手の方が大きく見えるのだ。ちなみに要求される能力の高さもあって、クラスＸと同じくらい人数が少ない。


　そんな相手を前に、唯ゆい一いつ背中を伸ばして立っていたのが柚子だった。


　正確には、彼らを見た瞬間に態度を変えた。


　唇くちびるを嚙んで、何かに耐たえているような表情で。


「おっ、高遠じゃないか！」


　彼女の存在に気づいた一人が、親しげに手を挙げる。


「……っさい」


　しかし柚子はその男子を睨にらみ付ける。


　男子の素す性じようは知らないが、やはりクラスＳにもなると素行の悪そうなイメージはまるでない。体格もがっしりしており、爽さわやかなオーラが漂ただよっている。優秀さから来る余よ裕ゆうだろうか。


「なんだよ高遠、なに怒おこってんだよ。前のクラスのみんなも心配してたんだぞ？　久しぶりに学校来たんだから、俺も嬉うれしいよ」


　あ、マズい。


　これは危険だ。理り屈くつより先に、感情がそう思った。


　きっとこれは、柚子が話して欲しくない話題だ。


「この子、誰だ？　御お前まえ崎ざきの知り合いか？」


「ああ、高遠って言って一年の時に同じクラスだったんだけど、ちょっと先生と──」


「……うるさい黙だまれ！」


　柚子の手が、御前崎という男子の胸を押した。


「お……！」


　暴力と呼べるほどの威い力りよくはない。


　しかしこの場は凍こおり付き、険悪な雰囲気が流れた。そういう意味では、柚子にとっては大成功なのだろう。


「なんだよ。何するんだ高遠」


　多分、御前崎は悪い事をしている自覚はないのだろう。前のクラスメイトの過去など、たいした問題ではないのだ。


　けど、自分の事なら話は別だ。今、彼は侮ぶ辱じよくされた。それは柚子の話よりもよっぽど重要な傷なのだ。


「俺が何したって言うんだ。謝れよ高遠」


　無表情で柚子を見る御前崎。その目は虫を見るように冷たく、先に手を出された事もあって絶対的優位に立っている余裕が窺うかがえる。


「……っ！」


　しかし柚子は御前崎を睨んだまま、謝りも逃にげ出しもしない。


　だけど足が震えている。あんなに大きな体格の男子に睨まれれば、僕だって怖こわい。


　怖い──けど。


「待ってよ、ちょっと待って！」


　僕の足が、勝手に一歩踏ふみ出していた。


　あぁ──やっちゃった。


「何だ？　誰だお前？」


「え、ええと、同じクラスの生徒っていうか、とにかく、やめよう。大人げないよ」


「お前には関係ないだろ。ていうか見てたろ？　俺は悪くないだろう？」


　御前崎が僕の前に立つ。


　大きい。ボブほどではないが、鍛きたえられた胸むな板いただ。本当に高校二年生なのか疑いたくなる態度だ。


　でも、引き下がれない。


「……悪くなければ、何を言ってもいいわけじゃないよ」


「はぁ？」


「悪意がなくたって、人が傷つく場合だってあるんだよ。現に君の言葉で高遠さんが怒った。だからあんな事をしたんじゃないか」


「意味わかんねぇよ！」


　御前崎の手が伸のび、僕の胸ぐらを摑む。


「おいよせ御前崎！」


　クラスＳの生徒たちも彼を止めようとするのだが、スイッチが入っているのだろう。僕の目を睨み付けたまま顔を近づけてくる。


　さらに彼は、空いた左手でケータイを取り出す。


「クラスＸの落ちこぼれが、ナメた口利ききやがって！　クラスＳがテメーらとどれだけ違ちがうのか見せてやんよ！」


　御前崎のケータイの画面には、魔ま法ほう陣じんが映し出されている。


「ブリアーを４、残りは省略！　二年クラスＳの御前崎勇ゆう吾ごが訓練用天使を召しよう喚かんする！　その力の片へん鱗りんを我が武器とし──」


　生徒が持つ端たん末まつでも、許可された天使ならば召喚可能だ。それを用いた私し闘とうも行われている。もちろん「自主訓練」という名目で。


　過去に天使を使ったケンカは幾いく度どとなく行われたそうだが、対人戦だと天使は普ふ通つうの武器よりも弱いので大事になりにくい。


　だけど、やっぱり天使で殴なぐられたら痛いよ。さっき殴られた僕が保証する。


「我が前に顕けん現げんせよ！　召喚コール！」


　ケータイの画面が光り、そこから天使が出現する。


　その天使は細長く、そして──それだけだった。ともすれば一本の長い棒にしか見えない。やっぱり聖書に載のっている天使の図とは、似ても似つかない。


　しかしその長細いボディには莫ばく大だいな魔ま力りよくが蓄ちく積せきされており、御前崎の周囲を自動的に浮ふ遊ゆうしている。まるで鳥が遊んでいるかのように。


「へっ！　訓練用の最下級の天使でも充じゆう分ぶんだぜ！　オラ、来いよクラスＸ！」


　棒を手にした御前崎は、まだ理性がある。


　僕が召喚するのを待っているのだ。


　正々堂々、一対一でボコボコにするつもりだ。


　けど──


「ごめん。僕、降こう霊れいできないんだ」


「なんでだよ？」


「その──」


　適切な言葉を選んでいる数すう瞬しゆんのうちに、原因がやってきた。


「吾わが輩はいを召喚したからだ！」


　僕の頭の上に、カグラが乗った。


「吾輩の莫大な魔力を維い持じするために、この者らは天使を召喚するだけの力を残せないのだ！　許せデカブツども！」


「なっ……」


　突とつ然ぜんの悪あく魔まの襲しゆう来らいに、クラスＳの三人が身構える。


　だが、ボブほど慌あわてはしなかった。それどころかすぐに察したようで、


「そうか、確か召喚試験の時に悪魔を呼んだ双ふた子ごがいるって──あれ、お前らか！」


　御前崎の隣となりにいた生徒が僕たちを指さす。


「いかにも」


　何故なぜかカグラが返答する。


「そうか、花はな村むら……聞いた事がある」


「あ、ああ。あのＸＸｉｓｔエクソシストの花村！」


　クラスＳに入るくらいだから、知識量も膨ぼう大だいなのだろう。御前崎の両りよう隣どなりにいた二人が阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで会話をする。





「ほら、あの悪あく魔ま召しよう喚かんして指名手配されたっていう──」





　カグラが自己紹しよう介かいした時に止めるべきだったのか。


　僕の血液が急速に冷めていくのを感じた。


　なるほど、確かにクラスＳは優秀だ。その召喚能力、知識量、どれをとっても僕たちじゃかないっこない。


　だけど、成績を測る基準に「デリカシー」の項こう目もくを入れなかったのは、誰のミスだ。


「クックック……」


　頭上から聞こえる、カグラの邪じや悪あくな笑い声。


「貴様ら勘かん違ちがいするなよ？　この者らには天使を召喚する魔力はないと言ったが──武器を持っていないとは一言も言っておらぬぞ？」


　次の瞬しゆん間かん、獣けものの咆ほう哮こうのような音が僕の背後から聞こえた。


　注意していなければ、一発にしか聞こえない銃声。


　それが僕の左右からステレオで聞こえ、通り抜ぬけていく。


「なあっ！」


「ぐぉ！」


　御前崎の両隣にいた二人が手にしているケータイが、同時にはじき飛ばされる。


　ああ、そうか。


　一秒の時間を経へて、ようやく理解した。


　見なくても分かる。





　僕の背後に、自動小しよう銃じゆうを構えた雪伽がいる。





　二人のケータイを小銃でほぼ同時に吹ふき飛ばす技量を持った射手など、雪伽くらいしか知らない。


　断続する銃声は、妹の怒いかりの叫さけびだ。


　白い天使の武器とは違い、彼女が持っているのは黒い銃。


「……お、お父さんやお母さんを悪く言わないで……っ！」


　震ふるえる声の雪伽。


　自分の怒りと、暴力に対する恐きよう怖ふのせいだ。


「てめぇっ！」


　仲間をやられて逆上した御前崎が、棒形天使を振ふり上げる。


　まずい──そう思った瞬間、僕は雪伽が持っている銃の特性を理解した。


　あれはカグラの魔力を具現化したものだ。


　黒い霧きりのような力が物質化し、武器となる。それは召喚者が望んだ形をとり、天使と渡わたり合えるほどのパワーを生み出す。


　その力が、僕の手にも集まっているのを感じる。


　僕の武器──！


「くっ！」


　身体からだごと突つき出すように、僕は棒に向かって跳とんだ。


　僕はどうなってもいい──雪伽だけは絶対に傷つけさせない！


　跳ちよう躍やくから激げき突とつまでの一いつ瞬しゆん。


　僕の左手に黒い霧が集まり、広く平らな形を作る。


「やめ──ろっ！」


　黒い、盾たて。
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　悪魔の力でも、望み通りに具現化してくれた。


　ベルトに手首から肘ひじまで腕うでを通すので、左ひだり腕うでがそのまま硬こう質しつ化したような気分だ。


　黒い盾はクラスＳの棒形天使を斜ななめに受け流し、床ゆかに逸そらす。さらに大きく腕を振って、力を外側へ向ける。


「うおわっ！」


「危ねぇ！」


　武器を逸らされた御前崎は、バランスを崩くずして別の仲間に先を向ける。そのため周囲の男子が逃にげ回る騒さわぎになった。


　カグラの魔力で作った盾は、僕の思い通りに働いてくれた。


　さっき使った盾形の天使と遜そん色しよくない。重さも形も大きさも、僕が望んだ通りに変化してくれている。


「てめぇ！」


　体勢を立て直し、棒を振り上げる御前崎。


「もう止やめよう！」


「うるせぇ！　先に手を出したのはそっちだろ！」


「天使まで使っちゃったらマズいって！　そっちの方が困るでしょ!?」


　エリート揃ぞろいのクラスＳなのだから、立場に関かかわるような真ま似ねは困るはずだ。停学処分など受ければ、きっと妙みような噂うわさが立ってしまう。


　そうなったら僕たちも恨うらまれるし、そもそも彼の攻こう撃げきをもう一度受けられる自信がない。今も腕がジンジン痺しびれて感覚がないんだけど。


　お願いだから、ここで退ひいてくれ！


　僕の腕のためにも！


「御前崎、もういいだろ」


「……わかったよ」


　御前崎は渋しぶ々しぶケータイをポケットにしまう。


　僕が盾を下ろすと、雪伽も武器を収めてくれた。銃も棒も、全すべて霧になって文字通り霧む散さんしていく。


　僕の盾も消しよう滅めつし、同時に身体の力が抜けるのを感じた。


「悪かったなクラスＸ。まぁ、こいつらにも悪気はなかったんだ。空気が読めないのは、まぁガリ勉の悪いクセだと思ってくれ」


　クラスＳの一番後ろにいた、騒ぎをただ傍ぼう観かんしていただけの男子が苦く笑しようする。見ていたのなら、止めてくれたっていいのに。


「……うん。こっちも、なんか、ゴメン」


　ちょうどいいタイミングで午後の授業開始の予よ鈴れいが鳴った。


　クラスＳの連中は悪態をつく事もなく、今までの騒ぎがウソのように整然と歩き出す。最後に御前崎が顔だけ振り返り、柚子を一いち瞥べつする。


「高遠。ケンカを売ったのはお前だって事を忘れるなよ」


「……っ！」


「ったく。やってらんねーぜ」


　柚子が睨にらむと、御前崎は聞こえよがしにため息をついて去っていった。


　彼らが渡り廊ろう下かから隣の校舎に入り、角を曲がったのを見送ると、ようやく周りの事に気が配れるようになった。


「雪伽！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


　まず最初に、それを確かく認にんする。


「だ、大丈夫だよ。ていうか私、何もされてないよ」


「そ、そっか。よかったぁ……」


　午前中は体力を使ったが、今回は精神的にきた。


　カグラの武器を使ったのも初めてだし、ケンカをしたのも久々だ。


「どうだ月斗に雪伽。吾輩特製の武器も役に立つだろう？」


　相変わらず僕の頭から動かないカグラ。


　カグラの言うとおり、これなら天使の武器にも劣おとらない出で来きだ。うまく利用すれば退たい魔ま士としての訓練もできそうだ。


「でも、カグラはいいの？」


　銃のなくなった両手を見つめながら、雪伽が尋たずねる。


「何がだ？」


「カグラの武器で、悪魔を殺してもいいの？　仲間なんでしょ？」


「好きに使え。吾わが輩はいは武器を提供するだけだ。悪魔を殺すのなら、それはあくまで貴様らの意志だ。後で吾輩のせいにするなよ、フハハハハハ！」


　それだけ言うと、ようやくカグラは僕の頭から降りてどこかへ歩き去っていく。午後も学内を散歩するつもりなのだろう。


「おう月斗。お前、根こん性じようあるな！」


　後ろからボブに肩かたを叩たたかれた。


「え、そんな、すごく怖こわかったよ」


「いやー、俺なんてずっと後ろで見てるだけだったし。前に出られるお前、すげぇよ！」


「ていうか、どうしてボブは助けてくれなかったの？　強そうなのに」


　雪伽がボブの腹を軽く叩くと、


「いや、だって俺が出たらシャレにならなくなるだろ」


　確かに、ボブの筋肉は凶きよう器きとしてカウントされそうだ。


「あ、あの……」


　そして、騒ぎの渦か中ちゆうにいた柚子は──


「……その」


　僕たちに何かを言おうとしたのだが、残念ながら彼女を見る事はできなかった。


　何故なぜなら彼女の背後に立っている牧原先生に目を奪うばわれていたから。


「うわぁっ！」


　牧原先生に気づいたみんなが慌あわててその場から離はなれるが、彼女は微び動どうだにしない。サングラスの縁ふちがキラリと光った気がした。


「では、処分を言い渡す」


　審しん議ぎや答弁すらナシですか。








　その日の午後は、とにかく僕たち兄妹きようだいが集中してシゴかれた。


　午前と違ちがうのは、僕たちの武器選せん択たくがさらに自由になった事くらい。どれだけ疲つかれても立ち上がる事を強制され、シゴキは放課後になっても続いた。


　逃げ出したかったが、これはケンカをした罰ばつだから僕も雪伽も歯を食いしばって耐たえた。


「……っは……！」


「うー……いたたた……」


　ボブと柚子は帰らされ、残っているのは僕と雪伽だけ。


「もう一度だ」


　剣形天使を構えつつ、牧原先生は僕らを手招きする。


「……うぅ」


　僕の手足は殴られた痕あとが腫はれてきた。だけど、それはいい。


　問題は雪伽だ。


　カグラの盾はどんな攻撃でも防いでくれる。先生が使う訓練用の天使であれば、打だ撃げきを受け流す事は可能なはず。それは先生自身も証明してくれた。


　それなのに、雪伽は傷ついている。


「や、やろう、にぃちゃん」


　懸けん命めいに銃じゆうを構える雪伽。


　その手首には擦すり傷や打だ撲ぼくの痕が。


　僕が守っているはずなのに。


「一発当てれば、帰れるんだよ！」


「……一発、か」


　雪伽の銃の腕は、クラスＳの連中も驚おどろいていた。同時射しや撃げきで小さな的に当てられる正確な技術を持っている。


　だけど、それでも先生には一発も当てられなかった。


「いち、にの──」


「さんっ！」


　雪伽と呼吸を合わせる。僕が前に出て、盾を突き出す。


　牧原先生の視界を遮さえぎるように押し出した盾に身体を預け、僕は雪伽に目で合図する。


「っ！」


　小さな破は裂れつ音おんがするが、同時に金属に弾はじかれる音。


　牧原先生は剣形天使で銃じゆう弾だんを弾いたのだ。


「同じ事をやっても、無む駄だだ！　お前たちの動きは見切っている！」


　牧原先生がこちらに向かって走る。


「うわああっ！　せ、雪伽！」


「きゃあああっ！」


　叫さけびながら雪伽が銃を乱射するが、精神が乱れた状態では剣で防がれるどころか、肉にく薄はくした先生にかすりもしない。


　そして、振ふりかぶった剣で殴られる。


「まだまだ赤点だっ！」


　顔面を殴られ、僕は校庭に倒たおれた。


　続いて雪伽も腕うでを殴られ、銃をはたき落とされる。


「なんたる様だ！　それでも悪あく魔まの力と呼べるのか！　本物の悪魔はこの数十倍も強力な武器で襲おそってくるんだぞ！　形状が似ているからと言って、同じ使い方をしていては、いつまで経たっても劣れつ化か悪あく魔まにしかならん！」


　──そんな事言われたって。


　崩くずれる僕たちを、牧原先生が見下ろしていた。


　僕たちは望んでカグラの力を使っているわけではないんだ。魔ま力りよくを全部持っていかれたから、仕方なく使っているだけで。


「……悪魔の、力」


　クラスＳの連中に言われた言葉を思い出す。


　僕たちの両親が、悪あく魔ま召しよう喚かんをしたというニュース。


　子供としては、怒おこっていい場面だ。


　だけど、彼らが悪いとも言い切れない。一いつ般ぱんに出回っている情報は少ないからだ。何も知らないで両親の悪口を言う奴やつは許せないけど、だからといって彼らは両親の事を知る権利すらないのだ。


　禁断の悪魔召喚に手を出した、僕の両親。


　ＸＸｉｓｔ部隊で活かつ躍やくしていた二人が、どうして悪魔召喚に手を出したのか、実は僕もよく知らない。本当に悪魔召喚をしたのかも知らない。ただ、同じ部隊の人から伝え聞いた話を信じているだけ。


　僕だって、本当の理由は分からないのに。


「……こんな力なんて、今すぐにでも捨てたいのに」


「花村月斗。お前の気持ちは分かるが、しばらくは悪魔の力で戦ってもらうぞ」


　僕の愚ぐ痴ちに、牧原先生はそう返す。


「これはお前達に科する罰ばつ則そくという他ほかに、カグラの力を測るテストでもある。何しろ悪魔と契けい約やくした学生など例を見ないからな。報告を待っている研究者は山ほどいる」


　それもそうか。もしも学校が目を光らせていれば、さっきカグラの武器を使った時点で逮たい捕ほされてもおかしくない。


　僕たちがクラスＸに配属されたのは、学校側がチェックしやすいからなのか。


　危険なカグラの武器を使う事がむしろ奨しよう励れいされているなんて、なんという皮肉だろう。


「そもそも花村。お前たち二人は、どうして盾たてと銃を使う？」


「え、それは……」


　唐とう突とつに尋ねられたが、答えは頭の中に用意されていた。


「僕は誰だれかを守りたいと思って」


「私は……そんなにぃちゃんの代わりに何かできないかな、って」


「なるほど」


　笑いも怒いかりもせず、先生は僕たちの動機を聞いて頷うなずいた。


「お前たちがやりたい事は理解した。だが……その道具を選ぶ理由としては弱いぞ」


「え？」


「仲間を守るなら、盾でなくてもいい。敵を攻こう撃げきしたいなら、銃でなくてもいいということだ。本当に自分のやるべき事はなんなのか、よく考えるのだな」


　先生の言葉は、疲れた僕らの心に染しみた。


　守るなら、盾でなくてもいい。


　なるほど、そういうやり方もあるのか。


「雪伽」


　僕は雪伽を呼び、即そく席せきの作戦を伝える。


「うん、わかった！」


　疲れているのに、雪伽は気き丈じように笑ってみせる。


　やっぱり雪伽は笑っている姿が一番可愛かわいい。


　最後の力を振り絞しぼって、立ち上がる。


「いきますっ！」


　雪伽はそう言って、銃を撃うつ。


　今度は、上に向けて。


「何!?」


　牧原先生の視線が上を向く。


　そのチャンスを狙ねらって、僕は盾を構えて突とつ進しんした。


「うわああああああああっ！」


　盾を構え、無む我が夢む中ちゆうで先生を殴りつける。


　巨きよ大だいな魔力の塊かたまりは、言ってしまえば鈍どん器きの一種だ。盾だって相手を殴る武器になる。


「フン、着想としては悪くないがな！」


　しかし、それも牧原先生は簡単に避さける。


「あぐっ！」


　後ろに回り込まれ、背中を剣けん形天使で殴られた。痺しびれるような痛みに膝ひざをつく。


　続けて雪伽を殴ろうと走る先生だが、


「まだ……っ！」


　僕は意識せず、盾を持った左手を先生に向ける。届かないと分かっていても、手を伸のばさざるを得なかった。





　すると、盾が伸びた。





「ええっ!?」


　僕と雪伽、そして先生の驚く声がハモった。


　黒い鉄板のような形をしていた盾が、牧原先生に向かってゴムのように変化したのである。しかし先生には届かず、そのまま不定形のスライムのようにグニャグニャになってしまった。もはや盾ですらない。


　通常、天使の武器ではこんな変化は起きない。


　悪魔の力を使った武器は、まだまだ謎なぞが多いようだ。


「…………うむ」


　気持ちの悪い魔力の塊を見下ろし、先生は頷く。


「これも可能性の一つだな。精しよう進じんして、使いこなしてみろ」


　その日の訓練──いや、罰はこれで終わりだった。


　疑問と課題と疲ひ労ろうを残したまま、僕たちは教室に戻もどる事にした。








　雪伽がシャワー室と更こう衣い室しつを使っている間、一人で着き替がえるために教室に戻ると、そこにはボブが待っていた。


「おお、月斗！　ようやく終わったか！」


　もう四時を回っているというのに。


「ボブ！　どうして帰らないの？」


「おう、実は──ほれ」


　彼が見るのは、席に座っていた柚子。


「た、高遠さん……！」


「……今日は、ごめん。私のせいで」


　イスから立ち上がり、丁てい寧ねいに頭を下げる。


「い、いいよ、そんな、高遠さんは悪くないんだってば」


「こいつお前に謝りたいからって、ずっと待ってたんだぜ？」


　ボブが笑いながら柚子を指さす。


「……！」


　柚子の顔が赤くなるが、


「立派だよな。謝罪も感謝もきっちりする。礼れい儀ぎ正ただしいんだな」


　太い腕を組んでうんうんと頷くボブ。軽けい薄はくそうな見た目だが、礼節にうるさいようだ。生来きっちりとした性格なのか、それとも実家が名家なのか。


「僕もそう思うよ。わざわざ待っててくれて、ありがとう高遠さん」


「……柚子でいい」


「え？」


「名字で呼ばれるの、あいつらみたいで嫌きらい」


　声は小さいが、しっかりとした意志がこもった言葉だ。


　僕もボブも嬉うれしそうに頷く。


「しっかしまた、どういう心境の変化だぁ？　最初は俺たちの事が大嫌いっぽい態度だったのによ」


「……別に、あなたたちが嫌いなんじゃない」


　ボブの問いに、柚子は俯うつむいてしまう。


「じゃあ、何が嫌いなんだ？」


「……この学校」


　学校が嫌い？


　去年、彼女に何があったのだろう。あの時、御前崎は「ちょっと先生と──」と言っていた。ずっと学校を休んでいた事と関係があるのだろうか。いや、ないはずはない。


「あぁ、なんか、分かるぜ」


　なんとボブが同意している。


「ど、どうして？」


　ウチの学校、そんなに嫌われていたのか。


　そもそも降こう霊れい士を育てる学校だから特とく殊しゆな環かん境きようである事は間ま違ちがいない。入学テストの他に一定量の魔力を持たないと入学できなかったり、退魔省と繫つながっていて有事の際には手伝いに出たりと、変わった学校だとは思うけど。


　ただ、僕は他の学校を知らない。比べた事がないから、何も意見できない。


「月斗は気にすんな。これは個人的な問題だから」


「ボブ……」


　それ以上、僕は質問する事ができなかった。


　ボブも柚子も触ふれて欲しくなさそうな顔をしているから。


「あれっ、ドアが開かないよっ？　にぃちゃん、そこにいる？」


　僕が閉めた教室のドアの向こうから、雪伽の声。着替えが終わったようだ。きっと柚子も彼女にお礼を言いたいだろうけど、ドアが開かなければどうしようもない。


　ていうかドアが開かないと、僕たちも帰れない。


「しょーがねーなー……うおっ、また開かねぇ！」


「開かなーい！　ボブ、もっとがんばって！」


「……こっちから帰ればいいじゃない」


　扉とびらと格かく闘とうするボブと雪伽を置いて、教室の後ろのドアを開く柚子。僕ら三人は恥はずかしそうに俯きながら、そちらのドアから教室を出た。


　二年クラスＸとしての僕の初日は、こうして終わる。


　クセも秘密もあるクラスだけど──


　優やさしい人たちばかりで、本当に良かった。





　　　　＊





　それから半月、降霊士見習いとしての日々は滞とどこおりなく過ぎていった。


　クラスＸになってからというもの、僕たちの生活は激変した。授業もそうだが、カグラの存在が大きい。


　まず朝起きて朝食の支し度たくをする事がなくなった。カグラが作ってくれた朝食を食べて、ゆっくりとテレビを見る時間ができた。これは本当に感謝している。


　ただし時々、人間が好む色の食事が食べたくなるので、その時は僕が作る。カグラにも悪あく魔ま的な色を卒業して欲しいのだけど。


　寝ね覚ざめも良くなった。毎日ヘトヘトになって帰ってくるので、必然的に夜よ更ふかしをしなくなった。スイッチが切れたようにベッドに倒たおれ込み、また翌日にヘトヘトになるまでトレーニングをする。


　そのおかげか、半月も経たてば身体からだが慣れてきた。


　疲つかれる事は疲れるのだが、行動に余よ裕ゆうが出てきたのだ。


　牧原先生が組んでくれる運動メニューは個人差があり、体力には自信があるボブ、反対に運動が苦手な柚子、双そう方ほうともにギリギリまで攻め立てる絶ぜつ妙みような運動量が課せられる。


　四人という少ない人数だが、目立った諍いさかいは教室に乱入してくるカグラと雪伽くらい。それもじゃれ合いに近いもので、毎日の恒こう例れいとなっている。僕ももう止めるのを止やめた。


　それで、半月。


　疲れるけど、楽しい日々だと思う。このまま体力をつけて、降こう霊れい術じゆつを学び、コツコツと力をつけていけばやがて退魔士への道に繫がるだろう──


　そう思っていた、ある日の朝だった。


「……花村兄妹きようだいか」


　いつものように雪伽とカグラと一いつ緒しよに登校していると、昇しよう降こう口ぐちから靴くつを履はいて出てくる御前崎の姿があった。


「いいよなクラスＸは。ヒマそうで」


　初日の一件以来、彼だけでなくクラスＳの人たちとは反目するようになってしまった。どうもエリートのプライドを傷つけてしまったようで、何かと突つっかかってくるのだ。


「ヒマって……クラスＳはどこか行くの？」


「初出動だよ。手伝いに駆かり出されるんだ」


「出動って、まさか」


　七星ナナセ降霊学園の生徒が出張る事態なんて、一つしかない。


「悪あく魔ま被ひ害がいだ。幕まく張はりの方で、大規模な戦せん闘とうをやってるらしい。付近の退魔署だけじゃ足りないってんで、俺たちも行くんだ」


　悪魔退治の手伝い──やはり現場で悪魔と戦うのだ。


　実戦レベルの猛も者さが揃そろったクラスＳだからこそ呼ばれるのだ。


　僕たちのような未熟者にとっては、遠い世界の話に聞こえる。


「ふむ、悪魔被害か」


　僕の肩かたに乗っているカグラが鼻を鳴らす。


「そうだよオマエの仲間だよ。ったく、のほほんとしやがって」


　御前崎がカグラを睨にらむと、


「吾わが輩はいの仲間かどうかは、貴様らが決めよ。たかが高校生の手伝いくらいでやられるような雑魚ざこは、仲間どころか下僕ですらないわ！」


「意外とドライなんだな……」


　悪魔に対しては当然すぎる評価を下した後、


「っと、お前らに構ってる時間はないんだった。いいか、クラスＸは卒業まで安全な教室に引っ込んでろ。悪魔なんて俺たちが全部残らず蹴け散ちらしてやる」


「頼たのもしいねぇ、御前崎くん」


　皮肉に気づかない雪伽がニコニコ笑っている。


「お、おぅ……ケッ。いつかその悪魔ともども『法王』に浄じよう化かされちまえってんだ」


　気まずそうに舌打ちして車庫に入っていく御前崎。彼に続いてクラスＳの人たちが何人か車庫に向かう。それとは別に、他ほかの生徒たちも車庫に集まり始めている。あちらに用があるのはクラスＳだけのはずなんだけど。


「なんだろ？」


「きっと『法王』のオコトバが聞きたいんじゃないのかな？」


　僕の疑問に答える雪伽。


「おい貴様らだけで納なつ得とくするな。『法王』とは何者だ？」


　僕の肩に乗ったカグラが尻しつ尾ぽで顔を叩たたいてくる。痛くはないけど、鬱うつ陶とうしい。


「クラスＳの委員長だよ。三年生と二年生、どっちも束ねてるの」


　などと話しているうちに、車庫にどんどん人が集まってくる。クラスＳの出しゆつ撃げきとは見る価値があるほどのものなのか。見た事がないから分からないけど。


「よし貴様ら、見に行くぞ！」


　カグラの誘さそいを断る理由はなかった。








　七星降霊学園の車庫には、自衛隊の名残なごりなのか様々な戦闘車両が置かれている。さすがに戦車はないが、退たい魔ま術じゆつ式が彫ほられた装そう甲こう車しやはある。それに防ぼう弾だん仕様のバスや輸送用のトラック。


　しかしこの車庫はクラスＳ専用だという。


　僕も初めて見たが、それは壮そう観かんだった。


　なにしろ二〇台くらいのバイクがズラリと並んでいるのだ。七星降霊学園の校章のステッカーが貼はられた白いバイク。


　そのバイクの前にクラスＳの生徒が立ち、正面にいる「法王」の言葉を聞いている。


　僕と雪伽とカグラは他の生徒と同じように、車庫の脇わきにある窓からその光景を見ていた。体育館くらい広い車庫なので、見るスペースはどこにでもある。


「状じよう況きようは以上だ。質問のある者は申し出るように！」


　強い声で語りかける、白い学生服をマントのように羽織っている生徒が「法王」だ。


　理知的なメガネの下には厳しくも凛り々りしい顔。そのルックスとカリスマ性で、男子からも女子からも人気がある。


「おい月斗、アイツは……」


　カグラが絶句する理由を、僕は知っている。


「……質問はないな。二年生の諸君はこれが初うい陣じんになるが、けして気負うな。あくまで戦うのはプロの退魔士。我々は手伝いである事を忘れるな。戦場の雰ふん囲い気きだけでも摑つかみ、学べるだけ学んで帰るように！」


「はい！」


　御前崎を含ふくむ二年のクラスＳが大声で返事をする。


　こうして見ると、どこのクラスも似たような授業をしているように感じる。軍隊のようなやり方でなければ、この先やっていけないのか。


「では出しゆつ陣じんだ」


　法王がタブレットＰＣを取り出すと、それに倣ならってクラスＳが同じものを出す。


「緊きん急きゆう出動、クラスＳの権限において甲こう種しゆ装備、権天使アダマエルを召しよう喚かんする！　永久を生きる白き勇者よ、その力の片へん鱗りんを我に貸し与あたえたまえ！　召喚コール！」


　法王の呪じゆ文もんに合わせて、全員のタブレットＰＣが激しく輝かがやく。そこから同時に飛び出して来たのは、巨きよ大だいな正方形。それが弾はじけ飛ぶと、数百のパーツに分かれて車庫を飛び回る。そしてそれらは召喚者の全身にフィットする。五秒もかからないうちに、クラスＳは全員が白い鎧よろいに包まれた。


　クラスＳのみが召喚できる天使。下一級権天使の中でも最上の鎧形天使だ。


「では、出動する！　私に続け！」


　法王がバイクに跨またがり、キーを回す。エンジンがかかったバイクが唸うなりを上げた。


　一台ならともかく、同じようにクラスＳ全員がアクセルを開けると、騒そう音おんどころの騒さわぎではない。窓の外で見ていた僕たちは、全員耳を塞ふさいでいた。


　暴走族のような音で走り去っていくクラスＳ。


　僕は言葉もなく見送っていたが、一部の女子たちがキャーキャー言いながら手を振ふっているのが見える。後から雪伽に聞いたが、あれは法王の親衛隊らしい。


「あれがクラスＳか。まるで騎き士し団のようではないか」


　カグラの感想はもっともだ。騎乗するのは馬ではなくバイクだけど。


「実戦かぁ……すごいなぁ」


　雪伽がそんな事を呟つぶやいたので、ちょっと驚おどろいた。


「すごいかな？　実戦って怖こわそうだけど」


「怖いけど、でも、それだけ認められてるって事でしょ？」


「そりゃそうだけど」


　少なくともクラスＳの人たちは「実戦に出しても大だい丈じよう夫ぶ」というお墨すみ付つきを頂いているわけだ。それはプロからの評価であり、誇ほこれるものだ。雪伽も戦闘能力は高いが、射しや撃げき以外であのレベルの働きができるのかは疑問だ。


「残念だが、お前たちは誰だれかに認めてもらう資格すらない」


　そう言ったのは、いつの間にか僕たちの背後に立っていた牧原先生。


「お、はようございます！」


「おはようございます！」


　僕も雪伽も直立不動の体勢をとる。もう身体が覚えてしまった。


「うむ、おはよう」


　そう言って牧原先生は僕の肩に乗っていたカグラを凝ぎよう視しする。


「…………」


　そして、一歩下がる牧原先生。


「あの、先生？」


「はっ、すまん。用件を忘れる所だった」


　謝罪しながらも、カグラから目は逸そらさない。


「みんなに伝えておいてくれ。今日はジャージに着き替がえなくていい」


「てことは普ふ通つうの授業ですか？」


「いや」


　牧原先生はようやくカグラから視線を外すと、咳せき払ばらいをしてからこう告げた。


「我々クラスＸも悪魔被害の現場に行く事になった。すぐに支し度たくをしろ」


　これが、最も長い一日の始まりだった。
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　悪あく魔まが出現したのは幕張だという。


　人間の戦争とは違ちがい、悪魔は文字通り神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。魔ま界かいからゲートを開き、人間界を蹂じゆう躙りんする。人間側も強力な結界で防いでいるのだが、結界の隙すき間まにゲートを開いたり、結界を破るほど強力なゲートが現れたりすると、そこは戦場になる。この辺りは人間の犯罪と防犯技術の関係と同じだ。


　学園のバスに乗って幕張までやってきた僕たちが見たものは、地じ獄ごくのような光景。


　事前に牧まき原はら先生から聞いていたが、住宅街が半はん壊かいしている。悪魔の出現により、半径二百メートルの家屋が崩くずれ、燃やされていた。その火は山のように立ち上り、遠く離はなれた道路からもはっきりと見えた。


　悪魔の出現は今朝五時くらい。


　それから現在──九時半までで死者が一二人。負傷者が四〇人出ている。


　現場はまだ収束しておらず、救助に向かった退魔士や消防士が命を削けずって戦っている。クラスＳはその現場を手伝っているはずだ。


　で、僕たちはと言うと──


　公民館にいた。


　悪魔の攻こう撃げきから避ひ難なんしてきた人たちを収容しているのだ。全すべての部屋を開放し、百人近い避ひ難なん民みんを守っている。ここの他に、近くの小学校の体育館も開放しているそうだ。もちろんそちらもウチの学園の生徒が手伝いに行っている。


　だけど、ここも戦場の一つである事に変わりはなかった。


　手伝いという単語から気楽なイメージを持っていたけど、実際に現場を見るとそんな気持ちも吹ふき飛んでしまう。


「……う」


　公民館の入り口から中を見た瞬しゆん間かん、僕の気持ちが折れそうになる。


　静かだった。


　百人以上の人間がいるはずなのに、その人たちはきちんと会話をしているのに、妙みような静けさが漂ただよっている。


　それは悪魔に襲おそわれた人たちの、陰いん鬱うつな空気だ。


　家や家族を失った人の悲しみが、全ての人の表情から伝わってくる。


「七星ナナセ降こう霊れい学園から派は遣けんされてきました、牧原以下二年クラスＸです」


　入り口であれこれと指示を出している背広姿のおじさんに敬礼する牧原先生。


「ああ、ありがとうございます。今、退魔士の人もこちらで結界を張っておりまして。そちらは大丈夫です。ええと、それから避難民に配る毛布はおたくの学園の──」


「クラスＢですか」


「そうそう、クラスＢの生徒さんに手伝ってもらってますよ」


　クラスＢは補給や支し援えんを主とするクラスだ。こういう時に出番がやってくるのは必然である。悪魔との戦せん闘とうがなくても、彼らは戦い続けなければならないのだ。


「では、我々は何を？」


「ええと、あ、ちょうどいい。すいませーん」


　おじさんが手を挙げて、近くを走っていた退魔士を呼ぶ。ローブと制服を合わせたような格好をしているため、すぐに分かる。魔ま力りよくを高めるデザインなのだというが、僕には原理が分からない。


「ああ、七星の。ちょうど良かった、頼たのみたい事があったんです」


　三〇代くらいの退魔士は、手に道具を持っていた。懐かい中ちゆう電灯のような、何かを照射する道具に見える。


「これから新しいバスが来るんで、降りてくる人を検査して欲しいんです」


「分かりました」


　牧原先生がそれを受け取り、僕たちに配った。


　スイッチを入れると、先せん端たんから光が出る仕組みだ。それ以外には特に変わった点はない。懐中電灯の劣れつ化か版にも見える。


「これ、何スか？」


　ボブが質問すると、


「魔力チェッカーです。悪魔の被ひ害がいの程度を測るんです。悪魔の力には後こう遺い症しようが残のこるパターンもありますから、そういう人は医者に診みせないといけません」


「なるほど」


「いくつか反応に種類がありますが、基本的に引っ掛かかったらあちらの医務室まで連れてきてください」


「はいっ！」


　僕たち全員が返事をすると、退魔士は笑え顔がおで走り去っていった。チェッカー以外にも器材を持っているので、仕事が山積みなのだろう。


「こんなんかぁ……」


　ボブがつまらなそうにチェッカーを見る。


「お前の気持ちも分からないでもない。地味な仕事だからな」


　そんな彼の表情を見み抜ぬいたのか、牧原先生が指し摘てきする。ボブは怒おこられるのではないかと、身体からだをすくませた。


「だけど誰かが必ずやらなくてはならない仕事でもある」


「……ウス」


「何度も話したが、お前たちはどこのクラスにも当てはまらない、はみ出し者たちだ」


　また牧原先生の説教が始まると覚かく悟ごしていたのだが、


「だが、はみ出しているからといって無能とは限らない」


　全員が顔を上げ、先生の顔を見た。


「クラスＸは適性が分からない。どこにも当てはまらない者ばかりだ。だから私はお前たちを徹てつ底てい的てきに鍛きたえ、どこでも使えるようにする。そのためにはどんな仕事でもできなければならない」


　クラスＸになってから半月。


　やっと疑問の一つが解けた。


　ボブも柚ゆ子ずも、欠点はあるけど卓たく越えつした才能を持っていた。それなのにどうしてクラスＸになったのか疑問だったのだ。


　能力が低いのではない。


　能力が奇き抜ばつすぎて、既き存そんのクラスに当てはめられなかっただけだ。無能なのではなく、どこで発揮されるのか不明なだけだ。


「理解したか？　ならば行動開始だ！　急げ！」


「はいっ！」


　前よりも大きな声で、僕は返事をした。








　二人一組になって、バスから降りてきた避難民にチェッカーの光をあてるだけの簡単なお仕事。


　僕は雪せつ伽かと組み、エントランスで行列を作っている人たちに次々に光をあてていった。複雑な操作は必要ないので、行列もサクサク進んでゆく。


「おい柚子。これ光らないんだが？」


「……バカ。電源入ってないじゃない」


　隣となりの列ではボブと柚子がペアを作っている。


「やっぱりユズコは冷静でかしこいな！　イカスぜ！」


「……ウザい。ていうかコはいらない」


　口ではそう言いながらも、本気で撥はねのけない柚子。なんだかボケとツッコミが綺き麗れいに分かれた漫まん才ざいコンビを見ているようだ。


　そう思っていると、赤い光が目に入った。


　僕が持つチェッカーからだ。


「あの……何か？」


「えっと、ちょっとすいません！」


　母と子の親子連れだ。どちらもまだ若い。母親は二〇代くらいで、子供は幼よう稚ち園えんくらい。父親は──きっと仕事中なのだろう。


　光をあてた途と端たんにチェッカーのランプが赤く点てん滅めつした。これはどういうサインなのだろう。安全そうな色には見えないけど。


　牧原先生に訊きこうと思ったけど、彼女は避難民に毛布を配っている。ここからだと遠い距きよ離りだ。


「ねぇねぇ、赤いランプが点ついたんだけど」


　仕方なく隣の雪伽に尋たずねてみたのだが、


「赤はなんだっけ……そういう時は、退魔士に診てもらおうよ」


「あ、そうだね」


　反応があったら、医務室まで連れていく。判断はそこでやってくれるだろう。


「すみません、ちょっといいですか？　こちらに来てください」


　僕は反応があった母親を誘ゆう導どうする。


「ママ、どこ行くの？」


　小さな娘むすめが母親の手を握にぎったまま離さない。


　すると一いつ緒しよにいた雪伽が身を屈かがめて、子供の頭を撫なでた。


「ママはちょっと病気にかかってるかもしれないの。これからお医者さんに元気にしてもらうんだよ」


「本当に？　元気になるの？」


「もちろんだよ」


　僕も雪伽に同意する。


　医務室はエントランスの目と鼻の先にあったので、僕たちは母親を連れて入室した。母親にはずっと娘がついている。恐おそろしい悪魔から逃にげてきて、不安で仕方がないのだろう。


「ああ七星の。どうしました？」


　先ほど僕たちにチェッカーを渡わたした退たい魔ま士が座すわっていた。いきなり人を連れてきたので驚おどろいている。


「この人にチェッカーが反応したんです」


「何色でした？」


「赤いランプですけど」


「えっ!?」


　イスから立ち上がる退魔士。


　どうしてそんなに怯おびえているのだろう。


「本当ですか？　赤いランプが？」


「あの、どういう事でしょうか？」


　心配そうな顔の母親。


　退魔士は目を伏ふせて、苦しそうな顔。


「……申し訳ありませんが、ここでは治ち療りようできない症しよう例れいです。赤いランプが点灯するのは、悪あく魔まそのものに反応した場合です」


「私が、悪魔だって言うんですか？」


　だがこの人は先ほどから子供が一緒だ。子供にはチェッカーは反応しなかった。悪魔と人間の親子などいるわけがない。


「ええ、ですからあなたには悪魔が憑ひよう依いしたか、もしくは卵を産みつけられた可能性が高いんです。これは専門の施し設せつで除去していただかなくてはなりません」


「そんな……！」


　繫いだ子供の手を見る母親。


「ママ……どうなっちゃうの？」


「施設に行ったら、どうなるんですか？」


　子供が訊きたかった事を、代わりに僕が尋ねる。


「数カ月はかかるでしょう。お気の毒だとは思いますが、安全のためです」


「ええっ！」


　それでは子供とも離はなれ離ばなれになってしまうではないか。


　けど──退魔士が悪いのではない。


　母親を傷つけた悪魔が悪いのだ。


「すぐに係の者を呼びます。ご家族にも連れん絡らくしますので、電話番号をお願いします」


　机の上の受話器を取る退魔士。


「ママ……」


　子供が泣きそうな声を出す。


「にぃちゃん……」


　雪伽が縋すがるような目で僕を見るけど、何ができるわけでもない。


　チェッカーで反応があった人を連れてくるだけの、簡単なお仕事。


　この親子はこれからどうなってしまうのか。さっぱり分からないが、ただ一つ、もう僕たちにできる事は何もないのは確かだ。


　子供がいくら泣いても、手を差し伸のべられない。


「あの、じゃあ僕たちは──」


　これで失礼します、と部屋を出ようとした時だった。


　電話のボタンをプッシュする退魔士の手が止まっている。


「なっ!?」





　電話が──粉々に砕くだけ散っていた。





「ぐっ……ああぁぁああ！」


　それを手にしている退魔士の手も血ち塗まみれになっていた。何か爆ばく弾だんでも投げられたのか、いや、それなら大きい音がするだろう。


「はぁーあ、ったくよぉ……こんな簡単にバレちまうとはなぁ」


「ママ!?」


　子供と手を繫つないでいた母親は、そこには存在しなかった。


　人間と同じ個か所しよは、両手両足くらい。肌はだは青銅のように青く、目と口はつり上がり、手足の爪つめは獣けもののように長い。





　──悪魔！





　大きな特とく徴ちようは青銅色の肌と、背中の翼つばさ。


　あれはガーゴイル型と呼ばれる種族で、中級悪魔の中ではポピュラーな方だ。空中飛行を得意としており、魔ま法ほうも使用する。


　そう授業で学んだ悪魔が──今、同じ部屋にいる。


　カグラとは違ちがい、僕たちの面めん倒どうを見る契けい約やくなどしていない、本物の敵。


「くっ……うう、まさか『潜せん伏ぷく型』だったなんて！」


　血の滴したたる右手を押さえながら、退魔士がケータイを開く。


「おっとぉ！　召しよう喚かんはさせねぇぜ！」


　悪魔は摑つかんでいた子供の手を引っ張ると、自分と退魔士の間に置く。そして首筋に長い爪を押しあてた。


「ヒヒヒヒッ！　人間の子供は大事だよなぁ？」


「マ、ママ……！」


　怯える子供。その向こうにいるケガをした退魔士。


　なんだ、この状じよう況きようは。


　数秒前の僕は何をしていたんだ。


　母親と子供を引き離すのはどうか、なんて考えたりしてて。それがたった一いつ瞬しゆんでひっくり返って、ケガ人や人ひと質じちが出て。


　どうすればいいんだ。


　この悪魔に対して。


「……はぁ……っ！」


　息が上がりそうになる。


　だけど、アイツは悪魔だ。


　僕の両親を殺した、人類の敵。





　──だったら、殺しても構わないじゃないか。





　そう考えたら、急に頭の中が冷えていくのを感じた。


　悪魔は殺す。


　それが退魔士の仕事ではないか。


「カグラ！」


　僕の呼びかけに、別室にいるカグラは応こたえてくれる。


　霊れい的てきに繫がっているカグラから、僕に対して魔ま力りよくが供給される。


　魔ま王おうクラスの悪魔が僕に分け与あたえてくれるのは──黒い盾たて。


　誰だれかを守るための防具。


　だけど──！


「はっ！」


　僕はその盾を悪魔に向かって放ほうり投げた。


　背後から投げつけた盾は、円えん盤ばんのように回転して悪魔の首を狙ねらう。盾が装着されている左ひだり腕うでから黒い糸のようなものが伸び、飛んでいく盾に繫がっていた。


　牧原先生の訓練のおかげだ。


　何度も何度も倒たおされるうちに、僕の盾はあらゆる形状に変化できるようになった。誰かを守るためには、敵の攻こう撃げきを待っているだけではいけない。もっと能動的に動くために、盾を多た彩さいに操あやつらなくてはならないのだ。


「ちぃっ！」


　僕が投げた盾を悪魔は手で弾はじき落とすが、そのチャンスを退魔士は逃のがさなかった。


「こっちに！」


　悪魔がバランスを崩くずした瞬しゆん間かん、退魔士が前に出て人質の女の子を奪うばい取った。


「てめぇっ！」


　だが退魔士は女の子を抱だきかかえたまま動けない。両手が自由なら戦えたかもしれないのに。悪魔が逆上して退魔士に襲おそいかかるが、彼は女の子をかばってうずくまる事しかできなかった。


「さ、させないよっ！」


　僕の背後から、雪伽が銃じゆうで援えん護ご射しや撃げきをする。


「ちっ！」


　黒い弾だん丸がんが悪魔の腕うでに当たる。悪魔の武器とはいえ、ガードを貫かん通つうして脳天を撃うち抜ぬけるほどには強くないようだ。


　魔力を放出した場合、距きよ離りに比例して威い力りよくが落ちる。だから天使の武器は近接戦せん闘とうに向いたものが好まれるのだ。


「くっ……！」


　続けて雪伽が銃を撃つ。フルオートで発射された数発の弾丸は、頭をかばった悪魔の腕に全すべて吸い込まれた。その威力は悪魔の身体からだが徐じよ々じよに下がるくらい大きい。


　しかし、悪魔は倒れない。


　眉み間けんに撃ちこめば死ぬかもしれないが、慌あわてた雪伽にそこまで精密な射しや撃げきはできない。それでも動どう揺ようした状態で全弾命中させただけでも高校生レベルを超こえている。


「この女ぁ！」


　悪魔が雪伽を見る。


「きゃ……！」


　その怒いかりの矛ほこ先さきは、雪伽に向けさせない。


　僕は黒い糸を手た繰ぐり寄せて盾を拾い、全力で悪魔を殴なぐりつけた。


　魔力で作られたとは言え、鋼鉄よりも硬かたい盾の一いち撃げきは、そんじょそこらの鈍どん器きよりも有効な武器になる。


　だけど、まだ足りない。


「お前の相手は、僕だっ！」


　僕は盾で壁かべを叩たたく。大きな音が鳴り、悪あく魔まが振ふり向く。


「うるせぇよ、人間！」


　それでいい。


　退たい魔ま士と女の子と雪伽を守るために、僕が囮おとりになるのだ。


「そうだ！　こっちに来いっ！　雪伽は今のうちに二人を逃にがして！」


「でも、にぃちゃん！」


　少しでも時間が稼かせげればいい。


　そのスキに三人で逃げてくれれば──





　本当に、そう思ったのか？





　僕の中で、誰かが語りかける。


「グォオオオオオオオッ！」


　鋭するどい爪が僕めがけて振り下ろされる。


「ぐっ！」


　盾で受けるが、重い。


　だけど盾を取り落とすわけにはいかない。この盾が砕かれたら、僕は死ぬ。


「殺してやる……殺してやるぞクソガキがぁっ！」


　刃は物もののような爪が盾を摑み、僕から引き剝はがそうとする。


　盾に力を込める。


　ここで逃げたら、あの三人を守れない。


　──本当にそうか？


「……れは」


　熱を持つ身体とは裏腹に、冷たい感情が湧わきあがってくる。





　本当は、雪伽に獲え物ものを横取りされたくなかったんじゃないか？





　悪魔。


　両親を殺した、敵。


「それはこっちのセリフだ、悪魔」


　感情が止められない。





「殺してやる」





　言葉にして口に出すと、僕の盾がさらに大きくなった。


「ギッ！」


　縁ふちに刃やいばが生まれ、悪魔の手を傷つける。さらに盾の表面にトゲの鋲びようが生まれ、より凶きよう悪あくな形になった。もう片手で持つサイズではない。


　それは、さらに大きくなる。


「にぃちゃん──！」


　僕の左腕をすっぽり覆おおうそれは、トゲや刃がついた鈍器。


　膨ふくれあがった黒い魔力は、僕の身体と同じくらいの大きさになる。


　もはや鉄てつ塊かいと表現してもいい、不定形の巨きよ大だいな何か。


　鉄に換かん算さんすれば一トンはありそうな大きさなのに、不思議と重くない。


　これなら、あの悪魔を殺せるか。


　まだ小さい。


　もっと大きな武器が欲しい。


　悪魔を塵ちり一つ残らず叩き潰つぶすための──


「シィィィィィッ！」


　顔を上げると、悪魔の爪つめが目の前にあった。


　──あれ。





　僕は今、何を考えていたんだっけ。





　その答えを知る前に、悪魔が横に吹ふき飛んだ。


「ぐぉおおおおっ！」


　退魔士と女の子を飛び越こえ、医務室のベッドを薙なぎ倒していく悪魔の身体。翼つばさがカーテンにひっかかり、次々に破ってゆく。


「にぃちゃん！」


　雪伽の声だった。


　気がつけば、僕の横に立っている。震ふるえる銃じゆう口こうを悪魔に向けて、倒れた悪魔が起き上がるのを待っている。


　雪伽の銃じゆう弾だんの威力が上がっている。その代わりに、僕の盾が少し小さくなっていた。カグラの魔力を共有しているせいか、どちらかが強くなるとしわ寄せがくるらしい。


「にぃちゃん、落ち着いてよ！」


　雪伽に泣きそうな声で怒おこられた。


「あと一秒遅おくれてたら、死んでたよっ！」


　死んでた？


　僕が？


　──そうだ。


　あの巨大な魔力の塊かたまりを見ていたら、攻撃されていたんだ。


　というか、むしろ悪魔の爪に向かって真正面から突つっ込んでいったんだっけ。


　雪伽の言う通り、心を落ち着けようと周りに気を配る。


　すると、複数の足音が医務室の中に駆かけ込んできた。


「召喚コール！」


　振り返ると、医務室の入り口で柚子が火に包まれた小さな天使を召喚していた。騒さわぎを聞きつけて駆けつけてくれたのだ。


「……行け」


　柚子の命令で、火の玉天使がまっすぐに飛ぶ。武器化するだけでなく、天使はこうやって使う事もできる。ごく初歩的な召喚術だ。


「チッ！」


　が、悪魔は手を払はらっただけで火の玉を弾く。壁にぶつかると、火の玉はそのまま消えてなくなった。


「どぉりゃあああああっ！」


　悪魔に正面から向かっていくボブ。
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　彼が手にしている武器は、木刀。天使を武器化したものではない。だが霊れい験げんあらたかな神木から削けずりだし、特とく殊しゆな呪じゆ文もんが込められた木刀はボブの大切な武器だという。


「フンッ！」


　しかし木刀が当たるより速く、悪魔の蹴けりがボブの鳩みぞ尾おちに入った。


「おぉ……！」


　巨きよ体たいが床ゆかに沈しずむ。


　しかしボブの背後から雪伽が飛び出した。


　タタン、タタン、と指切りで弾丸を放つ。それらはやはり正確に悪魔の眉間を狙ねらっているが、悪魔も攻撃のタイミングが分かっているのか、腕でガードしてしまう。あの腕は他ほかの部位よりも硬いようだ。


　僕はどうすべきか考える。


　落ち着くんだ。僕がすべきなのは、全員を守る事。


　盾たてがまだ出せるか左手を見ていると──


「柚子ちゃん!?」


　背後から聞こえる、雪伽の声。





　振り向くと、柚子が顔を手で押さえていた。





　鼻血が指の隙すき間まから流れ、彼女は床に膝ひざをつく。


「──新手!?」


　そう思ったけど、他に悪魔がいる様子はない。だとしたら柚子はどうしたのだろう。悪魔の攻こう撃げきをくらったわけではなく、ただ火の玉天使を召喚しただけなのに。


「っ……！」


　柚子は何かを睨にらむように虚こ空くうを見上げ、そして倒れた。


　そのスキを悪魔は見み逃のがさなかった。


「ヒャアッ！」


　倒れたベッドを僕たちに向けて蹴け飛とばし、その反動で窓に向かって悪魔が飛ぶ。翼が大きくはためくと、風が生まれて医務室に吹き荒あれる。


「ちっと遊びすぎたぜ！　まさかオレが一人も殺せないなんてなぁ！」


　太い腕うでで窓を破り、そこから悪魔が飛び出した。


　下から吹く風が悪魔の身体からだを持ち上げ、まっすぐに上じよう昇しようしていく。風の法則を無視した飛び方は悪魔ならではだ。


「ま、待ちやがれ……！」


　ボブが追おうとするが、


「ダメだよボブッ！」


　雪伽の叫さけびに、ボブの足が止まった。


「追ったら殺されちゃうよ……！」


　雪伽の見立ては正しい。ケガ人とはいえ、医務室にはまだプロ退魔士がいる。あの悪魔はそれを警けい戒かいして逃げたのだ。


　素人しろうとの僕たちが追ったところで、返り討うちに遭あうだけだ。


　ああ、やっとそういう事が冷静に考えられるようになった。


　遅おそすぎる。何をやっていたんだ僕は。


　我を忘れて悪あく魔まに突とつ撃げきしただけじゃないか。


「大だい丈じよう夫ぶか!?　悪魔はどこへ行った!?」


　ようやく駆けつけてきた退たい魔ま士たち。


　いや、ようやくという言い方はおかしい。悪魔が姿を現してから、まだ二分くらいしか経たっていないのだから。彼らは部屋をざっと見回すと、何人かが窓の外から飛び出していった。ケガをした退魔士も自分で天使を召喚して手の治ち療りようをしている。


　ここからは、プロ退魔士の仕事というわけか。


「君！　しっかりしろ！」


　倒れた柚子に、残った退魔士が集まる。瞳どう孔こうにライトをあて、脈を取る。その後、彼らは僕たちを見て、こう尋たずねた。


「体内の魔ま力りよくが著いちじるしく消しよう耗もうしている……君たち、彼女は何をしたんだ？」


「えっ？」


　僕たちは答えられない。


　柚子は火の玉天使を使っただけだ。むしろ僕たちの中では、消耗が少ない方だ。


　それに引き替かえ、僕は。


　──僕も、何もできなかった。


「くっ……！」


　やっぱり何もできなかった。


　自分を慰なぐさめる言葉はいくらでも出てくる。高校生なんだから、誰だれも死ななかったんだから、精せい一いつ杯ぱいがんばったんだから、本来の仕事じゃないんだから。


　けど。


「うぇ……ママ……どうなっちゃったの……？」


　泣いている女の子が、僕に言い訳をさせてくれない。


　それから柚子が別室に運ばれ、女の子が泣きながら係員に手を引かれていくまでの間、誰も口を開かず、何もする事ができないまま時間が流れた。





　　　　＊





　午前と午後で、これほどまでに気分の落差が激しい日は初めてだった。


　朝は初めての現場に期待と緊きん張ちようを抱いだいてバスに乗ったのに、今はお通つ夜やのような雰ふん囲い気きだ。カグラの弁当には、一口も手をつけられなかった。


　それからしばらく、誰もバスを降りないまま時間が過ぎた。


　たった数分の戦せん闘とうなのに、一日中訓練をするより疲つかれた。


　傷つけられたり、大切なものを奪うばわれたり、そういう直接的な被ひ害がいもそうだが、一番の要因は「自分には何もできない」という無力感だ。


　同じ人間相手の事件なら、まだ救いようがある。だが身体能力は肉にく食しよく獣じゆう以上、加えて魔ま法ほうを扱あつかえる悪魔を前にして、ただの人間ができる事は少ない。


　基き礎そ知識程度とはいえ、訓練を受けた僕たちですら悪魔にかすり傷を負わせた程度だったのだ。


　根本的に違ちがう存在に対し、人は何もできない。


　自然災害よりも厄やつ介かいな脅きよう威いは避さける事もできない。


「フフン。しけた面つら構がまえだな」


　僕の背後から、カグラの声。


　座席の背もたれに乗っていた。


「未熟な貴様らがいくら悩なやんだところで、結果は好転しなかったぞ。むしろ命があった事に感謝すべきだ」


「…………」


「なんだ黙だまりくさって。つまらぬ」


　他人ひと事ごとのように言うが、カグラだって悪魔じゃないか。


　もう、カグラを前と同じような目で見られなくなっている。


　いくら分類をしようが、悪魔は人類とは違う。


　人間を不幸にする力を持っている。それだけで罪なのだ。


「…………」


　また車内に沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　誰一人話をしない車中では、外の音がよく聞こえる。低いバイクのエンジン音が聞こえてきたので外を見ると、クラスＳの人たちが公民館の入り口にバイクを停とめていた。戦闘から帰ってきたのだろう、天使の鎧よろいもボロボロで、だけど顔は笑っている。


「やー、最初は怖こわかったけど、慣れてみると色々勉強になるな」


「俺たちもがんばったよな。お前も一体殺したし」


「お前だって二体もやったじゃん」


「だけど、プロもすごいけど、先せん輩ぱいたちもすごかったな。悪魔の首を一いち撃げきで──」


　ジュースを飲みながら楽しそうに談だん笑しようする彼らを糾きゆう弾だんするつもりはない。むしろ彼らは自分の務めを果たしたのだ。誰に対しても誇ほこって良い。


　それに引き替え。


「おい、お前たち」


　車内に牧原先生が入ってきた。


「先生！」


　全員が立ち上がり、一番訊ききたい事を尋ねようとするのだが、


「高たか遠とお柚子なら心配いらないぞ。簡易寝しん台だいで安静にしている。外傷もないし、しばらく休めば回復するだろう」


「そうですか……」


　安あん堵どする僕たち。絶望しかなかった僕らにとって、唯ゆい一いつ救われる話だった。新学期早々、クラスメイトまで失うわけにはいかない。


　ほっとしたのも束つかの間、今度は満足に柚子を守れなかった自責の念が湧わいてくる。


「お前たち、あまり嬉うれしくなさそうだな」


　そんな僕らを見て、牧原先生がそう評した。


「だって、ねぇ……」


　雪伽に目で訴うつたえられ、僕たちは無言で頷うなずく。


「悪魔に勝てなかった事を悔くいているのだとしたら、それは間ま違ちがいだ。むしろ命があった幸運を喜ぶべきだ」


　言いたい事を察して、牧原先生は即そく座ざにそれを否定してくれた。


「確かに悪魔を取り逃にがしたのは失態だが、お前たちの責任ではない。まだお前たちはプロではなく、手伝いに来た見習いだ。だから責任があるとすれば、現場にいた退魔士と私にある。実際、私はこれから報告書を書かなくてはならない」


　責任はない、と言われたって、はいそうですかと頷けるわけがない。


　あの悪魔が潜せん伏ぷくしていた女性の子供。あの女の子を泣かせたのは僕たちなのだ。


　悪魔によって親と引き離はなされる悲しみは、僕もよく知っている。


「あ、あのっ、先生！」


　勇気を込めて、手を挙げた。


「どうした花村月げつ斗と」


「僕にあの悪魔を捕つかまえるチャンスをください！」


　汚お名めいは返上しなければならない。


　それができないままで、退魔士になれるわけがない。


「おお、そうだな！　俺もお願いします！」


「私も！」


　ボブと雪伽も手を挙げるのだが、


「却きやつ下かだ」


　牧原先生は一言で払はらってのけた。


「どうしてですか!?」


「お前たちの役目ではない。これは退魔士の仕事だ」


「でも！」


「他ほかの職業で考えてみろ。学生にホースを預ける消防士がいるか？　学生に手て錠じようを預ける警察官がいるか？　お前たちが言っている事は、そういう事だ」


「では、彼らはどうなんですか!?」


　僕は窓の外を見る。クラスＳの生徒がバイクに乗って去っていくところだ。また別の現場を手伝うのだろうか。


「彼らにはその資格がある。実戦投入しても問題ない能力を持っている」


　エリート集団のクラスＳ。対して僕らは凸でこ凹ぼこだらけのクラスＸ。


　その差は今日、はっきりと思い知らされた。


　僕たちの表情を見て、牧原先生は頷く。





「お前たちは束になっても、クラスＳの一人にも及およばない」





　改めて言われると、ずしりと重い。


　ここに来た時、先生は僕たちの事を「無能とは限らない」と評価してくれた。それも本音なのだろう。


　それでも勝ち目がないクラスＳ。彼らのようになって、初めて悪魔と戦う権利が得られる。そのくらい強力な相手だという事も、もちろん分かっている。


　けど、それでも。


「どうしても、戦いたいんです！」


　僕は引き下がらない。


「僕は悪魔に親を殺されたんです！　悪魔をこのまま生かしてはおけない！」


　それが職務だったとはいえ、僕の両親を殺したのは悪魔だ。


　この人間界に悪魔がいる事を許しておけない。


「両親の仇かたき、か」


　牧原先生は僕を一いち瞥べつし、


「親を悪魔に殺されたのが、そんなに特別な事か？」


「えっ!?」


「他ならともかく、ここは七星降こう霊れい学園だ。高給に憧あこがれて降霊士を目指す者もいるが、その中でも日本で一番死亡率の高い職業である退たい魔ま士になりたがるのは、得てしてそういう奴やつらだ」


　冷水を浴びせられた気分だった。


　いつもニコニコ笑っている同学年の友人たちにも、僕たちと同じ境きよう遇ぐうの人がいるのだ。今日、この公民館で退魔士になる事を誓ちかった子供もいるかもしれない。


　僕の積年の恨うらみは、平へい凡ぼんなものだったのか。


「悪あく魔まと戦いたかったら、力をつけろ。考え、工く夫ふうし、行動できる力だ」


　先生の言葉が車中に虚むなしく響ひびく。誰も返事をしない。


「動けるようになったら、各自できる範はん囲いでクラスＢを手伝ってやってくれ。だが無理はするな」


　普ふ段だんより柔やわらかい声で、牧原先生はバスを出ていった。普段の彼女なら怒ど鳴なって立たせて動かしていただろうが、今はそうしなかった。


　それが彼女なりの気き遣づかいだと気づくには、少しだけ時間が必要だった。


　僕の頭は真っ白になっていたから。








　他のみんながバスを降りても、僕と雪伽はバスの席から動けなかった。


　先生の言葉が胸に刺ささって、それがいつまでも抜ぬけない。


　悪魔の力を見せつけられ、自分たちの無力さを痛感し、その上で何ができるのか僕には分からなくなっていた。


　いや、本当は分かっている。


　まだ公民館には避ひ難なんしてきた人がいる。彼らを助けている退魔士やクラスＢの人たちの手助けをしなければならない。


　だけど身体からだが重い。動きたくない。


「おい、クラスＸいるか!?」


　沈しずんだ空気が充じゆう満まんしているバスに、クラスＢの男子がやってきた。


「どうしたの？」


「どうしたのじゃねーよ！　あの女の子、お前たちが召しよう喚かんしたんだって？」


　僕は背後にいる雪伽を見る。


　女の子と聞いて連想するのは、あの騒さわがしい悪魔。


　すぐに立ち上がり、バスから出た。


　クラスＢの男子に道を教わり、調理室へ向かう。


　陰いん鬱うつな気持ちは、走っている間に頭から抜け落ちていた。


「フハハハハハハ！　吾わが輩はいにかかれば夕食などお手の物よ！」


　避難民の炊たき出しだろう。料理教室が開かれる事もあるという調理室で、何台もの寸ずん胴どう鍋なべを操あやつっているカグラがいた。調理をしているので人間の少女の姿になっている。


　彼女が作るのを、食事当番であろうクラスＢの女子たちは見ているだけだった。


「隠かくし味はクリムゾンホルスタインの赤い牛乳から作ったバターだ！　これを投入することによって味にまろやかさが出る！　見ろ、この血の池地じ獄ごくのような赤い豚とん汁じるを！　そこにカンタレラグモの巣を投入して──」


　クラスＢの女子だけではない。


　公民館の職員も、調理室に近づいた避難民も、全員カグラから距きよ離りを置いている。


　うかつに声をかけられないのだ。


　悪魔だから。


　クラスＢの生徒が僕たちを呼びに来たのも、そういう理由なのだ。人間が勝手に料理をしたならば、自分で直接言えばよいのに、それができない。


　カグラが、悪魔だから。


　その気になれば、指先ひとつで僕らの生死を左右できる存在だから。


「カグラ」


　僕はカグラの前に立つ。


「おお月斗！　ちょうど良いところに！　味見をしろ！」


　差し出された小皿を──僕は手ではじき飛ばす。


　床ゆかに落ちた小皿を見ると、カグラの表情が変わった。


「……どういうつもりだ貴様」


「そっちこそ、どういうつもりだよ」


「吾輩は料理をしている！　他に理由があるのか!?」


「誰だれも頼たのんでないんだよ！　悪魔の料理なんて食べたいって思わないんだ！」


　僕の中の鬱うつ屈くつした気持ちを全すべて声に変へん換かんして、カグラにぶつけた。


　八つ当たり？


　違ちがう、これは僕が溜ためていた感情だ。


「君のせいで、僕らは悪魔使いになってしまったんだ！　君たち悪魔が、僕らの生活を壊こわしたんだ！　君と契けい約やくしていなかったら、とっくに殺している！」


「……月斗」


　カグラの表情が変わった。


　そんな顔のカグラを、初めて見た。


　大きなため息と共に、僕は最後の言葉を吐はき出す。


「僕は……父さんや母さんとは違うんだ……悪魔なんか呼び出して、平気でいられるわけがないじゃないか」


　それだけ言い置いて、僕は歩きだした。


　今だけは悪魔を見たくなかった。


　あのガーゴイル型の悪魔との戦い。カグラの魔ま力りよくを使って、巨きよ大だいな塊かたまりを練り上げた時。その力を悪魔に行使できるかもしれないと思った時。


　──心底楽しかった自分を、心から気持ち悪いと思ったんだ。


　これではどっちが悪魔だか分かったものじゃない。


　僕は人間だ。カグラとは違う。








　柚子が簡易寝しん台だいに寝ねかされているというので、そちらに向かったのだが、


「ああ、あの綺き麗れいな学生さん？　目が覚めたらどこか行っちゃったよ」


　隣となりの寝台で寝ていたおじいさんに会え釈しやくして、僕は柚子を捜さがすために部屋を出た。起きたのなら、そう言ってくれれば良かったのに。


　色々と混乱する頭を落ちつけたくて、公民館の中を彷徨さまよい歩いていると、ベンチに座っている柚子を偶ぐう然ぜん発見した。


「あ……」


　膝ひざの上にノートＰＣを載のせて、一心不乱にキーボードを叩たたいている。周囲を歩く人たちも、仕事をしているのだと思ってか声をかけず、同じベンチに座ったりもしない。


「寝てなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」


「……うん」


　僕が隣に座ると、柚子はこちらを見もせずに頷うなずいた。


「そっか。心配したよ」


「…………」


　血を止めるためか、鼻に丸めたティッシュが入っている。美人が台無しだと思ったが、あえて指し摘てきしなかった。


「……ごめん」


　唐とう突とつに、柚子が謝る。キーボードを叩く音が止まったと思ったら、髪かみを搔かきむしって目を伏ふせた。


「何が？」


「……心配されるの、慣れてないの」


「そりゃ、誰だって心配するよ！　あんな風に、倒たおれて、それで……」


　そういえば、彼女がどうして倒れたのか知らない。


　著いちじるしく魔力を消費しているって言ってたけど──


「……ごめん」


　もう一度、今度はもっと重い声での謝罪。


「本当に、ごめん。あんなので倒れるなんて」


　柚子も辛つらいのだ。


　彼女の苦しそうな顔を見ていると、僕はそれ以上何も訊きく事ができない。


　いたたまれない気持ちになり、その場から逃にげだそうかとも思った。だけど柚子の顔を見ていると、それも許されない気がする。


「……私、魔力がないの」


　ぽつりと、彼女は告白した。


「生まれつき、普ふ通つうの人より魔力が少ないの。四分の一以下なんだって」


「だから天使召喚で倒れたんだ──」


　人間が体内に貯蔵している魔力に個人差はそれほどないと言われている。ＩＱのようなもので、平均値が一〇〇とするなら、八〇から一二〇の域を出る人はほとんどいない。もちろん例外もあって、生まれつき膨ぼう大だいな魔力を持っている人もいれば、日々の訓練によって魔力を鍛きたえている降霊士もいる。


　柚子はその反対なのだ。


　天使召喚をするためには、魔力が必要になる。その力を行使するために捧ささげる生いけ贄にえであり、推進剤となる燃料だ。


　四分の一以下という事は、二〇くらい。他ほかの人と同じように天使を召喚しても、四倍から五倍消しよう耗もうする。


　魔力なんて、召喚をしない一いつ般ぱん人じんにとっては何の関係もない力だ。


　けど、降霊士にとっては生命線となる。


「……入学の時、適性テストでひっかかった。でも私、どうしても退魔士になりたかった。だからいっぱい工夫した。少ない魔力で天使召喚できるように、自分でプログラム作って、何度も改良して──」


　一年の時、柚子と同じクラスだったクラスＳの生徒から聞いた事がある。


　柚子は成績だけなら学年トップクラスで、運動だって苦手な方ではなかったという。だけど担任とよく揉もめて、ついには学校へ来なくなったそうだ。


　担任の先生と何を揉めたのか僕の知るところではないが、それでも柚子はずっと努力を続けてきたそうだ。


「……なのに、イザって時には火の玉一発でこうなる。私よりずっと魔力のある人でも、悪あく魔まには敵かなわない」


　あの時、柚子はケータイで天使を召喚した。


　そのケータイには自作のプログラムを使っていなかったのか、あるいは使っていたのに消耗してしまったのか。とにかく彼女が望んだ結果にはならなかった。


「……悔くやしいっ」


　柚子が歯を食いしばる。


　泣きそうなのを堪こらえているのだ。


「こんな身体、大だい嫌きらい。退たい魔ま士になりたいだけなのに」


　ハンデがあると知りつつ、それでも目指したいのか。


「……新学期の初日……私、カグラのお弁当が食べたいって、言ったよね」


「う、うん」


　あの発言のおかげで、柚子もボブもカグラのお弁当を食べる事になった。それから昼食はみんなで集まり、結果としてクラスがまとまったように思えたのだけど。


「……あれも理由があったの。悪魔が作ったお弁当なら、魔力が増えるかと思って……でもダメだった」


「そう……だったんだ」


　女の子が喜んで食べるような見た目の弁当ではない。それでも柚子はなりふり構っていられなかったのだ。


「どうして、退魔士になりたいと思ったの？」


　そう訊くと、柚子は鼻を啜すすりながら、こう答えてくれた。


「……カッコいいから」


「え？」


「……いいじゃない別に。アイドルや野球選手に憧あこがれる人がいるみたいに、そういう理由で退魔士になったって」


　否定はしない。


　本当に自己満足な理由だと思う。だけどそれは間ま違ちがった事ではない。


　自分の好きな自分になるために、がんばる。それは未来への原動力だ。と、中学の時の担任の先生が言っていた。


　両親の復ふく讐しゆうのために退魔士を目指すのだって、言ってしまえば自己満足だしね。


「……何よ。もっと笑いなさいよ」


　泣き顔で真っ赤な顔の柚子。


　本当は彼女をもっと肯こう定ていしてあげたい。


　しかし悪魔との実戦を経験した今となっては、きっぱりと否定して現実を突つきつけるのも優やさしさの一つだと思う。


　柚子の魔力の少なさは、これから先も足を引っ張るだろう。


　それならもっと適した職業を目指すように諭さとすべきかもしれない。


　けど、僕にはどうしても──


「……バカ」


　小さな手が、僕を叩く。


「……真しん剣けんに悩なやまないで。私の事なのに」


　彼女は向こうを向いていた。


「悩むよ。仲間だもん」


「……バカ」


　もう一度、彼女は僕を罵ば倒とうする。


「……でも、話聞いてくれて、ちょっと元気でた。ありがと」


　結論は出なかったけど、少しだけ笑った柚子を見て、僕も少しだけ元気をもらった。


　悩んでいるのは、僕だけではないのだ。








　柚子と別れると、足が先ほどより軽くなった。


　誰だれかと悩みを共有したせいだろうか。それとも柚子の普ふ段だん見られない顔を見た事でホッとしたからだろうか。


　ともあれ、僕の心にも少しだけ余よ裕ゆうが生まれた。


　悩んでいるだけじゃダメだ。


　クラスＢも働いているのだ。僕にも手伝える事がある。仮にも七星降こう霊れい学園の生徒なのだから、まずは悪魔にやられた人を少しでも助けるべきだ。


「おっ、月斗」


　そう考えながら歩いていると、ボブに出くわした。


「ちょうどいいや。付き合ってくれ」


　親指でとある部屋を指さすボブ。


　そこは閉とざされた部屋。僕はそこが何に使う部屋か知っている。


「こ、こんな所でどうするの？」


　普通なら絶対に行かない部屋だけど、ボブは平然とそこに入っていく。


「ま、手伝えとは言わねーよ。見てるだけでもいい」


　ボブがドアを開けると、薬の臭においがした。





　広い部屋に並べられている、遺い体たい袋ぶくろ。





「……っ」


　思わず、顔を背そむけたくなった。


　明かりのない部屋に並んでいる、一〇人ほどの遺体。袋ふくろに入っているため、年ねん齢れいも性別も分からない。だけど死因は同じだ。


　牧原先生は、幸運だと言った。僕たちは悪魔と戦っても生きているのだから。


　けど、この人たちは違ちがう。


　もう、二度と家族に会うこともない。


　これから降霊士のチェックを経へて、正式に病院へ搬はん送そうされ、遺族の元へ届けられる。この部屋はそのための待機所のようなもの。


　それらはとてもシステマティックにできている。悪魔に殺された人間をできる限り早く埋まい葬そうするために、専用の葬そう儀ぎ場や火か葬そう場ばまであるくらいだ。それだけ悪魔に殺される人間が多いのである。


「……ボブ？」


　彼は床ゆかに膝ひざをつき、両手を合わせた。


　僕もそれに倣ならい、目を閉じて死者への追つい悼とうの意を示す。





　静かな部屋に、ボブがお経きようを読み上げる声が聞こえた。





　お経を唱えられる事にも驚おどろいたが、経本も何も見ずに暗記している事には言葉が出なかった。


　色々尋たずねたかったけど、僕は目を閉じたまま黙だまっていた。ボブがまだお経を唱えているのだから、邪じや魔まをしてはいけない。


　天使による処理が施ほどこされているせいか、死体の臭いはしなかった。だからまるで、袋に向かってボブが意味のない単語を喋しやべっているようにも見える。それほど現実感に欠ける光景だった。


　そして僕はそのただ中で、何も考えられずに流されるまま目を閉じた。不思議とボブの声は僕の身体からだによく染しみ、汚よごれを洗い流してくれるようだった。


　お経は三分ほどで終わった。


　暗い部屋にボブの声の余よ韻いんが響ひびく。


「……こんなもんか。簡単だけど、経くらいはあげとかないとな」


「普通は、しないの？」


「しねーな。悪魔に殺された人は、体内に悪魔が残した卵や爆ばく弾だんが残ってる可能性があるから、さっさと処理しちまうんだ」


　知らなかった。


　だとすると、満足にお葬そう式しきをあげられる家庭も少ないのか。


「じゃあ遺族に遺体を引き渡わたすのも──」


「ちゃんとチェックして問題なかったホトケさんならオーケーだけどよ、残留物がなくても状態がひどけりゃそのまま火か葬そうしちまうケースもあるんだぜ」


　悪魔の攻こう撃げきは、事故や病気よりもひどい結末を人間に与あたえる。五体満足で死ねた人はまだ幸運なのか。


「けどよ、それじゃ寂さびしいよな」


「うん……」


　ボブはどうしてそんな事を知っているのだろう。お経まで唱えて。それにボブの言葉が正しいなら、この死体の中に悪魔の残留物があるかもしれないのに。


「ボブって、何者なの？」


「何者ってほどのモンじゃねーけどよ。俺ん家ち、そういう家系なんだわ。昔から悪魔退治やってる、古い連中の集まりでよ」


「それって、古式退魔術オールドエクソシズム？」


「そ。現代の降霊術が普ふ及きゆうしてからは、古い退たい魔ま法ほうだってんで隅すみっこに追いやられた技わざだ」


　かつては陰おん陽みよう術や密教に代表される日本古来の退魔術は、今や完全に廃すたれていた。昔はそれでなんとかなったのだろうが、現代にはびこる悪魔に組織的に対たい抗こうするためには、天使召しよう喚かんほど便利な技はなかった。


「昔からそればっかり教えられてたもんで、天使召喚の成績はサッパリでよ。だからクラスＸに配属されたんだなぁ」


　短い髪かみを搔かいて笑うボブ。


「けどよ、死者を慰なぐさめるのは天使にゃできないんだぜ。現代式の死体処理をする前に古式退魔術の葬式をやっとくと、腐ふ乱らん蘇そ生せいや悪あく魔ま孵がえりが二割くらい予防できるんだぜ。だけどそんな事、誰も教えてくれねーのな」


　そう言って、ボブはもう一度死者に手を合わせた。


　彼の事を知れば知るほど、ボブというアダ名から遠ざかっていく気がする。本当の彼はとても繊せん細さいで、細やかな男だ。それに日本古来の技が加わって、なんだか分からない人間に形作られてゆく。


「それに時代や技術が変わっても、死者への敬意は忘れねーようにしないとな」


「うん」


　そんな死者を作る、悪あく魔まへの敵意も忘れてはならないと思った。


　時じ代だい遅おくれとされる古式退魔術だって、元々は人を救いたいという想おもいから生まれたものだ。天使召喚とは全然違うやり方だけど、その想いだけは受け継つがなくては。


「なぁ、月斗。これって、役に立ってると思うか？」


「思うよ」


　死者は言葉を発しない。遺族もここにはいない。


　でも弔とむらいは必要だと思うし、二割という確率でも悪魔から死体を守る行こう為いは立派な退魔士の仕事だ。


「そっか。俺はこんくらいしかできないからよ。だけど、できる事から始めねーと、って思ってな」


「できる事……か」


　僕にできる事って何だろう。


「ま、お互たがいがんばろうぜ」


　彼の強い意志が伝わり、僕の中にも少しだけ火がついた。


　それはまだ小さな火だけど、ポカポカと温かい何かが全身に広がっていくようだった。








　公民館の会議室で、雪伽と会った。


　あの戦せん闘とうの後、ほとんど会話していない。


　僕に蓄ちく積せきしている負の感情を、彼女にぶつけてしまうのではないかと恐おそれたのだ。その結果、全すべてをカグラにぶつけてしまった。


「あ、にぃちゃん」


　無人の会議室で、彼女は銃じゆうを構えていた。


　悪魔の力を具現化した銃。フルオートの拳けん銃じゆうに似た形をしているが、カグラのオリジナルデザインだという。その銃口から発射されるのは、魔ま力りよくの弾たま。実じつ弾だんよりも弱いのは、弾丸に込められている魔力の低さのせいだ。対人戦ならともかく、対悪魔戦では魔力をどれだけ相手にぶつけるかが問われる。


「何……してるの」


「照準のズレを見てるの。さっきハズしちゃったの、カグラのせいだよ。この銃、天使のやつより威い力りよくはあるけどクセが強いの」


　驚いた。


　いつも怖こわい事があると布ふ団とんに逃にげ込んでいた雪伽が、戦う意志を見せている。


　だけど──ああ、良かった。


　僕はまだ冷静でいられる。雪伽の事を見ていられる。


　彼女のそれが強がりであると、見み抜ぬく事ができる。


「にぃちゃん？」


　僕の手が、銃を持つ雪伽の手を握にぎる。


　震ふるえていた。


「……怖いの？」


「怖い、よ」


　銃を置き、雪伽は僕の手を握り返す。手を通して彼女の恐きよう怖ふが伝わってきた。


　強がっていても、僕には分かる。


「怖いよ、にぃちゃん」


　雪伽が僕にしがみついてきた。


「次に襲おそわれたら、どうしていいか分からない。銃で撃うっても当たるか分かんない。殺されちゃうかもしれない、にぃちゃんが死んじゃうかもしれない──」


　鼻を啜すする雪伽の身体を、僕は抱だきしめる事しかできない。僕が雪伽を包み込むと、安心したのか泣き声はさらに大きくなった。


「怖いよぉ、にぃちゃん」


　これが、普ふ通つうの反応だ。悪魔と戦って恐怖を覚えない方がおかしい。あのボブだってビビっていた。むしろ気き丈じように振ふる舞まえる余よ裕ゆうがあるだけ、雪伽は強い。


「雪伽──」


「悪魔に殺されるのイヤだよ。にぃちゃんが死ぬの、イヤだよぉ……」


　大だい丈じよう夫ぶ、と安易な言葉をかけようとして、僕は止まる。


　雪伽を守るのは、僕の役目だ。


　だけどあの時、僕は逆に雪伽に助けられた。ヘタをしたら死んでいたかもしれない。悪魔を倒たおすどころじゃない。カグラの力で自じ滅めつしていたかもしれない。


　僕は雪伽を守りたい。世界で一番大切な妹なんだ。


　──だったら、考えろ。


　雪伽に笑ってもらうには、どうしたらいいか。


　僕は雪伽を抱きしめたまま、机に置かれた黒い銃を見る。


　十じゆう字じ架かをモチーフにした、カグラ特製の拳銃だ。これがなかったら、僕は死んでいた。


　そして僕の盾たてがなければ、雪伽は死んでいた。


「悪魔使い……か」


　その言葉の意味を、よく嚙かみ締しめる。


　僕は、悪魔が嫌きらいだ。


　だけど、雪伽が傷つくのはもっと嫌いなんだ。


　迷う必要なんか、最初からなかったのかもしれない。


「雪伽」


　僕は優やさしく雪伽の頭を撫なでる。
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「僕に任せて。もう雪伽を怖がらせたりしない」


「にぃちゃん……？」


「大丈夫。もう大丈夫だから」


　抱だいていた腕うでを放し、視線を下げて雪伽の目を見る。


　目め尻じりに残った涙なみだを指で拭ぬぐい取り、僕は自信を持って笑いかける。


　──そうだ。雪伽を助ける方法はあるんだ。


　もう、誰だれも傷つけさせたりしない。


「ありがと、にぃちゃん」


　潤うるんだ目で雪伽が笑いかける。


　そこへ、扉とびらが開く音がした。


「あ──」


　カグラだった。


　まだ人間の姿で、小さな鍋なべを手にしている。


「カグラ……」


　人間の姿をしているが、彼女も悪魔だ。


　僕たちの味方だと分かっていても、悪魔に対する憎にくしみはあった。


　──さっきまでは。


「……ん」


　カグラが差し出した鍋からは、食しよく欲よくをそそる匂においがした。


「これ……！」


　カグラが作ったのだろう、豚とん汁じるが入っていた。


　普通の豚汁だ。


　赤くも黒くもない、味み噌その入ったスープ。具材もニンジンやジャガイモ、ゴボウに豚ぶた肉にくと変わった所はない。


「そ、その……吾わが輩はいも人間の生活を面めん倒どう見ると言った手前、食事を勉強せねばと思ったのだ。材料はここにあったから、それをマニュアル通りに作ってみたのだが」


　カグラにしては珍めずらしく、言葉を濁にごしている。いつもなら怒ど鳴なり散らして「黙だまって食え！」と無む理り矢や理り食べさせているだろうに。


　僕は鍋の豚汁をお椀わんに取り、雪伽にも渡わたす。


「……いただきます」


　せっかく作ってくれたのだから、食べるべきだ。なにより、この豚汁は悪魔に対する嫌けん悪お感かんがない。


　まず汁しるを一口すすり、そしてニンジンから食べる。


　──これは。


「フツー……だね」


「うん、フツーに美味しいね」


　雪伽も同じ感想だった。


　マニュアル通りに作ったのだからフツーに美味しくて当然だが、カグラの作る料理は見た目は奇き抜ばつだけどビックリするくらい美味おいしいのだ。


　だけど、注目すべきはそこではない。


　カグラが、僕たちのために見た目にこだわった料理を作った。


　それが意図するものは──


「ええい、吾輩も、よく分からぬのだ！」


　僕が尋たずねる前に、カグラがむくれる。


「過去の記き憶おくがないせいか、こういう時にどう振る舞っていいのか分からぬ！　ただ月斗と雪伽に拒きよ絶ぜつされるのは、その、なんというか、苦しいのだ……！」


　嫌われたくないって、悪魔でもそういう感情があるのか。


　それとも天使が混ざっているせいで迷いが生じたのか。


　いや、その前に。


「過去の記憶がないの？」


　そんな事、初めて聞いた。


「吾輩の記憶は断だん片ぺんでしかないのだ。天使にはもともと記憶という概がい念ねんが存在しないがな。おそらく融ゆう合ごうによる副作用であろう」


「どうして言わなかったんだよ？」


「言っても詮せん無ないだろう。貴様らは吾輩の事など知ろうともしなかったではないか」


「……そうだね」


　考えてみれば、カグラのする事に文句をつけるだけで、カグラ自身の性質を知る機会があまりなかった。だから雪伽も今になって銃の照準を確かめているわけだし。


「ごめんカグラ。これからは、君をもっと知る事にする」


「ほう？」


「というか、知らなきゃならないんだ」


　僕も、覚かく悟ごを決めた。


　豚汁を全すべて食べ尽つくして、カグラに告げる。





「カグラ。君をもっと利用するためには、どうしたらいい？」





　悪あく魔まと対たい抗こうするには、悪魔が必要だ。


　それこそ道具のように使いこなさなければ、スタートラインにも立てない。


　僕にはその気持ちが足りなかった。


　悪魔を許さないと言っておきながら、カグラに遠えん慮りよしてたんだ。カグラだけじゃない。僕の弱さからくる躊ちゆう躇ちよが、全てを邪じや魔ましている。


　悪魔に勝つために手段を選んではダメなのだ。


「ほほう、とうとうその気になったか」


　カグラが舌をペロリとのぞかせて微笑ほほえむ。


「え？」


「家事だけでは物足りぬので、娼しよう婦ふとしての仕事も望むようになったのだな。あい分かった、悪魔的な技術でもって貴様を虜とりこにしてやろう」


　そして僕の首に腕を回してくる。爪つま先さき立だちで僕を見上げながら、不敵に笑うカグラ。その吐と息いきが僕の唇くちびるにかかって──


「ダメって言ってるでしょ！」


　やっぱり雪伽に引き剝はがされる。おなじみのパターンだけど、毎回やられる度たびにドキドキするのは、カグラの悪魔的な微笑みのせいだろうか。


「そ、そうじゃなくてカグラ。僕は君の力をもっと使いたいんだ。悪魔を倒すために」


「なんだ、そういう事か」


　つまらなそうに口を尖とがらせるカグラ。


「まぁ、それはそれで面おも白しろいぞ。人間らしくなくて」


「人間らしくない……かな」


「うむ、我ら悪魔族を脅きよう威いと評しておきながら、その力を使し役えきする──まさにアクマだ」


「アクマ？」


「悪魔とは他者を食い、利用し、貶おとしめる存在を指す言葉に過ぎぬ。ならば我々の種族が誰かを指してそう呼んでも不思議ではあるまい？」


　悪魔にとっての、悪魔。


　褒ほめ言葉にも聞こえるし、侮ぶ蔑べつにも聞こえる。


「だがっ！　まだ及きゆう第だい点てんではないな！」


「分かってる。僕は悪魔を倒すためなら、何でも利用する。他ほかの人も、クラスのみんなも、雪伽だって利用する」


「ならば吾輩の全てを味わっても良かろうに。勉強になるぞ？」


　と、カグラが指で僕の顎あごを撫でる。ゾクッと背筋が寒くなり、慌あわてて下がる。


「だから、その姿でそういう事やめてよ！　児童ポルノ法にひっかかるから！」


「なんだ、月斗はもう少し大人の女が好みか？」


「いい加減にしなさいっ！」


　雪伽がカグラを引き剝がす。このやりとりは別に今に限った事ではなく、カグラは隙すきあらば僕と雪伽をからかうのだ。


「もう！　どうしてカグラはいつもにぃちゃんにエッチな事するの!?」


　言われてみると、確かにそうだ。クラスのみんなに弁当を作ったりするけど、エッチな事を言ってからかうのは僕だけだ。


「……どうしてか、と訊きかれれば」


　説教のつもりで怒鳴った雪伽の言葉に、カグラは首をかしげる。


「そんな記憶があった気がするのだ。誰かと親しく話していて──吾輩が性的な奉ほう仕しをしようとすると、どこからともなくツッコミが入る。そんな懐なつかしい──」


「それって、アバドンの記憶？」


「相手は人間なのだ。貴様らのような男女で……よく似ていた」


「似てる？」


「それって、もしかして」


　僕と雪伽に似ている男女って、父と母の事だろうか。


「ねぇカグラ！　僕の父さんと母さんを知ってるの!?」


「ええい、だから気がすると言っているだろうが！」


　八や重え歯ばを剝むいて怒おこるカグラ。


「第一、貴様らの両親は退たい魔ま士なのだろうが！　吾輩と戦った事もあるやもしれぬ相手だから、記憶に残っていても不思議ではなかろう！」


　僕たちの両親は「第七聖戦」で命を落とした。


　という事は、もしも両親を覚えているのだとしたら、カグラ──もとい、アバドンも「第七聖戦」で戦ったという事か。息むす子この僕が言うのもなんだけど、両親はムチャクチャ強かったから、悪魔の間でも有名だったのかもしれない。


　人間にも有名だ──悪魔使いとして。


　つい数時間前は、その言葉を嫌けん悪おしていた。


　だけど、今は違ちがう。


「僕も……悪魔使いになる。そのために、もっと勉強するから」


「それには及およばぬ。貴様らはもう気づき始めている」


　カグラが、僕を指さす。


「何が？」


「悪魔と戦う事の本質だ。人じん智ちを超こえた力が欲しければ、悪魔的な手段でいくらでもくれてやる。だがそれだけでは勝てぬ。貴様らは分かっているだろう？」


　カグラの言う通りだ。


　少なくとも、これから僕はどうすればいいのか分かった。


　やっぱりきちんと話をして正解だった。


「じゃあカグラ。悪魔使いとして、君に命令するよ」


　僕は指を立てて、明確な意志をもって悪魔を使役する。




　Page4　近接戦闘マニュアル

　集団戦／単独や少人数での戦闘を避けるために








「はい、にぃちゃん。あーんして。この羽が生えてる虫みたいなの、食べて」


「ホレ月げつ斗とよ、口を開けろ。このフジミミミズが精力をつけてくれるのだ」


　僕の左右から、蠢うごめく食材を口に入れようとする箸はしが二膳ぜん。


　雪せつ伽かとカグラだ。僕の隣となりに座っている雪伽と、僕の膝ひざの上に座っているカグラが競きそうようにして僕に食べさせようとしてくれている。気持ちはありがたいんだけど、この姿を誰だれかに見られたら──
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「なっ!?」


　とか考えていたら、会議室にボブと柚ゆ子ずが入ってきた。二人とも僕の姿を見て硬こう直ちよくしている。悪いものを見たように、気まずそうな顔になる。


「おいユズコ、最近はああいうのが流行はやってんのか？　俺、時じ代だい遅おくれなのかな」


「……安心して。異常なのはあっちだから」


「ま、待って！　違うんだよ、これは！」


　立ち上がって弁解したいのだけど、カグラが膝に乗っていて動けない。これじゃまるで僕が二人を侍はべらせているようじゃないか。


「フハハハハ、こうしていると新しん婚こん夫ふう婦ふのようではないか！」


　ちょっとカグラ、空気読んでよ！　ますます誤解されるじゃないか！


「テメェ月斗！　どういうつもりだゴルァ！」


　やっぱりボブが僕に詰つめ寄ってきた。


「悪魔に負けてすっげーヘコんで『お互たがい元気だそうぜ』みたいな感じで別れたのに、戻もどってきたらハーレムかよ！　何があったんだよ一体!?」


　そうか、ボブ視点で見ればそうなるのか。柚子もきっと同じ気持ちなのだろう。僕だって驚おどろいている。


「だから聞いてよ！　違うんだってば！」


　なんとかボブをなだめすかして、現状を説明する。


　とにかく食事をしようとカグラに新しい豚とん汁じるを作らせたのはいいけれど、味見をしようとしたらカグラが膝の上に乗ってきた事。雪伽に対抗して、僕に食べさせようとした事を懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したんだ。


「……つまり、カグラは雪伽の真ま似ねをしたって事か？」


「そう、そうなんだよ！」


「じゃあ、雪伽はどうなんだ？　お前ん家、日常的に『あーん』とかやってるのかよ？」


「え？　やらないの？」


　どこの家でもやっていると思ったんだけど。僕も美味おいしいものは雪伽に食べさせたりするし。仲のいい家族なら当たり前じゃないの？


「あー……まぁ、お前ん家ならいつもの事だよな、うん」


　頷うなずくボブだけど、ちっとも納なつ得とくしたように見えないのはどうしてだろう。


「……だけど、どうしたの突とつ然ぜん、豚汁なんか」


　鍋なべを覗のぞき込む柚子に、僕はこう答えた。


「やっぱり、元気をつけるには食事からだよ」


「……元気つけて、どうするの？」


「何でもするよ。僕たちには、まだできる事がある」


　悩なやむ事はない。


　まだ僕たちは全すべての手段を出し尽つくしたわけじゃないんだ。


「僕たち、悪魔使いになるって決めたんだ」


　決意を口に出してみると、自分がやるべき事が見えてくる。


「僕たちは悪魔を利用して、知って、強くなるんだ。天使だけじゃなく、悪魔を使って誰かを助けたっていいんだよ。みんな知ってるでしょ？　カグラの豚汁は見た目は悪いけど、美味しいし、僕らの力になる」


「──私も、決めたもん」


　照れながら、雪伽もカグラの頭を撫なでる。


「にぃちゃんと一いつ緒しよなら、悪魔使いにだってなってやるもん！」


　もうカグラに対する恐きよう怖ふはなくなったようだ。それに僕だって同じだ。雪伽が側そばにいれば、悪魔使いになる事なんてちっとも怖こわくない。


「さぁ貴様ら、とっとと喰らえ！　冷めてしまうぞ！」


　カグラに言われて、僕たちは慌てて手を合わせる。


「……バカみたい」


　ため息をつく柚子。


「……だけど、悩んでばかりで何もしないのは、もっとバカね」


　と、柚子は白米と豚汁を手に取った。


「……そうだよな！　どんな手を使ったっていいんだよな！　最終的に誰かが助かりゃいいんだよ！　乗ったぜ、その考え！」


　ボブも明るい表情で割り箸ばしを割る。


「いただきます！」


　気持ちの良い号令の後、クラスＸはしばらく無言になった。


　やっぱりみんな、お腹なかがすいていたのだ。








　食べてから話し合おうと言ったものの、食事の最中の会話から自然にディスカッションに移っていった。


　悪あく魔まに対たい抗こうするために何ができるか、僕たちは自分の事を話した。


　話せば話すほど仲間の事を知り、そして感心する。


　やっぱりクラスＸのみんなはすごい。とんでもない才能を秘ひめている。柚子のプログラミングの才能や、ボブの古式退魔術、普ふ通つうの生徒は持っていないスキルが山ほど出てきた。


　共通するのは、学校の科目の才能が認められなかったという一点のみ。


　学校が認めないのであれば、僕が認める。


　彼らは優ゆう秀しゆうな退魔士になれると、僕は確信している。


「他ほかに何かあるかー？」


「……私と雪伽、どっちも伝令に使える」


　ひとつのテーブルに紙を置いて、僕たちは意見を出し合う。柚子の指が示すのは、雪伽の技わざにある「大音量」という落書きみたいな案。自分にできるどんな小さな力も書いていこうと話し合ったのだ。


「あ、そっか。音くらいなら出せるもんね。じゃあにぃちゃんの盾たても音出るよ」


「それでは不充分だな。花はな村むら月斗を囮おとりに使うのなら、より強固な防ぼう御ぎよが必要になる」


　横から誰のでもない手が伸のび、紙をサッと奪うばい取った。


「あっ!?」


　牧まき原はら先生だった。


　──ヤバい！　あの紙！


「……か、返して！」


　柚子が手を伸ばすが、小柄な彼女では安全靴を履はいた牧原先生には届かない。


　あの紙は教師に見られたらマズいものが書かれている。校則どころか法律をもブッちぎっている能力まで書いてあるのだ。


「ふむ」


　だけど牧原先生は何も言わずに、紙をテーブルに戻す。


　そして会議室を見回し、


「何だ？」


　カグラと目が合う。


「……ネコの姿ではないのか」


　ホッとしている牧原先生。


「この姿が好みか？」


　と、カグラが一いつ瞬しゆんでネコの姿に化けると、


「……っ！　も、元に戻ってよいぞ！」


「元も何も、吾わが輩はいの元の姿がコレなのだが」


「では娘むすめの姿になれ！　私が許可する」


　──もしかして、牧原先生ってネコが苦手なのだろうか。


　カグラもそれを知ってか知らずか、牧原先生にゆっくりとにじり寄っていく。そして先生は一歩ずつ後退していった。


「カグラ。やめてあげて」


「フン。月斗が言うなら仕方ない」


　僕が命令すると、カグラは素す直なおに少女の姿に戻った。


「……むぅ……！」


　牧原先生は額の汗あせを拭ぬぐうと、気を取り直して僕たちを見る。


「実を言うと、お前たちの話は先ほどからずっと聞いていた」


「えっ!?」


　てことは、学校に対する不満とか、バレたら退学になりそうな秘密とかも全部聞かれていたというのか。


「花村月斗」


「は、はい！」


　反射的に気をつけをしてしまう僕。


　怯おびえる僕の肩かたに、牧原先生の手が置かれた。


「お前が委員長だ。これからもみんなを引っ張ってくれ」


「……え？」


「だな」


「……だね」


　ボブも柚子も当然と言わんばかりに頷いている。


「な、なんで？　僕、何もしてないよ？」


「お前が一番、皆みなの心を動かした」


「で、でも、仕切るのはボブの方が上手じゃなかった？」


「んなこたぁねーよ。俺は意見をまとめたりしただけだ。方向性を示したのはお前だ」


「そういう事だ。適切な指示を出すのはリーダーでなくとも構わない。リーダーに必要な資質は、行くか戻るかの判断を即そく座ざに出して伝えられるかどうかだ」


　そんな事、やったっけ。


　僕がした事なんて、雪伽を慰なぐさめたりみんなと一緒にごはん食べたりしただけで。


「そんなんで、いいのかな……？」


「いいんだよ」


　雪伽が嬉うれしそうに笑っている。


「にぃちゃんは、それでいいの」


　自信を持って語られると、そう思えてくる。


「私にとっては、いつもにぃちゃんがリーダーだよ」


「おう、そうだな！　俺たちのアニキって事で！」


「……アニキ」


　なんだか話が変な方向へ向かってるぞ。ていうか柚子はともかく、僕より背の高い弟なんてイヤだよ。


「で、次にこれについてだが──」


　牧原先生が机の上のヤバい紙を見る。


　忘れてた。むしろそっちの方が問題だ。


「お前たちの能力は、実は最初から知っていた」


「ええっ!?」


「……なんで全員驚く。たった四人──欠席者を加えても六人しかいないクラスで、生徒の詳くわしい事情まで把は握あくできない教師がいるわけないだろうが」


　それもそうか。はみ出し者が集まったクラスなのだから、「どうはみ出しているか」を調べないとやっていけない。しかも牧原先生は几き帳ちよう面めんな性格だ。生徒に合わせた運動メニューを作れるのだから、大たい抵ていの事情は知っていたに違いない。


「私が言いたいのは、それを踏ふまえて何ができるかだ。意見を出し合った結果『資材の運うん搬ぱん』『負傷者の救助』『緊きん急きゆう時の伝令』──なるほど、確かにそれらにも有効だが」


　牧原先生は紙をもう一度手に取り、僕たちに見せた。


「どうしてこの中に『悪魔との戦せん闘とう』が入っていない？」


「それは、だって……え？」


　さっき負けたから、と言おうとしたのだが、


「先ほどの悪魔に敗北したのは、悪魔の位が中級だったのもあるが、あらゆる意味で準備ができていなかった事だ」


　準備というのは、訓練も含ふくまれるのだろう。肉体を鍛きたえるだけでなく、集団での戦闘も練習していない。


　逆に考えれば、全員の能力を把握した上で準備を整えれば、いけるのか。


「お前たちは若い。可能性を捨てるな。クラスＸのＸとは、未知数を意味する。どんなものにでもなれるという事だ」


　牧原先生の言葉には、聞き覚えがあった。


　誰だれの言葉かと思ったら、両親だ。


　最強の退魔士が集つどう「ＸＸｉｓｔエクソシスト部隊」の文字は、もちろん当て字だ。目を引く「ＸＸ」という文字は、部隊が非公式だった時代のコードネームから来たものだが、それ以外にも「自分たちはまだまだ成長する」という意味を込めているらしい。


　どれだけ強くなっても向上心を忘れなかった両親たち。


　気持ちだけなら──僕たちも負けない。


「やる気があるなら──一つ戦法を教えてやるが、どうする？」


　迷う理由などなかった。


「お願いします！」


「いいだろう。だがその前に──」


　牧原先生は腕うでを組み、高らかに命令する。


「カグラ！　私の半径一メートル以内に近づかないでくれるか！」


「フハハハハハ！　吾輩を恐おそれるか人間よ！　好すき嫌きらいしては大きくなれぬぞ！」


　じりじりとすり寄ってくるカグラは、とても楽しそうだった。





　　　　＊





　警報が鳴ったのは、午後九時だった。


　ジリリリリ──という火災報知機のベルではない。カンカンカンと半はん鐘しようのような音を立てる悪あく魔ま報知機のベルだ。付近の結界が破られた音である。


　会議室で牧原先生の授業を終えた僕たちは、一いつ斉せいに立ち上がる。


「待て！」


　気が逸はやる僕らに、先生の一いつ喝かつが染しみた。


「今、戦法について講義したが、お前たちはまだ未熟な学生だ！　いきなり悪魔と戦おうなんて思うなよ！　まずは避ひ難なん民みんの護衛が最優先だ！」


「はい！」


　僕たちは急いで会議室を出た。避難民が寝ね泊とまりしている多目的室へ走る。公民館の中には、まだ八〇人近い人が収容されているのだ。


「あれ見て！」


　雪伽が窓の外を見る。


　外の住宅街に、巨きよ大だいな悪魔がいた。悪魔自体が発光しており、周囲を照らしている。全長一〇メートルくらいだろうか、三階建てのビルより大きい。あれはサイクロプス型の悪魔で、毒などの厄やつ介かいな攻こう撃げきはないものの、有り余る膂りよ力りよくで建物を破は壊かいするタイプだ。


　そのサイクロプス型の悪魔の身体からだに、白い爆ばく発はつが生じた。すでに退魔士が現場にいるのだ。やはり本職は行動が速い。天使がつけた傷は、巨大な悪魔の身体に白い軌き跡せきを生んでいる。


「僕たちは、僕たちの仕事をしよう！」


「おうっ！」


　まずは避難民を守る。学生はほとんど帰宅してしまっており、公民館の職員と少数の退魔士のみで守っている現状。


　僕たちは悪魔が入ってこないように警けい戒かいするのが仕事だ。


「お願いします、入れてください！　娘に会わせて！」


　すると、公民館の、エントランスホールで問答している声が聞こえた。


　その声に聞き覚えがあったので、急いでそちらに走る。


「お願いします！　もう私は悪魔じゃないんです！」


「だめだ！　そこで待て！」


　あの時の悪魔だった。


　正確には、悪魔が潜せん伏ぷくしていた母親だ。服も肌はだもボロボロで、裸足はだしで立っている。傷はないが衰すい弱じやくしきっている様子だ。カギをかけたドアを挟はさんで、背広姿の男の人と押し問答をしている。


「本当なんです！　もう私の中に悪魔はいないんです！　あの悪魔は『飽あきた』って、他ほかの人に乗り移って──！」


　その場にへたりこんで泣き出す母親。


　助けなきゃ、と思う気持ちと、本当に悪魔がいないのか、と疑う気持ちが同居している。


　彼女に応対している男の人は、近くの箱に入っているチェッカーを取り出し、スイッチを入れた。淡あわい光が母親を照らす。もしも悪魔が憑ひよう依いしているなら、赤いランプが点滅するのだったか。


「……反応がないな」


　ということは、本当に悪魔が抜ぬけ切ったのか。


　よかった。これであの女の子も、ママに会える。


「分かった。そこで待っていろ。今、退魔士を呼んでくるから」


「そ、そうですか」


　安あん堵どする母親。


　そして彼女は、





「──なんだ、テメーは退魔士じゃねーのか」





　手から放たれる衝しよう撃げき波はで、エントランスのガラスが吹ふき飛んだ。


「うぉおおおおおっ！」


　ガラスの破は片へんが背広姿の男に刺ささる。彼は血まみれになってその場に倒たおれた。


　床ゆかに散らばるガラス。


　それを踏み潰つぶす、青銅色の足。


「バカだなオメェらは！　二度もひっかかりやがって！　頭の中お花畑かよ！　アーッハッハッハッハ！」


　高笑いしているのは、あの悪魔。


　僕たちが負けた──ガーゴイル型。


「よぉ！　また会ったなガキども！」


　向こうも覚えていたようだ。友達のように気さくに話しかけてくる。


「あのガキはどこだ？　ホラ、この身体の持ち主のガキだよ」


　僕たちは答えない。


　すでに柚子はケータイを構えている。


「やっぱ食うなら人間のガキに限るよなぁ！　あの柔やわらかい肌がブチブチ破けるのがたまんねーわ！　そんでもって、この母親の意識だけ返してよぉ！　親子で泣なき叫さけぶのを聞きながらディナーってのがまたオツなんだわ！」


　ああ、やはりこの感覚だけは変わらない。


　悪魔への憎にくしみ。


　僕の中で燃え上がる、黒い炎ほのお。


「──その話、少しだけ同意できるよ」


　感情が左手に収束する。


「だけど僕が聞きたいのは、お前の泣き声だ」


　僕の左手に生まれる、カグラの盾たて。


　黒い僕の怒いかりを具現化させたような形。


「言うじゃねーか、ガキィ！」


　悪魔が両手を広げる。


　すると砕くだかれた公民館のエントランスに、数体の悪魔が入ってきた。


「ヘヘヘ……ゴチソウ、だ」


「マジでたらふく食えるんスよね？」


　彼らはガーゴイル型ではない。人間のように二足歩行をしているが、びっしりと生えた体毛に獣けものの頭を備えた人獣型の悪魔だ。ガーゴイル型よりランクが低いので、手下のようなものだろう。


「どうよオレが見つけた餌えさ場ば！　外のヤツの分も残しておけよ！　せっかく退魔士どもを引きつけてくれてんだから！」


「じゃあ、とっととサラっちまいましょうぜ」


「へへへ……腹減った」


　下げ卑びた笑い声の人獣型。


　気持ちの中で、どこか逃にげ道はあった。


　どんなものでも利用して、どんな事でもする。そう覚かく悟ごを決めたつもりだったが、今日は退魔士が悪魔と戦ってくれる。そんな安心感があった。


　けど、この状じよう況きようは。


　僕らが逃げたら、公民館の人たちは確実に襲おそわれる。


　退魔士が駆かけ付けるまでに、何人かが死ぬ。


　──嫌いやだ。


　殺されるのも、逃げるのも嫌だ。


「みんな！　やろう！　あんな下級悪魔、敵じゃない！」


　ありったけの勇気を振ふり絞しぼって、僕は叫ぶ。


「上等だぁ、ガキィ！」


　怒おこった悪魔が僕に向かって襲いかかってくる。


　人間と同じ体格の悪魔が、五体まとめて。


　恐きよう怖ふと怒りを必死に押し殺して、僕は前に走った。


「はああああぁっ！」


　最も足が速い、豹ひようの顔をした悪魔。


　彼が振り下ろした鉤かぎ爪づめを、僕は盾で受け流す。


　そのまま脇わきをすり抜け、彼らの背後を通り抜ける。


「あっ、テメェ！　ちょこまかと！」


　悪魔は全員、僕の方を向く。


　そこがチャンスだった。


「召喚コール！」


　柚子がケータイから呼び出したのは、トラバサミの形状をした天使。サメの牙きばのように床に転がり、そして契けい約やく通りに素す早ばやく人獣型の悪魔の足にガッチリと嚙かみついた。


「うおっ、動けねぇ！」


　足を封ふうじられた悪魔はその場でもがき苦しむが、悪魔はまだ四体いる。通常、人間の口が一つである以上、一度に呼べる天使は一体なのだが──


「召喚コール！　召喚コール！　召喚コールッ！」


　柚子のもう一台のケータイ、ノートＰＣ、タブレットＰＣから呼び出された三体のトラバサミ天使が、人獣型の足に飛びかかった。


「あの女！　何体呼べるんだ!?」


　人獣型は驚おどろいているが、正確には柚子が召喚したのではない。彼女の持っているＰＣが自動で召喚したのだ。


　通常、ＰＣ単体で召喚はできない。そういう風に作られている。違い法ほうな魔ま法ほう陣じんや呪じゆ文もんの類たぐいはＯＳでバグと認にん識しきされて弾はじかれるし、召喚には人間の呪文と魔ま力りよくが必要なのだ。柚子はその問題を「独自に」解決したのだという。


「うっ……！」


　吐はきそうになり、口元を押さえる柚子。少ない魔力を使ったせいだ。だけど同時に四体もの天使を呼び出せば、魔力に自信のある人でもブッ倒れる。


　それを可能にしたのが、柚子が開発した圧縮型魔法陣。詳くわしい原理は分からないけど、魔法陣の大きさも詠えい唱しよう時間も短縮でき、さらに使用魔力が一六分の一にまで節約できるという。それが公おおやけにされないのは、色々とイリーガルな技わざを使っているせいだろう。


　天才プログラマにして、召喚法を破った犯罪者。


　それが高たか遠とお柚子の本当の姿。


　昼からずっとＰＣにかじりついていたのは、これの準備だったのだ。


　下級天使しか召喚できない制約はあるものの、今はこれで充じゆう分ぶん。


　あの人獣型の動きを、たった数秒止める。


　それが僕と柚子の役割。


　動きを封じれば、どんな強い敵だって倒す可能性は生まれる。


「っ！」


　僕の背後で、銃じゆう声せい。


　次の瞬しゆん間かん、一体の人獣型の頭が弾はじけ飛んだ。


　雪伽が背後から放った銃じゆう弾だんが、正確に頭を撃うち抜いたのだ。


「Ｇ＠[image: ]３３３ｚ！」


　人間には判読できない言葉で叫び、悪あく魔まの姿が霧きり状じようになって消えていく。血液と同じで、悪魔は死ぬと霧きりになって消しよう滅めつするのだ。


「やった──！」


　雪伽が、悪魔を殺した。


　僕たちの力で。


「このメスがぁぁぁぁ！」


　トラバサミを引きちぎり、ライオンの顔をした人獣型が雪伽に襲いかかる。


　しかし雪伽の前にいるのは僕だけではない。


「おっとぉ！」


　重い一いち撃げきを受け止めたのは、ボブの木刀。


「動けないところ悪いが、俺たちも必死なんでね！」


　ボブは木刀を捨てると、悪魔の腹に何かを突つき刺した。


　それは蓮はすの蕾つぼみのような形をした、古式退魔術──密教の法具。歴史の授業で見た事がある。確か「五ご鈷こ杵しよ」とか言うんだっけ。


「ナウマク、サンマンダ、バザラダン、カン！」


　ボブの五鈷杵が輝かがやき、次いで悪魔の腹に何かが注ぎ込まれる。するとマグマを流されたように悪魔が熱く燃え上がり、


「こ──こんＵＩＹ：＠ＹＩｅ！」


　炎と共に、悪魔が霧になった。


「こいつらっ！　この人間どもがっ！」


　身の危険を感じ取ったのか、他ほかの悪魔が一歩ずつ下がる。


　特に親分であるガーゴイル型悪魔は、柚子がトラバサミを出した時にはすでに離り脱だつしていた。たった数秒で不利を悟さとったのだ。


「ヘヘヘ、学習するじゃねーか。やっぱ人間は真ま面じ目めだぜ」


　ガーゴイル型が不敵に笑っている。


「Ｔ＠──Ｔ＠Ｇ＠[image: ]＃＃ｚ！」


「Ｆ＠ＴＵ──！」


　その間にも、残った二体の人獣型悪魔が倒れた。


「!?」


　雪伽の銃だ。


　背後で端たん末まつを構えている柚子を守るようにして座っている雪伽。どの方向からも守れるように、自分の周囲に拳けん銃じゆうやら小銃やら数丁の黒い銃を置いている。


「すっげぇな、雪伽……」


　ボブが舌を巻くが、その手て際ぎわに僕も驚いている。


　いつもは、僕と雪伽のコンビだった。僕が前衛で、雪伽が後衛。だけど今は、戦いのバリエーションが増えた。僕と雪伽の二人じゃない、何通りものやり方がある。


　だからこそ、悪魔を倒たおせた。下級悪魔とはいえ、人間よりも強い存在に立ち向かえた。


　やれるんだ。僕たちは、悪魔と戦えるんだ。


「テメェら……！」


　残ったのは、中級悪魔のガーゴイル型のみ。


　最初の余よ裕ゆうはもうない。悪魔にふさわしく、僕たちを食い殺そうとする怒りの形相。青銅色の肌はだはより黒ずんだ色に変化する。人間の肌が怒りで赤くなるようなものか。


「よくも部下をやってくれたな……！」


「それは──こっちの台詞せりふだよ」


　僕は盾を床ゆかに叩たたきつける。


　不快そうな顔を隠かくしもせず、悪魔がこちらを振り向いた。


「よくも人間を殺してくれたな、悪魔め」


「上等だ……言ったなクソガキィ」


　そうだ、こっちに来い。


　お前の怒いかりは、全部僕が引き受ける。


　その代わり、誰だれにも手出しさせない。


　囮おとりの恐おそろしさを、見せてやる。


「砕くだけるものなら、砕いてみろっ！」


　僕は盾たてを構え、悪魔に突とつ撃げきする。
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　上級悪魔ゼノンは憂ゆう鬱うつだった。


　ため息を隠そうともせず、上空からゆっくりと降下する。水に沈しずむように緩ゆるやかに、夜の空を落ちてゆく。


「大だい丈じよう夫ぶですか、ゼノン様。お加減が悪いようですが」


「いや、問題ない」


　ゼノンは首を横に振ると、従者の下級悪魔が示した白い建物を見た。彼女たちがいるこの場所から、ちょうど真下に百メートルほどの地点にある。公民館という名の建物である事を、悪魔たちは学んでいた。


「ずいぶん多くの人間がいるようだが」


「はっ。我々に襲おそわれた際の避ひ難なん所じよです。あちらでの戦せん闘とうの際に住処すみかを失った人間どもが集まっているようです」


「なるほど」


　視線を東へ移すと、朝に起きた戦闘の跡あとが見える。あちらは悪魔にとって想定の範はん囲いの侵しん略りやくだ。幕張新都心を攻せめる際に、挟きよう撃げきするための下準備を整えるためだった。破は壊かいされた家の下に下級悪魔用のゲートを置いておくのが目的だ。


　しかし、この公民館は違ちがう。侵略予定には入っていない。


「面めん倒どうですな」


　もう一人の従者の悪魔が、唐とう突とつに自分の意見を述べた。


「ゼノン様のようなお方がお出いでになる案件ではございますまい。上級悪魔にしてベリス男だん爵しやくのご令れい嬢じよう、さらにはベルゼブブ様直属の兵士として名高いゼノン様──それが、このような中級悪魔の処しよ罰ばつなど」


「世辞はいい」


　ゼノンの憂鬱の原因の一つが、このおべっかだ。


　爵しやく位い持ちの悪魔の娘むすめだろうが、ベルゼブブに認められた兵士だろうが、私には意味のないもの。それらは私が生きる目的には関係のない装そう飾しよく品ひんに過ぎない。


　従者の悪魔の言う通り、ゼノンは本当に面倒くさかった。問題を起こした馬ば鹿か者ものの始末など、他の誰かがやればいいと思っていた。


「まったくだぜ」


　ゼノンの隣となりで、退たい屈くつそうな声が返ってくる。


「中級悪魔の処罰がタルい？　バカ言ってんじゃねーよ？　言ってみりゃ罰と称しようしてどんな事やっても許されるんだぜ？　喰くおうが魔術の実験にしようが、お咎とがめナシだ。こんな楽しい任務、なんで誰もやらねーんだか」


　ゼノンより一回りも大きい、人型の悪魔。


　その悪魔は二足歩行こそしているものの、口が異様に大きかった。そこから伸のびる舌からは粘ねん液えきがしたたっている。両手両足の爪つめも長く、まるで爬は虫ちゆう類るいを思わせる姿だ。


「ダミアン殿どの。わざわざ人間界まで来なくとも、貴公の立場なら食しよく欲よくや学術研究を満たす事など容易だろうに」


　ゼノンが忠告するも、ダミアンは粗そ野やな笑いを止めず、


「あーん？　いいんだよ別に。人間界に来りゃ、人間も一いつ緒しよに食べられるだろ。生きた人間の躍おどり食い、やめられねーんだよ」


「それは略奪ではないのか」


　命じられた任務は、略奪をする悪魔の断罪だ。


　ダミアンはわざわざそれをすると宣言しているのだ。


「いいんだよゼノン殿。悪いのはぜーんぶ暴走した中級悪魔なんだよ。俺たちはそいつをヤっちまうついでに、ちょっと手元が狂くるったって事でさ。一つ頼たのむわ」


　ヘラヘラ笑うダミアンに、ゼノンは内心ため息をつく。


　武人として敵を倒せという命令ならともかく、軍の足を引っ張る馬鹿者のために動かなくてはならないのが我が慢まんならないのだ。


　やがて公民館の屋上に着地すると、ゼノンは目を閉じ、周囲を確かく認にんする。


　さっさと終わらせて帰る。


　それだけが彼女の望みだったが──


「お前たち──」


　指示を出そうと、ゼノンが振ふり向いた時だった。


「ゼ、ゼノン様……ダミアン様……！」


　声だけ残して、従者が消えていた。


　その身体からだは霧になって消滅する。二体の下級悪魔を一いつ瞬しゆんで屠ほふったのは、触しよく手しゆのような黒い魔ま力りよくの塊かたまりだった。


「なんだぁ!?」


　ダミアンが霧になった従者を摑つかもうとするが、もう遅おそい。


「誰だっ!?」


「それはこちらの台詞だ」


　敵の姿を捜さがす──


　いや、捜すまでもなく、それはここにいた。


　公民館の屋上に立つ、一いつ匹ぴきの悪魔。





　黒ネコ。





　ただのネコではない。身体から漲みなぎる魔力は紛まぎれもない悪魔のもの。下級悪魔を虫のように殺せる力は、只ただ者ものではない。


　只者どころか──


「お前……！」


　ゼノンはこの悪あく魔まを知っていた。


　黒ネコに擬ぎ態たいしているが、その魔力は隠せない。


「アバドン！」


「アバドンだとぉ？　あれが？」


　怪け訝げんな表情のダミアン。


　無理もない。記き憶おくにあるアバドンの姿とはいささか異なるのだから。


「ほう、吾わが輩はいの事を知っておるのか」


　アバドンは興味がなさそうな表情。


　それがゼノンのカンに障さわった。


　黒ネコのたった一言で、ゼノンの全身の魔力が逆流しそうになる。


「その身体は、何の擬態だ？　第七次極東戦線の時のような、醜しゆう悪あくな獣けものの姿はどうした？」


「事情があってな」


「また──人間の味方をするのか。裏切り者め」


　声に怒りがにじみ出る。それを隠すつもりもない。


　彼女の手に集まる魔力が暗い光を放つ。


「勘かん違ちがいするでない。吾輩はいつでも自分の味方だ」


「減らず口を！」


　声は怒おこっているが、ゼノンは言いしれぬ快感に酔よいしれていた。


　つまらない仕事だったはずの今夜は、宿敵との再会という素す晴ばらしいイベントで彩いろどられた。これほど嬉うれしい事があるだろうか。


　それにこの裏切り者を倒せば、ベルゼブブのためになる。


「おいおいゼノン殿。命令はいいのかよ」


　ダミアンに肩かたを叩かれるが、


「そちらは貴公がやってくれ。私はこの悪魔に用がある」


「あぁん？　いいのか？」


「構わない……むしろ邪じや魔まをするな」


　ゼノンは舌なめずりをして、アバドンに向き直る。


「まぁいいや。んじゃ、俺はちょっと食事してくるぜ」


　ダミアンは屋上を蹴けり、地上へ降りていく。もともと上級悪魔一人でも可能な任務だ。余よ禄ろくを求めるなら、その分だけ働いてもらおう。


　二人きりになった屋上で、ゼノンは両手を広げた。


「アバドン。この上級悪魔ゼノンがお前を殺す」


「……吾輩は紳しん士しである。無益な戦いは好まぬが、どうしてもやるというのなら相手になろう。ご主人様を守るのも、魔ま王おうの仕事よ」


　アバドンの背中に、魔力で作られた無数の触手が生える。


　あれで従者たちを殺したのだ。


「死ね、裏切り者！」


　ゼノンの手に集まった魔力が光こう弾だんとなって放たれる。


「よろしい、まろやかに煮に込んでやるぞ、小こ娘むすめ！」


　それに呼応するように、アバドンの触手がゼノンに向かって伸びた。





　　　　＊





　戦ってみて、悪魔のランクというものが初めて分かった。


　下級悪魔と中級悪魔では圧あつ倒とう的てきにパワーが違う。武道の級と段くらい、いや、もっと大きな差がある。


　現に人獣型の下級悪魔は雪せつ伽かやボブの一いち撃げきで仕留められた。だけどこのガーゴイル型には通用しない、鉄のように弾はじかれてしまうのだ。


「クソガキどもぉぉぉぉぉっ！」


　しかし傷がつけられないわけじゃない。確実にダメージは与あたえているのだ。


　それでもガーゴイル型の強さはケタ違いで、スピードや動体視力、そして攻こう撃げき力にも表れている。


「死ねぇぇぇぇぇっ！」


　ボブに向けて、ガーゴイル型が口を開く。


　──マズい！


　そう思った時には、僕の身体は動いている。


　盾たてを掲かかげて、ボブと悪魔の間に割って入った。悪魔が口から吐はいた光弾は盾に命中し、あさっての方向へ飛んでいく。エントランスホールの壁かべに当たって破は裂れつすると、付近の観葉植物がグズグズに腐くさって溶とけた。


「またテメェかぁぁぁっ！」


　悪魔は僕の動きに相当イラついている。


　他ほかの人間を殺そうと思っても、絶対に邪魔されるからだ。


　そして、僕はそういう風に動く訓練を積んできた。


　もっと怒れ。


　僕はそのためなら、どんなイヤがらせもする。


　悪魔のイヤがる事をして、悪魔の注意を向けさせる。全すべての攻撃を、この盾に集中させる。そして誰だれも殺させない。そうなれば僕の役割は果たせる。


　──にぃちゃんは頭に血が上ると、周りが見えなくなるよ。


　だから死なないように「盾」を持て、と雪伽が言った。


　妹の見識には頭が下がる。


　盾を持つ事で、僕の視点は劇的に変わった。盾は自分だけでなく、仲間の命を守る事ができる。物理的に相手の攻撃を止めるだけでなく、不快な音を鳴らして邪魔をしたり、盾で敵を殴なぐる事もできる。


　それに敵から仲間を守るために、動きをよく見るようになった。そうすると頭に血が上らなくなり、冷静に戦局を見み極きわめられる。


　守るべき仲間がいれば、僕は全員守ってみせる。


　──盾使いは、野球で言うところのピッチャーだ。


　一年の頃ころ、僕と同じように盾の訓練をしていたクラスメイトが言っていた。得点を入れるのは仲間に託たくし、自分は敵に点を入れられないように戦う、という意味らしい。


「この──！」


　悪魔が僕の盾を引き剝はがそうと、手を伸のばす。


「盾さえなけりゃあ！」


　これは先ほどの──昼の戦いと同じ。


　でも、今は違ちがう。


「雪伽！　ボブ！」


　僕の号令で、二人が動いた。


　次の瞬しゆん間かん、僕の盾から黒い触手が生え、悪魔に絡からみついた。


「なぁああっ!?」


　柚ゆ子ずの召しよう喚かんしたトラバサミよりも拘こう束そく力は弱い。せいぜい動きを一秒止められれば満足だろう。


　だが攻撃者がいる状態での一秒は致ち命めい的てきだ。


「いっけぇえええええっ！」


「オン、カカカ、ビサンマエイ、ソワカ！」


　ボブの五ご鈷こ杵しよがガーゴイル型悪魔の翼つばさを穿うがち、雪伽の銃じゆう弾だんが反対側の翼を蜂はちの巣にする。破は壊かいされた翼は霧む散さんし、もはや飛べなくなった悪魔はガーゴイル型ではなくなった。


「ぎゃあああああっ！」


　とうとう悪魔が倒たおれた。


　が、素す早ばやく起き上がり、こちらを睨にらむ。まだ闘とう争そう心しんは消えていない。


　それでも僕には自信がある。


　こいつにも、勝てる。


　下級悪魔より、ずっと強い。


　でも全員が力を合わせれば、必ず勝てるのだ。


「……クククッ」


　悪魔が突とつ然ぜん、含ふくみ笑いをする。


「やるじゃねーか、ガキ。最近のガキは強いな。正直ナメてたわ。この国の教育ってのはスゲーな。七〇年前とは大おお違ちがいだわ」


　そして何を思ったのか、悪魔は戦いの構えを解いて両手を広げた。


「けど……オレは殺せないぜ！」


　絶対的な自信が、彼にはある。


　僕たちも気づいていた。





「忘れたのかよ！　オレの肉体は人間のものなんだぜ！」





　そうなのだ。あの悪魔は潜せん伏ぷく型。人間や動物の中に潜ひそみ、肉体を乗っ取る。純じゆん粋すいな戦せん闘とうタイプではなく、スパイなどに使われる能力だ。


　もちろん、肉体を殺せば悪魔と一いつ緒しよに宿主も死ぬ。


「ヒャハハハハ！　殺せないよなぁ！　大事な人間の肉体だもんなぁ！」


　高笑いする悪魔。


「ずるい……っ！」


　歯は嚙がみしながら武器を下ろす雪伽。


　こういう時、どうするべきか。


　プロの退魔士は悪魔に応じて様々な方法を取るという。肉体から引き剝がす手段があればそうするし、無いのであれば宿主ごと殺す事もあるという。だが日本の退魔士は殺せずに悪魔を逃にがす事が多い。


　僕たちは、すでに選せん択たくしていた。


　こういう時、どうするかみんなで話し合ったのだ。


「この肉体にはガキもいるんだろ!?　殺せるもんなら殺してみろ！」


　宿主の娘むすめ──あの女の子の顔を思い浮うかべる。


　──助けて欲しいよね。


　ママと離はなれるの、つらいよね。


　僕も同じだから、よく分かってる。


　──だから、もう少しだけ我が慢まんして。


　僕は背後を見て、雪伽を見る。


　ライフルを構えた彼女と目が合った。


　僕が必要な時、彼女は必ずそこにいるのだ。


「柚子ちゃん、まだ？」


　ライフルを下ろすと、雪伽は隣となりの柚子に呼びかける。


　柚子は開いたノートＰＣをじっと見つめており、手も動かしていない。しかしノートＰＣの上部に設置されたスコープのようなものがこちらをじっと見ている。


「……あと、もうちょい。種族は分かった。身長と属性も」


　このスコープが悪あく魔まのデータを分ぶん析せきして、柚子のＰＣに表示されるという。それが今どうしても必要な作業なのだ。


「ベルゼブブ配下、一四、ガーゴイル型、中級……出た、『ガンダリーゼ』」


　素早くキーボードを打つ柚子。次々に情報が入力され、ハードディスクがカリカリと動いている。


　彼女のこのプログラムこそ、勝利へのカギだった。


　僕の盾も、ボブの攻撃も、雪伽の演技も、すべてはこのプログラムという最大の武器を起動させるための布石に過ぎない。


　そう、真の攻撃者は柚子。


「なぁっ!?　テ、テメェら!?」


「……できた」


[image: ]


　柚子がキーボードを押す。


　きっとあのディスプレイには魔ま法ほう陣じんが映し出されているはず。


　彼女が検けん索さくして作り出した、ガンダリーゼ専用の魔法陣だ。


「～～～～～～～～～～～～～～！」


　ＰＣから流れる甲かん高だかい音。呪じゆ文もんを高速圧縮しているのだ。


　人間に憑ひよう依いしている、あの悪魔。


　召喚とは天使や悪魔を魔法陣から呼び出す儀ぎ式しき。人間が魔法陣を通り抜ぬける事はない。


「や、やめろぉぉぉぉっ！」


　僕たちの意図を理解した悪魔がもがく。


　盾の呪じゆ縛ばくから逃のがれようと、手足を動かす。牙きばを剝むき、盾から伸びる触しよく手しゆに嚙かみついた。猛もう獣じゆうよりも鋭するどい牙が触手を嚙みちぎる。


「……詠えい唱しよう、完かん了りよう」


　小さく、だけど心から安あん堵どした柚子の声。


　一人じゃできなかった。


　悪魔をスキャンするために動きを封ふうじる係、そして柚子のＰＣ。


　それら全てが揃そろって、ようやく成し遂とげられた。


　僕も、雪伽も、柚子も、ボブも同時に笑い──


　声を揃えて、勝利宣言をする。





「「召喚コールッ！」」





　ＰＣのディスプレイが輝かがやいた。


　そして──


「ハ、ハロー……」


　そこから姿を現す、ニヤけた笑え顔がおの中級悪魔の頭。


　雪伽はその眉み間けんに黒いライフルの銃じゆう口こうをあてる。


　最大の作戦が成功したら、最後は最大の威い力りよくをぶつければいい。


　ここなら絶対に外さない。


「なぁオイ、この辺でオレ様を許すってわけにはいきませんかね……？」


「にぃちゃんを傷つけた悪魔なんか──」


　怒ど号ごうと共に、雪伽は引き金を引いた。


「絶対に許さないっ！」


　ライフルから魔ま力りよくの塊かたまりが放出され、悪魔の脳天をブチ抜いた。魔法陣から顔だけしか出していないため、避さける事も防ぐ事もできない。


　あれだけ僕らを苦しめた中級悪魔も、死んでしまえば同じ──ただの霧きりと化す。


　後には何も残らない。


　エントランスホールにいるのは、僕たちだけだ。


「おっしゃあ！　やったぜ！　俺たちでも悪魔を倒せたんだ！」


「……怖こわかったけどね」


　ガッツポーズして大げさに喜ぶボブと、ＰＣをチェックする柚子。あの雪伽の一いち撃げきでＰＣが壊こわれていないといいのだけれど。


　だけど、僕たちは全員無事だ。


　仲間も、悪魔に憑依された母親も生きている。


「やった……やったよ、にぃちゃん！」


　ライフルを投げ捨てると、雪伽が僕に抱だきついてきた。


「うん。信じてた」


　雪伽の頭をそっと撫なでる。もう彼女は震ふるえていない。僕の後ろで、自分の役割を果たしてくれた。信しん頼らいして背中を預けられるパートナーだ。


「がんばったね、雪伽」


「ありがと、にぃちゃん」


　微笑ほほえむ雪伽は安心しきっており、今にも眠ねむってしまいそうなほど疲つかれている。ボブも柚子もやり遂げた表情で、身体からだはフラフラだ。


　でも──


　まだ、終わっていない。


「どしたの、にぃちゃん」


　僕の足は、自然と外へ向いていた。


　音が聞こえる。


　まだ止やまない、戦いの音が。


　僕が持っている盾たて──カグラの魔力から聞こえるのだ。





　　　　＊





　公民館の屋上では、二体の悪魔が戦っていた。しかしそれは一方的な追いかけっこのようにも見える。


「フハハハハハ！　やるではないかゼノンとやら。小こ娘むすめにしては強いぞ」


　アバドンは俊しゆん敏びんに駆かけ回り、ゼノンの攻こう撃げきを避け続けた。


　初撃の光こう弾だん、次に放った光線、そして接近による手刀。それらをアバドンは反はん撃げきもせずに避けた。


　アバドンの動きが徐じよ々じよに鈍にぶくなっているのを、ゼノンは感じ取っていた。


　疲ひ弊へいしているのだ。


「……お前、本当にアバドンか？」


　ゼノンの口からぽつりと零こぼれるのは、疑問ではなく落らく胆たん。


　彼女の知っているアバドンは、こんなに弱くなかったのだ。


　一〇年前の戦いを思い出す。


　あの時はもっと強く、そして残ざん虐ぎやくだったアバドン。


　だが今は──


「謙けん遜そんするでない、小娘」


　光弾の痕あとに足で触ふれながら、アバドンは笑う。


「吾わが輩はいが弱くなったのではない、貴様が強いのだ。上級悪魔とは思えぬ強さだ。さらに上、爵しやく位いを持っても良さそうだがな」


「馬ば鹿かにするなっ！」


　ゼノンは先ほどよりも強めに光弾を放つ。


　光弾は公民館の屋上の床ゆかで弾はじけて広がる。ドーム状の爆ばく発はつに巻き込まれれば、人間なら即そく死しする威力だ。


「おっと！」


　アバドンはその爆発を避け、夜空に飛び上がる。空中で前足を振ふると、その軌き跡せきに沿って生まれた巨きよ大だいな魔力の爪つめ痕あとが、形になって飛来した。


「はっ！」


　ゼノンは右手でその爪つめを弾くと、空気に混ざって消えていく。


　もはや全力で防ぼう御ぎよもせず、ゼノンはただ哀あわれむような目でアバドンを見るだけだ。


「変わり果てたな、アバドン」


「これ小娘。吾輩を衰おとろえたかのように言うな」


「どこをどう見れば衰えていないと言うのだ」


「確かに魔力は半減した上、人間に貸し与あたえている。しかしそれと引き換かえに、吾輩は人間を支配する方法を考え付いたのだ」


「人間を支配、だと？」


　ゼノンの眉まゆがわずかに上がる。


「そうだ。吾輩は人間の心を摑つかむ方法を知った。欲よく望ぼうを充じゆう足そくさせるのだ」


「そんなもの……ベルゼブブ様や、他ほかの悪魔だってやっているだろう」


　三大欲よつ求きゆう。すなわち食しよく欲よく、性せい欲よく、睡すい眠みん欲よく。


　これらを満たせば人間は簡単に言うことを聞く。これは人類がこの世界に産み落とされてから長く続いてきた悪魔の籠ろう絡らく手段だ。


「吾輩は違ちがう。物質が豊かになった現代だからこそ、衣食住を満足させるのだ」


「な、んだと……？」


「すなわち三大欲求の次に求められる、快適な生活こそ狙ねらい目なのだ！　これは他の悪あく魔まも気づかないスキマ産業だぞ！　現に吾輩はすでに二〇人ほどの下僕を得た！」


　アバドンの言葉に、不覚にも納なつ得とくしてしまうゼノン。


　現代の人間は、自分たちの力で三大欲求を満たせるようになってしまった。昔はパン一切れで魂たましいを売る人間が多かったのに、今はパンどころかフルコースでも動かない人間ばかりだ。


　これからは、そういう悪魔が増えるかもしれない。


　やり方を変えねば生きていけないのは、人間だけではないのだ。


「アバドンよ。確かにお前の話は理解できる──が、それとこれとは別だ」


　納得はしたが、それとゼノンの事情は別だ。


　もう、これ以上話す事はないと言いたげに、ゼノンは手に光弾を生む。


「死ね！」


　標的に向かって、ゼノンはそれを全力で投げた。


　アバドンはそれを跳とんで避けようと身を屈かがめる。


「かかったな！」


　ゼノンはもう一つの光弾を左手に持ち、アバドンが跳ぶのを待つ。方向転てん換かんできない空中で、対処できないほどの高速で光弾を当てれば、今のアバドンなら──


「っ!?」


　光弾が空中で弾けた。


　まさか地上で迎げい撃げきしたのか。


　いや、違う。








　──危なかった！


　僕が飛び出さなかったら、カグラは死んでいたんじゃないか。


　どこにもいないと思ったら、まさかこんな所で悪魔と戦っていたなんて。


「カグラ！　どこに行ったのかと思ったら！」


「月げつ斗と！　ここに来るな！　すぐに逃にげろ！」


　カグラが見ているのは、月を背に立っている悪魔。


　人間の姿に似ている。


　だけど、その身体から発せられるオーラは尋じん常じようじゃない。さっき僕が倒たおした中級悪魔より遥はるかに強い。見ただけでそれが分かる。


「そのネコの言う通りだ人間。おとなしく帰れば命は取らない」


　悪魔の言葉は事務的で、感情がこもっていなかった。


　僕の事を障害物か何かだと思っているようだ。


　それでも、僕は動かない。


　このまま続けたら、カグラが死んじゃうから。


「よせ月斗！　あの小娘は上級悪魔だ！　それも爵位持ちに引けを取らぬ力を持っている！」


　それでも、カグラを連れて逃げるくらいはできる。


　タイミングを見計らって、盾の触しよく手しゆでカグラを捕つかまえれば──


　などと考えていた僕の気持ちを、悪魔は一言で変えた。





「ほう……貴様、天あま人とに似ているな」





　──なんで、そこで父さんの名前が出てくるんだ。


　僕は盾を下ろしてしまった。


　今の悪魔の言葉が気になって仕方がなかった。


「父さんの名前……どうして……？」


「……知っているとも。私はお前の両親を良く知っている。その強さも、死に様もな」


「なんだと……！」


　僕の感情の変化が、盾に伝わる。


　まるで腕うでの延長のように同化していくのが分かる。


「やめろ月斗！　逃げろ！」


　騎き士し盾たてのような形をしたものが、徐々に尖とがっていく。左ひだり腕うでをすっぽりと覆おおうように飲み込み、その先端は爪のように尖っている。


　これはもはや盾ではない。


　敵を食い殺す、牙きばだ。


「もう一度訊きく。父さんの何を知っているんだ……！」


「フン」


　悪魔は腕を組み、顎あごでカグラを指した。


「敵である私に訊くよりも、貴様に与くみしているそのネコに訊けばよかろう」


「カグラに……？」


　やっぱり、父さんの事を知っているのか。


　ただ有名人というだけではない。あの悪魔の口ぶりからすると、カグラは父さんたちの重要な秘密を知っている。


　アバドンという悪魔が。


「カグラ……？」


　僕はカグラを見る。


　しかしカグラは何も言わない。


　記き憶おくがないと言っていたけど、それは本当にそうなのか。


　知っていて、隠かくしている事もあるのではないか。


「もっとも、私はその黒ネコを生きて帰す気はないがな」


　悪魔の手が光る。


　だとしたら、なおさら僕は退ひけない。カグラを生かして連れ戻もどさないといけない。


　牙の形をした盾を構え、悪魔の前に立つ。


　その時だった。


「ハハハハハハァァァッ！」


　けたたましい笑い声と共に飛来する、別の悪魔。


　屋上に降り立ったのは、二足歩行するトカゲのような気味の悪い悪魔だった。あの女性型上級悪魔とは違い、見るからに腕わん力りよくがありそうだ。


「見ろよゼノン殿どの！　あんたの分のエサも取ってきてやったぜ！」


　彼が右手を突つき出すと、うめき声が聞こえた。


　悪魔の手に握にぎられているのは、複数の人間。人間の足を片手でまとめて摑んで宙ちゆう吊づりにしているのだ。


　しかもその人間たちは、ローブの上に天使の鎧よろいを着ていた。


　あれは──プロの退たい魔ま士。


　数えてみると、三人もいる。僕たちが逆立ちしても追いつけないプロ退魔士を三人、まとめて瀕ひん死しにできる程ほどの強さだというのか、あのトカゲ悪魔は。


　あの女悪魔は上級悪魔だとカグラは言った。おそらくトカゲ悪魔も同じ階級だろう。


　四人がかりでようやく倒せた中級悪魔を超こえる悪魔が、二体。


　僕は──


「あとオモチャもな。この機械、なかなか面おも白しろいぜ」


　もう片方の手で摑んでいるのは、大型のバイク。あれも退魔士用のマシンだ。


　トカゲ悪魔が摑んでいる人の中に、ライダースーツを着ている人がいる。ヘルメットをしていて分からないが、あれは女性の退魔士のようだ。


「ぐっ……！」


　トカゲ悪魔が手を離はなすと、三人の退魔士は力なく落ちた。全身を痛めつけられているせいか、反はん撃げきする事も逃げ出す事もできないようだ。


「あん？　なんだその人間のガキは」


　そのトカゲ悪魔が、僕に気づいた。


「逃げろ月斗！」


　カグラが叫さけぶが、僕は逃げられない。


　足が動かないのだ。


　あのトカゲ悪魔に威い圧あつされて、全身の筋肉が命令を無視している。逃げるどころか、目を背そむける事もできない。


「月斗！」


　カグラは僕を逃がそうと、トカゲ悪魔と僕の間に割って入る。


　もしも逃げられたら──


「アガッ！」


　突とつ然ぜん、トカゲ悪魔が顔をしかめた。


　彼の背中に、白いナイフが刺ささっていた。


「逃げ……て……！」


　倒れた退魔士の一人──ライダースーツの女性がこちらに向かって手を伸のばしていた。苦しみながらも、なお僕を助けようとしてくれたのだ。


「イテェだろうが人間がぁ！」


「ぐぁっ！」


　ライダースーツの女性を蹴けり飛ばすトカゲ悪魔。彼女の身体からだが宙に浮うき、ゴロゴロとマネキンのように転がってゆく。


「チッ！　ムカつくぜ！」


　トカゲ悪魔が指を鳴らす。


　すると、周囲の空間に黒い穴が出現した。そこから這はい出てくる、無数の悪魔。あの上級悪魔のように人間の姿はしていない。しかし同じ種族なのか、ヘビやトカゲのような形をした悪魔ばかりだ。


「お前ら、喰くっていいぞ。俺は別の人間を探してくる」


　トカゲ悪魔が命令すると、黒い爬は虫ちゆう類るいの悪魔たちは倒れた退魔士に殺さつ到とうする。もはや僕にすら興味を持っていないようだ。


　その鱗うろこは黒く、ぬめりを帯びている。


　──なんだか、カグラが食材にしそうな色だな。


　こんな時でも、僕はそう思ってしまった。


「月斗！　早く逃げろ！　死ぬぞ！」


　そのカグラが必死に僕を庇かばっている。


　逃げられるのなら、逃げたい。


　だけど、今ここで逃げたらカグラはどうなるの？　僕を助けてくれた、あの退魔士たちは生きて帰れるの？


　いやだ。


　ああいう人たちこそ、死んではいけない。





　──どんな手を使ってでも、守ると決めたんだ。





「カグラ」


「どうした!?」


「この悪あく魔まと戦って勝つ方法、ある？」


「……月斗？」


　カグラの表情の変化は劇的だった。


　何をバカな事を言っているのだ、と軽けい蔑べつするような目。


　それが、頭の中で電球が点ついたような、何かを発見した顔に変わる。


　かと思うと、それを実行して良いものか悩なやみ──





　最終的に、悪魔にふさわしい邪じや悪あくな笑えみに変わった。





「この者らを撃げき退たいし、あの人間どもを救う方法……あるにはあるぞ」


「本当に!?」


「もちろん、普ふ通つうの方法ではない。悪魔的な方法で、だ」


　悪魔的な方法──それがどんなものなのか、聞かなくてもおおよその見当はつく。


　力が欲しければいくらでもくれてやる。カグラはそう言っていた。


　法律を破ってまで悪魔を召しよう喚かんする人間がいるのは何故なぜか。決まっている、それほど悪魔の力は強大で便利だからだ。


　麻ま薬やくよりもずっと強い快楽を得られる反面、殺されるよりも辛つらい代だい償しようを支し払はらう。それが悪魔との契けい約やくなのだ。


　僕たちは、カグラを召喚した。


　しかしカグラにやらせているのは、家事や僕らの手伝いのみ。そういう契約だから、それ以上の事は望んでいなかった。


　しかし、ここで僕は決断を迫せまられる。


　カグラとそれ以上の──悪魔としての契約を結ぶか否いなか。


　違ちがう。


　本当は決断なんて迫られていない。


「ずるいよ、カグラ。僕に考える余よ裕ゆうなんてない事、分かってるんだろう」


「フフン」


　カグラは否定しなかった。やっぱり悪魔だ。


　けど──





「カグラ。僕に力を与あたえて」





　僕は強い言葉で命令する。


　瞬しゆん間かん、カグラの全身から黒いオーラが噴ふき出した。生暖かい風が僕にまとわりつき、やがてそれは左手に収束する。手にしていた黒い盾たてが徐じよ々じよに大きくなり、黒い光が禍まが々まがしく明めい滅めつする。


「フハハハハハハ……！　楽しいな！　これこそがアクマの力だ！」


　その黒い光に、爬虫類の悪魔たちも振ふり返る。


「なんだ……？」


　上級悪魔たちも僕に注目している。


　そうだ。


　もっと僕を見ろ。


　あの人たちに手を出すな。


「くっ……うううぅ……！」


　左手が重い。


　魔ま力りよくで作られた塊かたまりが、さらに肥大化する。ガーゴイル型悪魔と戦った時に生まれた不定形の塊ではなく、渦うずを巻いて集まる巨きよ大だいな武器。


　感覚で分かる。


　この巨大な黒い塊が、カグラとの契約。


　だけどまだ小さくて、からっぽだ。


　満たすには、足りない。


「月斗！　来るぞ！」


　僕の頭の上に乗ったカグラは、楽しそうな声。


　黒い光に反応して、爬虫類の悪魔たちが僕に向かって殺到した。


　おそらく下級悪魔。だけど雪伽とボブが一いち撃げきで倒たおした人獣型の奴やつらより数が多い。ざっと見ただけで一〇匹ぴき。


　それが同時に僕に襲おそいかかる。


「うっ……あぁああああっ！」


　左手の塊を振り回す。


　巨大な鈍どん器きは、一番近くにいた下級悪魔の頭を叩たたき潰つぶした。


　そして──





「さぁ、悪魔の晩ばん餐さんの始まりだ！」





　左手の塊が、開いた。


　まるで大きな顎あごのように広がった黒い塊の中に、潰した下級悪魔を取り込む。そしてぐちゃぐちゃと咀そ嚼しやくして、飲み込む感覚。


　僕の心臓が、大きく跳はねた。


　この感じ。魔力が大きくなっていく。


「喰らえ！　テーブルマナーなどいらぬ！　本能の赴おもむくままに喰らい尽つくせ！」


　僕の左手は、その隣となりの悪魔を生きたまま飲み込んだ。足をジタバタさせてもがいているが、ずるりと黒い塊の中に吸い込まれる。


　また、心臓が跳ねる。


　左手の魔力がどんどん増えていくのを感じる。


　同時に左手の塊そのものも巨大化している。


　間かん髪はつ入れずに、その隣と隣と隣の悪魔を三体同時に捕ほ食しよくする。悪魔の身体から血ち飛沫しぶきの代わりに霧きりが舞まい、その霧も僕の左手が飲み込む。


　爬虫類の悪魔の動きが止まった。


　僕を脅きよう威いとして認にん識しきしているのか。


　でも──僕の左手は、まだまだ足りないって言ってる。


　この感じ。


　気持ち悪い。けど、気持ちいい。





　これが、本当の悪魔使いか。





「テ、テメェ！」


　トカゲ悪魔が僕を見た。


「なんだそりゃ！　盾はどうしたガキィ！」


　上級悪魔のくせに、焦あせっている。悪魔の共食いは聞いた事があっても、人間が悪魔を食べる事はそんなに恐おそろしいのか。


　だったら、分からせてやる。


「盾なら、ここにある」


　左手の塊をトカゲ悪魔に向け、僕は告げた。


「僕が盾だ」


　黒い霧が僕にかかる。まるで血まみれになったようだ。


　だけど、血まみれでいい。


　それが僕の選んだ道だ。





「痛みも傷も返り血も──罵ば声せいも呪じゆ詛そも非難も怨えん嗟さも軽蔑も、全すべて僕が引き受ける」





　汚よごれるのは、僕一人でいい。


　雪伽やクラスの仲間達は、綺き麗れいなままでいいんだ。


　誰だれよりも前に出て、誰よりも攻こう撃げきを受けるのが、盾の仕事だから。


「ククク……そうだ。それでこそアバドンだ」


　女の上級悪魔が笑っている。


「人間を使い、その身の内にある奈な落らくへ全てを飲み込む。その貪どん欲よくさこそアバドンの証あかし。やはり私の目に狂くるいはなかった」


　嬉うれしそうな顔でこちらに歩いてくる。


　戦うというのか。


「待てよゼノン！　こいつは俺が喰くう！」


　トカゲ悪魔がそれを遮さえぎり、僕に向かって飛び出した。


　上級悪魔の力は、僕がさっき倒したガーゴイル型中級悪魔とは比ひ較かくにならないほど強大だ。魔力の含がん有ゆう量にしたって一〇倍以上の差があると教科書に書いてあった。


「部下の仇かたきだぁぁぁぁぁぁっ！」


　その動きはまるで風のようだった。


　人間の肉眼では追えない速度で迫っている。距きよ離りにして二〇メートルくらい離はなれていたが、あの悪魔なら一秒もかからず僕の首をはねるだろう。


　──それが、今なら見える。


　悪魔の魔力を喰らった今、僕の身体からだに変化が起きている。


　迫り来る上級悪魔の動きが、スローモーションで見える。


「っああああ！」


　左ひだり腕うでは重い。だが、持ち上げられる。


　僕は左手の塊を後ろに振りかぶり、遠心力を使って思い切り振り回す。


　飛来したトカゲ悪魔の顔面に、黒い塊がぶつかった。


　衝しよう撃げきが全身に伝わる。


「ぐっ……！」


　しかしトカゲ悪魔は僕の塊を両手で摑つかむ。


　もの凄すごい力で塊を押し返そうとする。


「このまま潰し返してやるぜ、ガキィィィィィ！」


「──よかった。助かった」


「っ!?」


　幸運だった。


　トカゲ悪魔が僕の塊にここまで接近してくれるなんて。


　僕は雪伽と違って、射しや撃げきは苦手なんだ。


「月斗！　ぶちかませ！」


「うん！」


　塊の先せん端たんに、小さな穴が開いた。


　僕が喰らった悪あく魔まの魔力が、塊を肥大化させている。


　その魔力を蒸気機関のように、一点から放出させたらどうなるか。


「なっ……！」


　トカゲ悪魔が気づくが、もう遅おそい。


　僕は左腕の魔力を全て解放する。
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「塵ちりに還かえれ、悪魔！」


「この──アクマ野や郎ろうがぁぁっ！」





　塊の先端から黒い光が溢あふれ、一条の細い光線となって放出された。それはトカゲ悪魔の胴どうを貫つらぬいた時点で制せい御ぎよを失い、光線と言うより爆ばく発はつのような状態になった。彼が呼んだ残りの爬は虫ちゆう類るい悪魔も全て消し飛んでいく。


「ぎゃああああああああああっ！」


　黒い魔力の奔ほん流りゆうが公民館の屋上を埋うめ尽くし、そしてトカゲ悪魔の死体と一いつ緒しよに霧になって消え去った。


　まるで黒い雨のような光景に、僕はただ立ち尽くす。


　正直、汚きたないと思った。


　だけど、僕の身体にはそれが似合っている。


　悪魔使いは──盾は汚れるのが仕事なんだ。


「やるな人間。悪魔の力を得たとはいえ、まさか上級悪魔を屠ほふるとは思わなかったぞ」


　トカゲ悪魔がゼノンと呼んでいた悪魔の声。


　だけど、彼女の姿はどこにも見えなかった。


「良いのか、貴様こそ吾わが輩はいとの戦いを望んでいたのではなかったか？」


　僕の頭上のカグラが問いかけるのは、そのさらに上。


　ゼノンという上級悪魔は空を飛んでいた。


「殺したいのは山々だがな。ここまで事態が大きくなれば、ベルゼブブ様に報告しなければならん。上級悪魔を失っては、もはや私の一存でどうにかなる事態ではない」


「ほう、貴様ベルゼブブの子飼いか。若いが冷静だ」


　ベルゼブブという名前は、日本人なら誰でも知っている。あの「第七聖戦」を引き起こした魔ま王おうだ。十年前に傷を負って、表おもて舞ぶ台たいには出てこないという話だったけど。


「今日は退ひく。だが貴様を殺すのは、このゼノンだ」


　ゼノンの身体がどんどん上じよう昇しようしていく。


「──それまでに、その人間を壊こわし尽くさぬようにな」


「!?」


　不ふ穏おんな台詞せりふを吐はいて、ゼノンは夜の闇やみに消えていった。


　もう、屋上に悪魔はいない。


　残っているのは、倒れた退たい魔ま士たち。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「う、うう……何が起きたんだ……？　爆発が……」


　僕が駆かけ寄ると、一人の退魔士が身を起こした。


「待っててください、すぐに人を呼びます！」


　急いでポケットからケータイを取り出す。


　ケータイを持つ左手が、黒く変色していた。


「これ……!?」


「気にするな。じきに戻もどる」


　僕の耳元で、カグラが囁ささやいた。


「悪魔を喰らったのだ。肉体に変化が起きるのも当然」


　そりゃ、そうか。


　僕の体内に、まだ悪魔が残っているのか。


「いいか月斗。吾輩が言うのもなんだが、人間として死にたければさっきのアレはもう二度とやるな」


「…………」


「何度も使えば、死ぬどころか肉体が悪魔に侵しん食しよくされる危険な技わざだ。力に溺おぼれた者がどのような結末を迎むかえるか、貴様なら分かるだろう？」


　カグラの顔を、僕は見なかった。


　返事をせず、僕はケータイの番号をプッシュする。


『花はな村むら月斗か。今どこにいる？』


　牧まき原はら先生の声が聞こえたら、安心してしまった。


　それから先の事は、よく覚えていない。








　次の瞬しゆん間かん、そこは公民館の医務室だった。


「ここは……？」


「あ……にぃちゃん、おはよ」


　何故なぜか隣となりに雪伽が寝ねていた。


「わぁっ！」


　慌あわてて飛び起きる。


　なんで雪伽が隣にいるんだ！


「おう、月斗。起きたか」


　医務室のイスに座っていたボブが片手を上げた。


「な、なんで僕と雪伽が同じベッドに!?」


「雪伽だけじゃないぜ。ホレ」


　よく見てみると、少女の姿のカグラが全ぜん裸らで寝ているではないか。


「うわわあぁっ！」


　悪魔とは思えない、あどけない表情で寝ね息いきを立てているが、この格好はマズい！


　反射的にベッドから抜ぬけ出して、何故か僕自身の着衣が乱れていないか確かめる。どうして僕ら三人だけ同じベッドに押し込められているんだよ。


「っかしーなー。カグラ、ベッドに入った時はネコの格好だったんだけどな」


　ネコの姿の時は全裸なのか。てっきりあのゴスロリ風の衣装も含ふくめて変化していると思っていたのだけど。


「ベッドが足りなかったんだわ。あきらめてくれよ」


　避ひ難なん民みんが優先ってことか。それなら仕方ない……けど。


「えへへ、にぃちゃんと同じベッドで寝るの久しぶりだったねー」


　シーツを摑みながら、雪伽もモソモソと起き上がる。


　僕もだけど、雪伽もとても疲つかれていたのだ。ボブや柚子は大丈夫なのだろうか。


「つーかお前ら何やってたんだ？　お前をここまで引きずって来たの、カグラだぜ？」


「あー、ちょっと、別の悪魔と戦いそうになって。でも逃にげてきたよ」


「……おとなしそうな顔してるけど、お前って意外と厄やつ介かい事ごとに首つっこむタイプだよな」


　ボブの評は的確だが、僕だってわざとやっているわけではない。


　あの上級悪魔とは、また会えそうな気がするけど。


　そこで自分がした事を思い出して、慌てて左手を見た。


　もう黒くはない。普ふ通つうの肌はだの色だ。


　だけど、またあんな使い方をしたらどうなるか──肝きもに銘めいじておこう。


「今日はお疲れさまでした。君たちのおかげで公民館が守られました」


　僕の額に濡ぬれタオルを置いてくれたのは、手に包帯を巻いた退魔士。


「正直、君たちは僕より強い。最近の学生さんもやるものですね」


　悪魔を退治する職業だが、得意不得意はある。彼が中級悪魔に不覚を取ったのも、戦せん闘とうに不向きだったせいだろう。


「……月斗」


　柚子の声に振ふり返る。


「……あ、ありがと。守ってくれて。おかげで召しよう喚かん、うまくいった」


「そんな事ないよ。こっちだって柚子のおかげで勝てたんだからさ」


　持ちつ持たれつというやつだ。


　柚子の召喚プログラムがなければ、あのガンダリーゼとかいう悪魔のいいようにされていた。きっと憑ひよう依いされた人間も助からなかっただろう。


「ああ、そうそう。君たち、あの悪魔を退治した方法なんですけど」


　思い出したように、退魔士が顔を上げた。


　僕も柚子も凍こおりつく。


「あれ、どうやったんです？　高校生にしては鮮あざやかな手て際ぎわでしたよね？」


　誰だれも答えられない。


　悪あく魔ま召しよう喚かんは違い法ほうだ。柚子が自作したあのプログラムは、もっと罪が重い。


　もしもバレたら停学か退学か──最悪、逮たい捕ほされる。


　さらに僕なんて悪魔と契けい約やくして、悪魔を食べた。こっちは死し刑けいになってもおかしくない重罪だ。僕たちの行動は、逐ちく一いち学校に報告されると牧原先生は言っていたけど、度を超こえた場合に関してはどうなるのだろう。


「……どうしました？」


　僕たちが下を向いて黙だまっていると、医務室のドアが開いた。


「自分が答えます」


　牧原先生だった。


「彼らは自分が考案した悪あく魔ま撃げき退たいフォーメーションを使いました。まだ実験中ですので、詳しよう細さいはお教えできません」


「そうでしたか。素す晴ばらしい方法だと思いますよ！」


　退魔士は大おお仰ぎように頷うなずく。


　牧原先生が、僕たちをかばってくれたのか。


「先生、こちらもお願いします！　悪あく魔まの毒が残ってるみたいで」


「はいはい、すぐに行きますよ！」


　呼ばれて医務室を出ていく退魔士。


　彼がいなくなった後、牧原先生は僕たちを一いち瞥べつして、


「ご苦労だった。全員無事で何よりだ」


　いつものように無表情で告げた。


「……感謝なんてしないからね」


　そんな牧原先生に、柚子は唇くちびるを嚙かむ。


　彼女は学校が嫌きらいだと言っていた。それは牧原先生のような教師も含まれるのだろう。いったい何があったのか。


「それでもいいさ」


　恨うらみのこもった柚子の視線を、牧原先生は真っ向から受け止める。


「だが、今日のお前たちの働きは評価に値あたいする。どんな手を使おうが、お前たちは人の命を救ったのだ。方法にこだわって見殺しにするより、何億倍もマシだ」


「……ふん」


　柚子は先生から目を逸そらして、それきり何も言わなかった。


「あ、あの先生。僕は……」


「お前たちはよくやった。悪魔の盾たてと銃じゆうで、少なくとも中級悪魔は余よ裕ゆうで倒たおせる事が判明したからな。これは研究チームに報告させてもらう」


　中級、って事は、あの上級悪魔を僕が倒した所は見られていないのか。僕が顔に出さないように安あん堵どしていると、牧原先生は医務室を見回して頷いた。


「全員いるな。今日はもう遅おそいから、私が車で送ろう」


「センセーの車ッスか？」


　ボブが手を挙げると、


「不満か？」


「いや、俺らとセンセーで六人でしょ？　乗れるんスか？」


「ふむ……確かに、少し多いな」


「では吾わが輩はいがこの姿になれば問題なかろう？」


　目覚めたカグラがネコの姿になって僕の頭に乗っかった。


「う……！」


　露ろ骨こつに動どう揺ようする牧原先生。


「どうした？　吾輩は非常に有益な提案をしているのだが？」


「……却きやつ下かだ。お前は絶対に人間の姿で乗れ」


「ほう！　では貴様の生徒がすし詰づめ状態でもいいと言うのだな！」


　カグラも明らかに分かっていて先生を煽あおる。


　結局どうなったかと言うと、たまたま公民館に残っていた退たい魔ま士に頼んで、大型のワゴン車を借りた。牧原先生の行動力にも驚おどろかされたが、そこまでしてネコを避さけたい意地にも驚いた。


　先生が運転する車の中で、僕たちはもう一度眠ねむった。心ここ地ちよい疲れと達成感、そして仲間と一いつ緒しよにいる安心感が全すべて睡すい魔まに変わってしまったようだ。


　長い僕たちの一日は、こうして終わりを告げた。


　残ったものは、疲ひ労ろう感かんと達成感。


　それから──拭ぬぐい去れない、悪魔の後味。





　　　　＊





　足音を聞いて、ゼノンは眉まゆをひそめた。


　不快な者が近づいてくるのが分かる。


「ゼノン殿どの」


　粘ねん着ちやく質しつの声に呼ばれ、ゼノンは無視して通り過ぎようとすら考えた。だが声の主と自分の立場を考えると、振り返らざるを得ない。


「何用か、ユフィール殿」


　ゼノンの正面に、男がぶら下がっている。重力に支配されないベルゼブブの城では、天てん井じようや床ゆかという概がい念ねんがない。彼が立つ場所はゼノンから見れば天井だが、彼から見ればゼノンが逆さまに見える。


「先ほどの報告について、お尋たずねしたい事が」


「不明な点があったか」


「はい」


　ユフィールはにこやかに笑う。醜しゆう悪あくな外見が多い悪魔にしては珍めずらしく、人間の美的感覚に照らし合わせても高水準のルックス。それは悪魔が人間を籠ろう絡らくするのに便利だからであり、ゼノンには何の感かん銘めいも与あたえない。


　ただ面の皮の内側は本物の悪魔である事は、この城に住む者なら誰でも知っている。


「ゼノン殿。陛下にご報告されていない事がありますね？」


「……何の事だ」


「小隊長ガンダリーゼの単独行動を監かん視し、その後、彼の死を見届けてから帰き還かんしたとありますが……フフフ、重要な報告を飛ばしていらっしゃる。上級悪魔ダミアンが死亡した件に触ふれていませんよ？」


　──こいつ。


　ゼノンは無表情を貫つらぬこうとしたが、無理だった。


「まぁ、もともとダミアン殿は問題のある行動が多いですから、油断して殺されたところで不思議はないのですが……さてさて、今回は貴女あなたがついていながら、どこの退魔士にやられたんでしょうねぇ？」


「…………」


「いや、貴女を責めるつもりはありませんよ」


　ゼノンの視線に気づいたのか、ユフィールがおどけた笑い方をする。


「だって『アバドンが復活した』などと、何の前まえ触ぶれもなしに陛下に報告してご覧なさい。怒いかり狂くるってこの城も破は壊かいしてしまうかもしれません」


「……そうだな」


　一〇年前の事を思い出すゼノン。


「第七次極東戦線──人間どもは「第七聖戦」と呼んでいるらしいが──あの時にベルゼブブ様に傷を負わせ、撤てつ退たいに追いやったのはアバドンの裏切りのせいだ。そのアバドンがベルゼブブ様に与える影えい響きようは計り知れない」


　それはゼノンも同じ事。


　黒ネコの姿をしたアバドンに会った時、心が震ふるえた。


「ですが、陛下に報告をしなかったのは、ゼノン殿、貴女の個人的な恨みですよね？」


「…………」


「はいはい、そんな顔しないで。責めるつもりはないって言ったじゃないですか」


「では、何が狙ねらいだ」


「一つ、アドバイスなどを」


　ユフィールの笑えみは変わらない。


　この人を小こ馬ば鹿かにした態度は本当に腹立たしい。しかしベルゼブブの主治医としての実力は誰もが認めている。その頭脳は悪魔から見ても理解を超えた領域にいる。それはゼノンも認めざるを得ない。


「アバドン──正確にはアバドンと天使カシエルの融ゆう合ごう体たいですが、それは現在、花村天人と地ち鶴づるの子供たちに受け継つがれています。ダミアン殿を殺した、あの少年ですよ。習志野の学園に一緒に通っているとか」


「例の降こう霊れい士を育てている学校か」


「あそこは強力な結界によって、我々悪魔の侵しん入にゆうを拒こばんでいます。それこそ陛下ですら破れないほどの結界です」


　魔ま力りよくは、攻せめる力より守る力の方が強い。


　人間が作り出した結界は魔ま王おうクラスの悪魔ですら防ぐ。これは人間だけでなく、悪魔や天使の戦いでも抑よく止し力りよくになる。もしも攻める力の方が強い法則ならば、今ごろ魔ま界かいは滅ほろびていただろう。


「──と、思っているでしょう？」


「えっ？」


「人間の施し設せつには強力な結界が張ってあり、侵入は困難──それが常識です。当然、人間もそれを知っているからこそ、安心した暮らしができる。安心した暮らし、それはつまり油断と言いかえる事もできます」


「常識も何も、現にあの学園の結界は強力だ！」


「結界は確かに強力です。しかしそれは『侵入不可能』とイコールにはならない」


　つまりユフィールはこう言いたいのだ。


　アバドンを擁ようしている学園の、強力な結界の中へ入る方法がある、と。


「……分からぬ。それをして、貴き殿でんに何の得がある？」


「ま、一番の目的はアバドンの存在を陛下に悟さとられない事です。先日、大おお掃そう除じをしたばかりなのに、本ほん棚だなを倒されたらかないませんからね」


　おどけるユフィールだが、別の目もく論ろ見みがあると言外に告げている。それをゼノンに伝える気がない事も。


「いかがですか？　ゼノン殿」


「……私は、ベルゼブブ様の兵士だ。勝手な行動はできない」


「それでしたらご心配なく。従者の補ほ充じゆうが済むまで、貴女には休きゆう暇かが与えられます。私の権限でそうしました」


　最初からそうするつもりだったのか。


　だとするなら、どう言い繕つくろって拒きよ否ひしても無む駄だだと悟る。


「良い休暇になるといいですね」


　ユフィールの皮肉に対し、ゼノンは礼もせずにその場から歩き去った。


　彼女の心の中では、ユフィールのいいなりになる事への嫌けん悪おと、アバドンに再会できる喜びがせめぎ合っていた。




　エピローグ







　幕張の悪あく魔ま襲しゆう撃げきから、三日が過ぎた。


　事件の翌日はさすがに訓練も優やさしくなっているだろうとタカをくくっていたが、牧まき原はら先生が容よう赦しやなどしてくれるはずもなく、僕たちは全員倒れるまで運動させられた。カグラの弁当がなければ翌々日は登校できなかっただろう。


　しかし三日も過ぎると、過か酷こくな訓練に慣れたせいか、身体からだは元通りになっていた。上級悪あく魔まの攻こう撃げきを受けて腫はれ上がった腕うでも治り、ようやくいつも通りの生活が戻もどってきた。


「おはよー、月げつ斗とちゃん、雪せつ伽かちゃん、カグラちゃん」


　自宅のドアに施せ錠じようしていると、マンションの隣りん室しつから僕たちと同じ制服を着たメガネの女生徒が出てきた。名前は秋あき月づき雅みやびと言って、一つ上の学年だ。


「おはよう、お姉ちゃん」


　このマンションに引っ越こしてから、一〇年くらいの付き合いだ。両親のいない僕たちの姉代わりになってくれている。秋月家は何かと家族ぐるみで面めん倒どうを見てくれる。恩人一家と言っても過言ではない。


「カグラちゃん、昨日くれたお惣そう菜ざい、お母さんに大好評だったよー。今度ちゃんとしたレシピ教えて欲しいって」


「よかろう！　また吾わが輩はいの偉い大だいさを知らしめてやる！　フハハハハハ！」


　そういう間あいだ柄がらなので、カグラの存在も隠かくさなかった。雅も七星ナナセ降霊学園に通っているので、悪魔の扱あつかいには慣れている。


　行き先が同じなので、僕たち三人と一いつ匹ぴきはバス停まで歩き、一緒に学校へ向かう。毎日バスは混こんでいるが、定位置が決まっているので不便ではない。


　ただ、雅と一緒だと周囲の視線が気になる。ただでさえ美人なのに、彼女ときたら──


「もう腕は平気なの？」


　吊つり革かわにつかまった僕の手を見て、雅が尋ねる。


「うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。普ふ通つうに生活できるくらいには」


「公民館では大だい活かつ躍やくだったものねぇ。月斗ちゃんも雪伽ちゃんも偉えらいわね」


「お姉ちゃんに言われると、なんだか複雑だね」


　雪伽が雅を小こ突づくと、周囲がざわめく。


　いつものコミュニケーションなんだけどなぁ。


「実際、ほとんどの活躍はクラスＳだからね。悪魔を直接倒たおせるのはすごいよ」


　校外でもクラスＳの評判は広まっていた。初うい陣じんだというのに、合計で悪魔を二〇体以上も駆く逐ちくした期待の新星。公民館を襲おそった悪魔を撃げき退たいしたのもクラスＳということになっている。


　僕たちがやったのは、エントランスの中級悪魔を倒しただけだ。クラスＳはその数倍の悪魔をやっつけたのだから、評価されてしかるべきだ。


　もてはやされて羨うらやましい、という気持ちはもちろんある。


　だけど僕たちだってがんばったんだ。自分たちの評価は、自分たちですればいい。戦いはしなくても、避ひ難なん民みんのために働き続けたクラスＢだって立派だと思う。


　そんな事を考えていると、バスが校門前に到とう着ちやくした。大きな校舎が見えると、今日も一日が始まる、という気分になる。


「さて、と」


　バスを降りたところで、雅がヘアゴムを取り出した。


「ここからはいつものようにしなくちゃね」


「あはは……」


　笑顔で髪かみの毛を縛しばる雅に、僕も雪伽も苦く笑しようする。


　すると、僕たちの前を見知った顔が横切った。


「……花はな村むらか」


「おはよう、御お前まえ崎ざきくん」


　三日前からクラスＳには小さな動どう揺ようが生まれていると聞いた。どうやら何もできないと思われていたクラスＸにも悪魔が倒せた事がショックだったらしい。彼らにしてみれば、悪魔を倒せるのは学園でもクラスＳだけだという自負があったのだろう。


「いいか花村。中級悪魔を倒せたからっていい気になるなよ。俺たちは中級悪魔くらい個人で倒せるし、誰だれの力を借りずとも──」


「おはよう、御前崎」


　吠ほえる御前崎の隣となりで、雅が一礼。すると御前崎の表情が真っ青になる。


「げぇっ！　『法王』!?」


「その『げぇっ』の意図について訊ききたいのだが」


　少し落らく胆たんする法王こと雅。髪の毛を結んだだけで、ふんわりした表情はどこかへ消えてしまう。ピンと張り詰つめた氷のような表情は、見る者を緊きん張ちようさせる。


「い、いえ、その、『法王』に驚おどろいたのではなく、横の二人に驚いたわけでして……てゆーかお前ら何だよ？　どういう関係なんだ？」


「姉みたいなものだよ」


「……花村。お前ん家ちって、かなり特とく殊しゆだよな」


　御前崎の指し摘てきは、否定できない。家には悪魔が住み着いているし、隣にはクラスＳの法王がいる。妹は凄すご腕うでの射手だし、親も悪名高い退たい魔ま士だし。


　よく考えたら、すごい環かん境きようだなあ。


「月斗ちゃん。君は今『自分だけはフツーだ』なんて思ってはいまいか？」


「にぃちゃん、自覚症しよう状じようがないのは困りものだよ」


　雅と雪伽が呆あきれている。え、なんで？








「どうしたお前たち！　あれっぽっちの悪魔を滅ぼしたくらいで退魔士気取りか!?　まだまだ甘いっ！　複数の敵への対処法、特殊な環境下での戦せん闘とう、仲間と連れん携けいが取れない場合の戦い方、まだまだ課題は残っている！」


　バシッ、と地面を叩たたく竹刀しないの音に、僕たちは無言でランニングを続ける。


「さぁ走れ！　どのような作戦だろうと体力が一番重要だ！　死ぬまで走れ！　死んでも走れ！　お前たちの○○○は私が握にぎっていると思え！　ラスト一〇周！」


　牧原先生の言葉が、いちいち胸に染しみる。僕が上級悪魔に勝てたのは、ほとんどカグラの力だ。僕自身が強くならなければ、同じような事態に陥おちいった時に、誰かを守れないだろう。


　だけど──もう、走れない。


　限界の先を超こえて、頭の中が真っ白になった瞬しゆん間かん、牧原先生の笛が鳴った。


「よし！　午後は属性別の悪魔の生態について勉強する！　以上、解散っ！」


　解散の合図と共に、僕たち全員はその場に座り込んだ。クラスＸで一番タフなボブと同じだけの運動をしているのに、どうして牧原先生は平気なんだろう。


　それでも僕らも慣れたもので、小走りに校庭から教室へ戻る。訓練中は元気が出ないけど、教室で待っているものを思うと、自然に足が速くなるのだ。


「フハハハハハハ！　待っていたぞ貴様ら！」


　教室に戻ると、重箱のお弁当を広げたカグラが待っていた。


「よっしゃ！　こっちも待ってたぜ！」


「……今日のおべんと、何？」


　ボブも柚ゆ子ずも嬉うれしそうに席に座る。僕と雪伽はメニューを知っているので、彼らほどワクワクしていないけど、それでもお腹なかが減った。


「今日はサンドウィッチだ！」


　カグラが広げたテーブルクロスの上には、山盛りのサンドウィッチが。


　見た目は普通だ。パンだけは人間のものを使用している。


「魔ま界かいでは『赤い魔ま女じよ』と呼ばれて重宝される灼しやく熱ねつカラスの肉を焼いたものに、魔界で採れるコショウ砂を振ふりかけた！　とくと味わって食えよフハハハハハハ！」


「サンドウィッチって、そういう意味か……」


　魔界のダジャレは高度すぎてついていけない。


　でもお腹が減ったので、僕もサンドウィッチを手にとる。


「いただきまーす！」


　いつものように、四人と一匹で昼食。


　食べきれないほど大量にあるはずなのに、みるみるうちに減っていく。女の子は小食というイメージがあったけど、雪伽も柚子も食べる食べる。そうしないと午後の授業で倒れちゃうし、何よりカグラの弁当は美味おいしいし。


「そういや、なんか今日は全員来るらしいぜ」


「全員来る？」


　ボブの言葉をオウム返しで呟つぶやく雪伽。


「ほれ、ウチのクラスって本当は六人じゃん。入院だったり、特殊な事情だったりで出席できなかった二人が来るんだと」


「へぇ」


　どんな人だろうかと、僕が想像を巡めぐらせていると、


「お前たち、いるな？」


　昼食中の教室に、牧原先生が入ってきた。


「紹しよう介かいしたい生徒がいる。おい、入ってこい」


　まるで転校生を紹介するかのように、廊ろう下かに向かって手招きする。


　そして入ってきた、二人の生徒。男子と女子だった。


「初めまして！　よろしく！」


　一人は女の子のように綺麗な男子。爽さわやかな笑え顔がおで手を振っている。身体からだも華きや奢しやで軽そうだ。


「ボクは大おお河内こうち銀ぎん河がといいます。ついこないだ、ようやく退院できました！」


「おう、おめでとうさん！　よろしくな！」


　ボブが小さく拍はく手しゆすると、銀河は照れたように笑う。


「得意な分野は医い療りよう術です。医療用天使の召しよう喚かんなら任せてください！」


　こないだまで入院していたのに、医療用天使が得意とは皮肉である。いや、病院が近いからこそ興味を持ったのだろうか。


　僕が考えている間にも、彼の自己紹介は続く。


「趣しゆ味みはエロ本鑑かん賞しようです！　あ、もちろんコレクションもしてます！　好みは貧乳よりも巨きよ乳にゆう派、シチュエーションには特にこだわりありません！　好きなＡＶ女優は──」


「堂々と言うなぁっ！」


　銀河の隣にいたもう一人の生徒が、容よう赦しやのない蹴けりを入れる。


　冷静に考えたら、すごい反射神経だ。初対面の人間のエロ自己紹介に即そく座ざに反応してツッコミを入れるなんて、まず素人しろうとにはできない。


「まったく、男子ってのはどこに行っても変わりゃしないんだから」


　退院したばかりの銀河を蹴け飛とばしたのは、女子だった。細いツインテールの先せん端たんを撫なでて、ばつの悪そうな顔をしている。華奢だけど、スポーツマンのように引き締しまっていた。


「アタシは瀬せ川がわ渚なぎさ。みんな、よろしくね！」


　銀河と違ちがって、キビキビとした挨あい拶さつ。それで終わりかと思ったら、


「ん？」


　彼女と目が合った。


　あれ、そう言えばこの人、どこかで会ったような気がする。


「あ！　アンタ、あの時の！」


　渚が僕を指さして、そう叫さけぶ。


「ああっ！　屋上の！」


　声で思い出した。トカゲの上級悪あく魔まに捕つかまっていた三人のうちの一人だ。僕をナイフで助けてくれた女性ライダーだ。カッコ良かったからよく覚えている。


「よかったね、お互たがい助かって！」


「う、うん」


「けど、あの時どうやって助かったのかよく覚えてないんだよね。真っ暗だったし」


　それは僕がカグラの力で周囲一帯を攻こう撃げきしたからだ。悪魔にとっての血液である黒い霧きりが周囲にばらまかれたせいで、僕の行動も見えなかったのだろう。


「そう言えば、どうしてあんな所に？」


「彼女──瀬川は一七歳だが、すでに退魔省で働いている。その戦闘能力を買われて、学校公こう認にんで活動をしているプロだ」


　牧原先生の説明に、僕らは舌を巻く。


「高校生で、プロ……」


　三日前の戦いを思い出す。僕らが束になってようやく勝てた中級悪魔。


　それらを簡単に倒たおす実力を持っているということだ。


「ま、そーいうわけで、よろしくねっ！」


　爽やかな笑顔の渚。


「あ、改めて、ボクもよろしく……！」


　ヨロヨロと立ち上がる銀河。


[image: ]


　新しい仲間が、また増えた。これからもっと賑にぎやかになりそうだ。


「……ほう、これは面おも白しろい」


　そんな僕の期待を打ち砕くだく、カグラの声。


「どうしたの、カグラ？」


「ほんのわずかだが、あやつらから吾わが輩はいと同じ匂においがする。魔ま法ほうで巧こう妙みように隠かくしているが、吾輩の鼻は誤ご魔ま化かせぬ。これから楽しい学園生活になりそうだ、フハハハハハ！」


「ちょっと、一人で納なつ得とくしないでよ！　どういう事？」


　僕の不安を煽あおるように、カグラは不敵に笑って答えた。


「おそらくあの二人のどちらか──悪魔が化けているぞ」




つづく　　　　





　あとがき




「では自己紹しよう介かいも終わったところで、午後の授業を変へん更こうしてあとがきの説明に入る！」


「ええーっ!?」


　今さっき、緊きん迫ぱくしたシーンで終わったばかりなのに！


　唐とう突とつな発言に驚おどろいている僕らをよそに、牧まき原はら先生は次々に衣装を投げてよこしてくる。僕の顔にかかった服を見てみると、忍にん者じや服。他にも特とつ攻こう服やファンタジー風の鎧よろいも。


「お前たちには、これからあとがきに出演してもらう！　これも一流の降こう霊れい士になるために必要な訓練だ！」


「ウソだ！　絶対にウソだ！」


　僕らのブーイングを完かん璧ぺきに無視する牧原先生。


「本来ならば今巻からあとがきに出演してもらうはずだったが、一ページ半しか取れなかったので、前フリだけにしておく！　夕ゆ仁にさんの素敵なイラストまで半分になってしまうので、私としてはこの半ページすら削けずりたいところだ！」


「ムチャクチャだこの先生！」


「Ｍ編集長の意向だから仕方ない！　ちなみに他社でのあとがきでは、女子は暴走族、男子はボーイズラブまでやったぞ！　お前たちも見習え！」


「無理ですっ！」


「読者の諸君はこの本を買ってくれてありがとう！　次巻楽しみにしていろ！」


「ボーイズラブだけはムリーっ！」





　　　　＊





　チィース！　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです！


　スニーカー文庫の読者の皆さん初めまして！　本編はキッチリ、あとがきはダラダラ、兄妹はイチャイチャとやっていきたいです！


　また次巻でお会いしましょー！
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